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冷暖房可能床面積

正 価

￥ 700.000 

12カ月才ムも

ございます

大 阪 ガ ス

〈わしい ことは大阪ガスの営業所・出張所へお間合わせ下さい

‘Ｇｊｾ‘ ｊ ＮＱＭｾ‘＠
皆様の設計 と施工に東洋の床材

リノタイル

1: : 号ートタイル

ヌ嵐〉ヂシート

リユーム株式会社

兵 /lF 県 伊 川 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代) 3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀時 4 丁 目 三和ピ ノレ

霞話京橋 @ 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 II IJ 2 丁目 三和ピノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

。ソフトな感触

。優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 庖
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タ

ロ

グ

進

呈

大阪事務所



セ メ ダ イ ン を 用 い て 施 行 さ れ た

ノ ン ス リ y プ ( 新朝 日 ビ ル )

施 工 法 を 一 変 し た

/ 1液 体 の ク ギ グ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5… 木 レ ン ガ ・ノ ン ス リ y プ

テ ッ ク ス ・ ハ ー ド ボ ー ド 等

を コ ン ク リ ー ト 又 は 木 部 へ

N O .  6 0 1 … 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ ク ロ

ス 類 の 接 着

N O . 1 5 0 0・・・金属 ・ガ ラ ス ・プ ラ ス チ y

ク ス の 持 務

建 築 周

ＱＺ ＣＷＱｾ＠ __ 

発 売 元 東 京 セ メ ず イ ン商事株式会社 東京都平代田区神田五軒町 3 脳1)3131

大 阪 セ メ ずイ ン商 事悼式会社 大阪市南区大宝寺町東之T41 t m3456 

名古屋セ〆ダイ ン商事嶋 式 会 社 名 古 屋 市 中 区 上 前 海 町 側0845

⑩ 
特 許

経費節減527万円ρ

利益を! ! も

平JIJ 判 Pボイラ

煙管式ボイラの革命見現るノ

大 阪 府 立 工 業 奨 励 賞E

汽 公 式 試 験 戚 績

伝

2  
株式前土平川鉄工所

石提供lこて

排刀ス温度 197

0

C

女 高 性 能 猛 射 型
.  

女 石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間)の燃料節清潔自

7' x 30' ランカ ν ヤボイラと

比較して

本剖 ・工場大阪市大尉: 区大仁苗2の1 f( I 筒稲品@ 1 9 7 5 - 8

点京営業 J9r .!. fr 京郎中火区八1 f i 州6の7 f( I 蹄⑮ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九 州 出 張 所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 市 部 小 倉 ⑤ 1 3 6 2



〈ｾＮｋＮｋＮ ｙ 》 ｚｅＷｚｪ強 力 型

重 荷 用

くM ，K ，K . )

' レール接続の革命

新 製 品 完 全 防 錆

奈川意主

lit P用 命 は 全 固 有 名 土 木 機 械 工 具

て怪物庖 へ 御 照 会 願 い 孟 す: ‘

.  
、

、

ア ム ス ラ ー 油 圧 式 織 型 引 張 試 験 機 ，

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ って試 験す
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御用命は全国各地有名建築金物庖へ御n司会願い ます



の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  ( こイモる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

OP A L  

ビル・ア パ ー トはもとより ＭｦＮｴｾ 住宅 ・

に も御採用頂け るよう寸 法や 価格の点 では従来最 もよく

ミコ切否おたｾ I!P愛用 頂いていた製品 L - 9 2 を基準 として 考慮いたし ま した 。

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社

小 倉市篠崎町4 58

T E L ③ 248ト 5

茅ケ崎工場

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の3 T E L ぬ 4518- 9 神奈川県茅ケ崎m

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌 T  E  L  2 105 - 8  

r  ，.，.  

I  .!. ・
， .‘. 

!  .・4・'. 'i: 

定 価

陶 器 ( 1級 ) し 220 干 2，900

金 具 ( a oyo百九L f. 1I )  

立 Aに 1'? T 2 0 5 Y

@￥ 600 ( 2  f問) ￥ 1，200

止;j， n T 4 A Y

@ ￥ 670  ( 2  f[d[ )  y  1，340 

排水金具 T 6P 下 1，210

ノず y クハンガ

IfMH 木ヰ ジT L  2200 干 200  

計 九百 6，850

参 考 定 価

陶 器( 並級 ) L  2包0 ￥2，320

金 具 ( . 7. : 7，凡 阿J)

"SL ;jく n K 2 0 5 Y  

@￥ 510  ( 2例) ￥ 1，020

lf: ノ')， 1'>. K 4 A Y  

@苧570 ( 2個) y  1，140  

排水金具 K G P C ￥ 1，037  

j : ・:・ E

- 4  ， ＮＮｾＮｾｉ ‘ 司

特殊加工がしてありますから，どんな糊でも ｾＮ［Ｇ［・ＭＮ 東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

一%、-. ‘ それは感触が柔らかく，手入ねが簡単でしか

文素人でも容易 IC貼 れ ま す 。 ， . _ ー・・・ も毎日多数の乗降者 !C耐えJ得7. ; 等その特性が

インク，油，手垢等の汚れも 石鹸水できれい 他の床材より 優れている事が認められたから

です。

にとれて水然が可能です。( 特許出願中) 標準寸法幅6尺 x -ll 30il x 厚2.5粍( 1巻15坪)

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東京都葛飾区本因四ツ木町5 4 電話葛飾 ( 69) 1946- 9  

( 全国有名内装工事庖 iζ 御照会下さい)⑬ ( 力タログ贈呈)
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昭 和 33 年 10 月

宇 宙 の 宮 見 学 会

L. と き 10月 18口( 土) 午後 1時15分( 集合) - 5 時( 解散)

1  . 集 合 所 本 会 前 ( 大 口本土木k kご提供の貸切パスで lL¥発)

1  .  申 込 15 日までにお同 l込みの乙と τ 定口 ( 70名) (ζ 達した時

は〆切ります。

1.  建物概要

設 IH

1lil! l て

所 在 地

遠必1132道事務所

大日本土木株式会社大阪支 l苫

箕 面 市 新 稲

_ [  )例 ( 若T. ) I柄下れ32年 12)1 ( 竣て) 昭和33年 10月

敷 地 I倒 的 7 ，425m2  

建 築 市 紅i

'j 何 殿 社 敗 314. 14 m2  

地 附 倉 庫 78. 50 m宮

般 倉 庫 235. 64 m2  

628. 28 m2  

!11  (f {t tt )，.: 家 297. 63 m2  

ポーチ及パ J レコニー 61. 22 m2  

358 .85 m2  

n  皐 殴 { 彦 線 道 場 200 .40 m2  

階 段 室 l 階 5. 814m2  

1 /  2 階 5 .814π12  

銭 楼 3 階 5. 814m2  

廻 廊 59. 089m2  

271. 93 1 m2  

4昨年 造 SRC 及び R C 構造

特長及び用途 ドーム型の社殿で礼拝及び修練場



第 2回 古 建 築 見 学 会

大 阪 府 下 の 古 い 町 家 と 農 家 を 見 る 会

1  . と き 10月 19 LI ( 日) 午前 10時( 災合) - 5 時( 解散)

1  .  集 合 所 大阪駅西口パス駐単場( 貸切パスは京阪パスを使用〉

1. 申 込 16 n までに会y ' ! (350 r  Je5]IJ に補助あり) を添え て申込

みのこと。定員 ( 50ぷ〉

1  . 行 程 大阪駅前よりパスで 11' ，発→山口勝氏邸( 堺市) →;11: 上

関，( j 衛門氏邸( 砂川T) → 占村総坪氏( 高鷲村) ( 昼食)

ー〉森田三郎左衛門氏邸 (1，市町) →大阪駅前で解散

1 . 昼 食 各行般行の乙と 。

1  . 解 説 者 浅野清氏( 大阪市大教授 ・ォ; 時)

堺市内の町家 Ｈ山口勝氏正 Ｑｩ ・ Ｑ Ｑ 上 関ムー衛門氏 ｦｾｬＩ

堺の町は中位紀末に発達した Il J 緒あるものであるが. 大阪瓦の附i の戦

で町の大半が1j Eかれたと云い，今度の戦災でもまた始ど1 j UJ 、れてしまっ

たので i片い家の' i J : : る数もいよいよ僅かになっ てしまった。その中にあ

って，

山口 Ｉｪｾ 氏邸側 ｩ ｬ ノ町東一丁Ｉは最もｔｨＺＧｊｬＧＺなもので ， i_[ 戸H寺代の中 j切に

敷地も鉱大されBi 放や政士事を明築しているが，主尽のみは板めてi '，く，

他の伊j よ比較してみるに，恐らくは段長，元利の頃にさかのぼるものと

考えられる。 ｪ ￩ ｦｊ ｾの庄屋をし て いた家で，由緒も ｬｅ しく ， 相当改造をう

けてはいるが， tJ い上位の町家の有線をうかがう乙とがi l ¥来る。当初か

ら瓦茸 とされ，実i E 而で.grSJj I と土聞が縦割にされているのはめずらしく

郎昆は二階建，土聞は黒板哀を見せ，太い栄や桁が見事にかけわたされ

る。

鉄砲鍛冶屋であった井上関右衛門氏邸( 中浜町) は江戸時代の初期lに

間口 3 .5 聞の小さい広から発足して，その末期には四線通計間口 17間の

家と なり， Jjj I椛や玄関，大座敷までつくよう κ なった経緯が判 って興味

がある 。 ( 建築と社会誌，本年 1 月号の記事参照)

南 河 内 の良家 ( 吉村松坪氏l郊・森田三郎左衛門氏邸)

次! こ南河内郡南大阪町にある代表的な格式ある民家を二つ見る 。一つ

は島泉にある大庄屋の家吉村邸( 重要文化財) ，他は古市の町中にある庄

屋の家森田邸である。何れも江戸初期 l乙建てられたもので，勿論部分的

lこは改造さ れてはいるが，古い奈良の家をしのぶには充分である。特に

吉村長1;は先年の解体修理の結果主昆を元の状態に復原したので，古風な

味をよく山し て いる 。 中でも桁行間関，ｾ間四間半にわたる大きい土聞

を構えるために大梁を二本かけ渡したのはt l : ! 現であり，納戸廻りの古風

な扱いも生活的に興味を引く 。

叉乙れらの庄屋の家の主屈は古風で民家特有の構造を持ち，丸太梁上

lζ 自子天; l l- をあげ，叉首組の楽屋根を持つのであるが，別 (clm風な客向

の｛ｾ放を設け て おり，座Ａ 放 飾りの［む匠や庭への処理勾興味深く，別ｻ乙急 Ｚ

専用の玄関，手洗い等ヵ! 設けられ，封建時代の客に対する格式張った考

え方を如実』ζ 見る乙とが出来る。吉村EH; の座敷はね: に百i皮附のものを用

いたりして，数得足風の処理をされていろが，乙れは少し時代が下って

からの改造の結 ｉＡｾ ではないかと考えさ せら れる 。

'  

会 告 2

大阪府下の古い町家 と農家

を見る会

a  

'‘ 



会 告

第 3 回若い会員の集い

_，.. 

経と修学院厳宮見学会

ト

v  

本 会 協 賛 の 展 覧 会

第 3回 若 い 会 員 の 集 い

1  . と き 10FJ 24日( 木) 午後 6 1時- 8 11与

1  . と こ ろ 本会地下集会室

1. テ ー マ H 建築の工事監現についてH

当日 1i. 官公庁・設計すF務所・建築業から関係省ーに御i J J 席をいただき，・

テーマについて; 活し合いたいと存じます。会場の都合もありますので20

日までにおけ l込み下さい。

秋 の 桂 離 宮 と 修 学 院 離 宮 見 学 会

木会恒例のtli ，U離山見学会を下J己要項 lζ より催しますから ，折返しfE

復ハガキでおト11
込み下さい。尚開催日時は宮内庁京都事務所の許可次第

お知らせします。

記

0) 申 込 方 法 申込は往復ハガキに限る。往信用 ｬ 乙 Ｈ Ｑ Ｉ 希望離 Ｇｾ Ｇ

名 ( 1 ケ所lζ 限る) (2) 氏名 (3) 年令 (4) 勤務先及

び職: Y， 似現住所

返信用 lζ 差出入住所氏名を記入の乙と。

(2) 参加者の決定 15 日までに王IJ 石のハガキ! こより納せん( 事業委)

を行い予定人員各離宮共30:?" を選ぴ参加者lζ 通知

する。

(;{) 見 学 予 定 日 11 FJ 初イ1] か中旬の予定

本 会 協 賛 の 展 覧 会 開 催

1. ｾンＺ 事l、 第 4 回プラスチ y クス総合反ー

1. 主 催 大阪市プラスチックス技術研究会外

1. 会 協 大 阪 な ん ば 高 j込 j長 3 陪

1. 会 期 10月28 日一 11 JJ 2  11  

1. 展 示 品 構造材ルー而におけるプラスチックス製品を rtt 心展示さ

る。

1. 協 行 11 ぶ 建 築 協 会 外



第 5回 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 技 能 講 座

於 大 阪 建 設 会 館 ( 詳細 : 9 月号会告参照)

日

10月 6 日

10月 7 日

10月 9 日

10月10日

10月13日

10月14日

科 自 t車 師

( 月) 材料はと削l買1Iを含む) 大阪市立郎μ 工 高 教 諭 益 尾 辰 雄 氏

( 火) 試 験 大 阪 大 学 教 授 ・工 | 噂 奥 島 正一 氏

( 木) 市1
ノ以、、

株 式 会 社 大 林 組 谷 口 尚 武 氏

( 金) 工 株式会社 大 村 ・ 組 寺 沢 一 夫 氏

( 月) 工 i去 m水i J ! 役K K大阪支16 金子 2主氏

( 火) 特 殊 工 ilz 株式会社竹中 ｃＡ 首脳ｾＩ京正幸氏

実 習 : 於 大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 佃 工 場

第 2 回 現 場 管 理 実 務 講 習 会

於 大 阪 建 設 会 館 ( 詳細 : 9月号会告参照)

月 日 科
目

10月 2 日
建( 契築工卒の着工から 唆事務功迄手続のを業含務む総)論

約，支払などの

10月4 日 ・10月 7 日 現場! と関する諸法規とその手続

10月 9 日 ・10月11日 建築労務者の11・iill

10月14日 ・10月16日 現場における危険防止，災害予防とその措置

10月18日 ・10) 321日 似設物と仮設材料の管理

10月25日 ・10月28日 機械器具，工具類の管理

10月30日 ・11月 1 日 材料の検収と その管理

11月 4 日 ・11月 6 日 土工事，基礎工事，排水工事の施工と管理

日 ・11月11 日

鉄筋コンク リート 工事，鉄骨工事，防水工事の施

工と管理
11月 8

日 ・11月15日

木工事，. t i i 板工事，金属工事，雑工事の施工と管

理

11月13

11月18日 ・11月20日 石工事， タイル工事の施工と管理

11月22日 ・11月25日 左官工事，塗装工事の施工と管理

11月27 日 ・11月29日 設備工事の施工と管理

10月10 日

挿入の振込用紙御利用 の上，至急御払込み下さるようお願いけ1しあげま

す。

42』3C 

告 4  

、

第 5国鉄筋コンクリート

技能議座

訓島、4

第 2回現場管理実務

講習会

3持 師 ( 敬称略)

大 阪 市 : 瑚度: n! 田 中 良日

工(株) 大』車林 組部 .民.  
野 繁 雄

大大阪成支建庖総設fIi 係(株長)  
野，

村 増 治

勃( 株) 竹務中工謀務長庖
堤 東 一 郎

.  

監( 株) 総 査 村 役組
政 岡 2ま 次

能 協 議 騒 楠 瀬 泰 雄

gt 弘私生: i貨 l.w 裕

取( 株) 森締 組役 波 辺 秀 幸

工清水事建設主( 株任)  
鬼 iiJj 菟 虫日

路姥島築建設部( 株長)  3山6  下 久 哉

工( 株) 藤事首木 工都務 長庖 矢 野
」貝邑包 fF 

技( 株) 術銭 部高 組長
七 尾 健 三

建( 株)築 大部林次 組長 高 橋 誠 義



住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

‘  

所業工棄美
会 社株 プ

電話@4938 ・5888 ・@8050
大阪市東区瓦町二丁目 ( 三和ピル)

( O 

民

様式S 322mシ"':I?・I 信N

本 社 尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 23 m話 大 阪(4剖2959. 9748

営 業 所 東 京 札 幌 福 岡 名 古 屋 長 時 四 日 市 京 俗



カ
シ

n

 

J

'

 

4

J

 

ノ
F

諸

明
彦

東レナイロン紙髭・鍛通は10096スパン

ナイロン糸を使用したもので・ 摩療に強 く

・弾力性に富み ・吸盤性が少なく

・虫の害を全く受けません

a  

級車毛・鍛通

乙のほかI1凶絡低廉な 10096 レーヨン による

東レカーペ ットも好評を博してお りま す

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社
発売元 ( 株) 泉 商 会 大阪市北区宗管Ti 5F5215〉

米 国特許 No. 2，591，904 

英胃特許 No. 760，605 

日本特許 No. 231，698 

， ， 

4民ト
司F

"  

塗 料 か

新 し い

ら 生

環 境

新 し い

ま れ る

コ ンクリ ー ト ・モ ル タ J レ・プ ラス タ ー ・木 材 ・ 金 属

紙 ・繊 維 ・皮 革 ・そ の他 あ らゆ る 材 料 に 深 さ と 魅 力

を与 え る 高 分 子 粒 子 状 多 彩 塗 料

ヲヲ3 ート閥S ペイント

大阪市東区伏見町 5 丁目27 - カタログ御希望の方は当社宣伝課迄御申付け下さい。



室 内 デ サ・イ ン 特 集

表 紙 に つ い て

デザ イン 宮 本 同 行

コロ シオムより見た コンスタンチンの

凱旋門 (ロ ーマ〕 コロ ν オム のは，，;:

を終って帰ろうと思ってふりむくと 。

災しトアーチを越してヨシスタ ンチン

日凱綻門が兄 ι た。 ニの凱旋門 i ) 7' -

チもまたJ i L l 、 そして，古 止しのと

曹il きものと。 m影 徳 1" E ". 

建 築 と 社 会

第 3 9 集 ・ 第 10 号

売 価 l 部 1 8  0 内 ・送 料 共

昭 和 3 3 年 10 月 2 0 n 印 刷l

昭 和 3 3 年 10月 2 5 日 発 行

発行所社団法人日本生ｾｾ理協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 T 門 37

包 括 北 浜 ③ 9648・9649・9640需

品 高 替 ロ 臨 大 阪 3 9 9 7 5 ifi 

発 行 人 仲 間 縦 一

編 集 人 松 井 附 光

印 刷 所 株 式 会 制 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

; u 話 @ 2 0 9 1 - 3 按

印 刷 古 網 野 悦

建 築 と 社 会

1 0  

9  5  8 年 10 月 号 目 次

巻 頭 の 言 ・ ・・…. . . ー… ーー ' .iU知l 滋: . ... 8  

作 品 作 風

大|奴瓦j折K K心斎 織サービスス テー ν ョンおよび

K  K ) f/;i .多1宇川工場 P . R 宝 氏 ｊＢ 処加を ｊ ｴ Ｂ ｬ ｦＡｾｊＹｩ Ｇ Ｂ 9  

3反日- . ' ) q : J 5 的なスペースにおける ー

・ 大成ｉＮｊＡ， Ａｾ ｋｋ 人ＺｩＢ，文山 12 

茶 ｉｾｦｩ ヱ ｈ ｋｋ Ｎ ｦＡ一長宅 ・他 ・・ ・・・・・・・…・ ・式:P，I.J!'l!TII 務 所 ・15

室 内 デ ダ イ ン 十 数 点・・・・・ " II I.J!九tl 1:/側、ベ会判 ・・・16

3長以と装飾iの 試 み・・・・・・ ・ k. )l-" ・--:N'グループー.20

1957イ匂|ド， La C口ha mbre C口har mant旬e 11展毛 l山|ハi iJIh'"J山IJ山ihγIfl門作h'，

. 樋 r I 拾... 22

女:! lJ 有 f ・ftiri 仰J- ，lil+1K  K  ;;r 1':11支)，1; -

" ，1、i吋I.J!築，; 't. :t' l i i MTi ・.. 24

多J l J宋. の宅内 ・・・…… ・ー …. . ・・・・・ '11
村山相J f 究所 ・・ 26

建 築 の 眼・・・ - … .. . ・ 一・… … ......... .. ..... 30

本 文

室 内 デ ザ イ ン に関す る 座談 会

Ｍ ｾ築Ｇぶ ・ 宅内ＮＱ ｾｩＺ 貯家 ・ ｘ ｉＱ守家の

.台の考え} ] をめぐ ってー ー・…一… .. 31

室旬 ｉｉｩ ｊ の Ｉ ， ｾＩｊＮ Ｈｉￍ Ｏｾ 険 能 ・ ー ・・…・・・・・ ・ ・・ ・ … ・・ ＮＮ ｬｑ ＳＧ［Ｚ 本 … 38

m定以外のインテ Y アー ・デヂイン

ペつの例によ って 一回あるぜんちな ) L と特急あさかぜ

… 樋 11 i'f'ト ・45

家 只 の Ready Made  について・ ーー …・・PI}6 1iJ 己主. 56 

家 具 の Or der Ma de  !c ついて . . . … " !:'.IJI 将 ... 59 

テキスタイルについて ……・・・… ..  .  • • .  .  .  .  .  .ψ: JI'. :(i -I ...61 

絵 Itlli と宅内デダイン

一 一新大ビ/ レの大: g j ! : { iモヂイクタイル一 一

. ...・ 3、焔 /、nll .. .64

宅 内 デ ダ イ ン と 彫 刻 ・・・ ・ ・・・・・・ … ＮＮＮＮ Ｎ Ｎ ｍ ＮＮｪｾ J又... 66

大 阪 の建 築を め ぐっ て

一- i E II 降 ー氏 を 附 ん で のj併談会一一 … ・ーー・ ・・・・ 67 

会 合 ( 8 JJ 分) ・ー ・・・ー ー… .. . " ・ ・ ・……… 73 



圃・時司園事国国E岨・・ー=・・

内 装 節日 東 :tul 謙 三

室内装飾という言葉は I nner decorat i on の訳語であるが，今日の建築界にあ って， こ

れがいわゆる位築技師のうけもつ役目であるかというと茄干の疑問がある 。 ロマ ネスクであ

るとか，ノレヰ、ッサンスであるとかの様式 11寺代において建築の内外とも同じ様式のテーマの下

lζ 一貫 して計画されていた| 時代では，培; の尖端から 家具の足に到るまで 一定の様式 (C あて

はまり ， 一 人のｾ築技ｲＺ ｬｬ￮ の ｉ､ｩ ｡ の 一卜 ｉｃ 一 定の様式 ｬζ 統ーされていた 。 今日の建築界では家

は単に{ 上むだけでなく，生産への一つの機構であったり ， また種々な目的 K 向 つての環境の

造成であ ったりする場合には ，家そのものの考え方が変ってきた 。その上乙れを造る建築材

料 も:(1 々進歩して石 レンガ と木であ ったものが，プラスチ ックや合成化学製品やス テイ ンレ

スなどに変化している 。またまlミ活の変化はその周辺使用器 14の変化をきたし，乙れ また 日々

進歩した製品が製産される 9 乙のように幾重 lζ も変化と進歩のあるものを素材として構成さ

るべき' 七内は一人の技師の術で‘ はとてもまとまるものではない 。拘干専 門，壁面専門 ，1照明

守 Ｚ 門という風 ｬζ 名々の ＡｊｪＮ ｐｾ 家の術 のオー ケ ストラとならなければならぬ 。 そして辿築技師の

立場はオ ーケストラのコ ンダクタ ーの立場で あらねばばな らぬ。

近代ｾ築の ｭ 噂精神は合ｽＱｊｬ的で・ ｴｗｦ Ｎ￬ＡＱ Ｑζ 忠笑で材料を生かせということであるが主内装飾の

場合にもこの指導精神に変りはない たとえばゴム ク y ν ョン のパイ プ拘干を設計す る; 場合，

人体の寸法を身えて時 りやすく考え ， ゴムの l耐久弾 ) J を科学してその型を考え，鋼科 の特性

を上手に 活 して使用して 始めて優秀な 形が件 られるの である 。いわゆるイ γ ダストリアノレ ・

アー トに到 っては ，どとまでもイジダストリそのものを熟知| してとそ始めてア ー トが出来る

のであ って，イγ ダストリアノレ ・デコ ν ージョンではないのである 。

今円の合}1J l 主義的な {i 宅， 乙とにアメリカの住宅をみると ，家そのものは割合にお粗末で

あるが，室内は短めて豊かである 。おそらく位築が40で室内設備が60位の割合であろう 。私

はいつも ζ れを姑築のエン グノレ系数というあらわし方をしている 。申すまでもなくエソグノレ

系数とは経済学において主食 Ｑｾ が全生活貨に対する百分率であって文化生活の尺度を定める

一つの指数である 。終戦前後は 90位であ ったのが現在では 45位ではなかろうか。生活の内谷

が龍富 lζ なるにしたが って室内設備のうけもつ純聞が次第に泊 してく るζ とは事実である 。

乙の方市の技術や生産. 施設が ますます重要視されるようになるであろう c

最後に一言 したい乙とは世界の装飾界の ー附の日本ブームである 。荘、はあち ζ ちで乙れを

見たが，その 大平はわれわれ日本人にはピンと乙ないものがある 。私は乙れはその外形のみ

のj j J 従で ， 乙とことに宝IJ るまでの永い 11¥] の特有11的な訓練を経て ない結果であると指摘した い。

単に床の間と -1Eむしろと 引障子ーだけで円本般 l沫をみせようと思 っても仲々 困難で単に エキ ゾ

チ ァク をl床わうにすぎなし 」 位向! [ 宮や冶安寺の石庭もあれそのものを ニ ューヨー クの! : r ｾ ｉＧ へ

うつしでもあれだけの名作とはみえないであろう 。 日本へきて日本の生活を味わい ，その上

あの周辺の 環 ｪＺ ｊｾ あ ってあの名 作を味わえるのである つ また 反対 に外同人は Ｑ Ｑ く ， 円 本人 の ｪｩｊｩ

った附子はどうも掛け心地がわるいと 。向子生活が板についた人 ζ そ良い附子が設計できる

のであろう 。 ( 常者 K K;旺畑処祭事務所所長 ・本会副会長〉

内



‘  

1 . 大阪瓦斯株式会社心斎橋サービスステーション

段計 安 井 建 築 股 計 事 務 所

師寺段 手摺t主地カ ν ュー仕J

腰ア ｾ ｊ 11 ライ ト 桜
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2  

3  

大阪瓦 ｊｾｩ 株 式会社

心 斎 橋

サ ー ビ ス ス テ - ν ョ ン

心斎t I i 筋周防町の1'1にあるガス日H兵のl民示

と栂談などのすービス施設で P Rの日 的 を*

すのが目的。

区匠全体としてガニえた中心とした指定? いた

文 化生活を感じ取ることでさるようなものに

したいというねらいで渋い制干 の床 ，穴あき

碩! ' i ' t 繊維紋，援石の蛍，調子の高い階段を '1'

心にｴｉＡ築のデずイソをｩｦＡ￭ ｬ￲ｾ 只 および 照明ｬＪＡ

nは素材のま田部を強調してまとめてみた。

色の調子はえび茶. ! ，( ¥系の濃い ものでひま

しめてある。

設 計 宏 弁 生s 築 設 計 11¥務 所

佐 野 ，E

中 野 宇 治

渡 辺 敏 雄 a  

処模施工 除 式 会 制 大 林 組

衛 生 須 賀 工 7控 除 式 合 社

電 気 掛; 式会社 大 阪 m主[ 閥会

家 具 内 外 木 材 」 業 株 式 会 社

照明毘i具 松 下 n; 出i ｛Ｈｾ＠ ｾ ｬｾ 除式会 ＱＱ

4  

2 .  1 階 ホ ー ル の 照 明 器 具

n葺Iおよびア" リライト製

3 .  1 階 内 部 お よ び 2 踏 の 見 上 げ

右 壁 画 ! 僚 G 貼

/_i : !笠而地I血ベニヤヨ;1日叙貼

4 .  2 階 集

4  

Z  
室

壁面三井ボード貼オイルスデイン f上1:

作者のことば 玉川 の雰阻気は}Bと色

と仕上の包の肌さわりで決定的に左イ{ さ れ

る。

ここにあげた二つの例 ｉｾ 何れも今年になっ

て完成した近作で，デずインに共通のものは

あるが劣凶5¥はずい分迎 ってい る。

一 つ は ι こ ｩＮｾｴＡ ，ｴ｜系 ，他 方は前見 ｬ 系が仏本色

で }Bにも肌さわりにも土っ主り必関を別に

して IM t してL 、るカ‘ らだ。

付料そのものは必ずしも民自級品 ではない

けれども， 仕上には あれこれと路工荷には無

理を， .，、駄目をu ¥して犬々 の持つ雰I l i l況を徹

氏出J に111すことに官I . Q: したのが，私には ;!r 労

でもあり喜びともな った 。 ( 佐 野 i E- ')



a、

.  
， 

株式会主l 寿 } 多摩 川 工 場

P  R 室

川崎市にで 在た洋酒の員長屋の新工場の中に

あ る ? イスキーなどの瓶詰をするオートメ-

V 冒 γ 工場で参観 m-:. 工場巡覧の前後に この

P R宝で少恕する ，全国の工場納を設明する

壁 画の裏は P R映画illJ のスク Y ーンであり ，

左 手1-:' 製品試飲用のパ7 ・C ある。 1畳はDjti 商貯

蔵用 の樽材の廃品 を羽目 飯とし て使 った強い

翻子，日正 l主瓜のマープルアスタ イル，家具と

照明間只はエ芸的な乎法を強調し てクラ V ッ

カノレなモダーシと い うデ ずイン ，パー のi百分

は低い堅木貼のカ ク0' :9ーと茶色の乱1; にハ

イライト のスポフ トI ! 日明を仕込んでみた。

設 計

ｾ策 施工

木 工

アスタイノレ

衛 生

m 5t  

冷 暖 m

照 明 器 具

家 具

笠 岡

カ- - 7" ;.1 

宏 弁 建 築 設 計 111 務 所

佐 野 jE _ .  

神 Hlilt 欄 雄

渡 辺 敏 雄

点海興染除式 会 ｾｪ

1f 瀬 本 工 所

雌 蘇 工 業 株 式 会 担

主1 賀 工 業 株 式 会 担

株式会社 大 阪 屯 筑 間 会

制l 口 工 業 朝 、 式 会 剖

松 下 Hl 部 座 業 株 式 会11

商 品 屋

>Ir ffi i 1 伝 部

大 丸

入 口 よ り 右 壁 面 を み る

交 付 用 飢 . 帳 ｉｾ＠ り

携4作品鎖倒 : パ f  プ 製

安 来 椅 子 : 11) . ヒ・ニー J レ貼

2 .  左

3. パ

3  

壁

ア

面 壁 画

裳 ス ク リ ー ン

純 子 秘 重 ね 式

ν ート !s ピエール貼

部 分

尚 子 堅 本 自IJ り/11し

針 た た み 机

2  

11 



家 ."i  .具

一 事務的なスペースにおける 一

段 計 大成建股株式会社大阪支底段計謀

私たちの事務所に使われている; ま只のうち

一般的なものを選んでみた。これ等の家具l土

純特に!jl 務的な目的をもつものではなく ，事

務所の '1' の銭安部分のよスへースなどに配抗さ

れるものである。

事務用の家具は例人的主観をで. J . るだけ却|

除 L . 占野1の規怖や，その操作 }J i l，などの多

角的なディスカスの上に，その .I'i 去を与えら

れるべきものであるが，ぞれとはちがL 、，こ

等のま只はむしろ準市務f I l のj ( nというべ

きであるうか。

しかしながら事務所にある以上はやはり事

務用の家具であるのであって，融通制 ，簡易

性会、必要であり，また耐久性の占めるl庄合か

多くなってくる。) f ' は地味な，そして簡単な

飢j 日勝干のものになったが，家只の形態や色

調のリえる心理的影習を引，[ ¥して，使用村や

1M.f li 地の色調に変化と巧l置を加えたつもりで

あ る 。 ( 担 当，桜JI 氏幹，佐久IUI :t: l

'rlfl
i  ｋｋ Ｎ ［， ｾｾｉ ♀＠ K Kそごう

1. 書 棚

スチーノレi'Jパイプの.r l組により下部の木製

のキャ ピ1、ットを支えてい る。 上部の慨は自

由捌になっていて，官hi"f悶己} の .J'i.t により上

下した りする。

12 
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簡素な小応接室を Ｗ 宅。ｾ

壁は向ラワ ｹ 材ｾ， ， "; 1ケと 染. a 布貼。家具

は同型で，使用材や附子貼? 当地で，各室の

具

使用材は， ? オ ルナッ ト， ν ;;1" ，プリマベ

ラ，) ープル，ブピ' / j l などである。

和 室 に あ る 電 気 時 計

藤張と半円型の鉄鋲( 黒色〕とに

よる。

家の間

i冊子を変えている。

接応2.  

人

「
ーl
l
自

a

l

l

l

「一一一一一一- 9 7 0 一一一一一ーー「

r  I  I  I  

L一一- 4 7 0 一一」

寸

l

i

s

-
」

ト一一一- 11∞一一一→

L一一一- 9 7 0 一一一一一一」側飾

J ，_ _  4 7 0 一一_j

13 
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3. 

5. 

a・・・ "  :  ｾ＠• ｾ＠

食 堂 の 隅

家具の本部は浪色ク日ヤーラ ッカ ー仕上。椅子はビニー ノレ ν ずー貼，食

卓の'PJfi lt デコヲ貼。

室の壁はへ γ ν ¥ < : /7 ロス貼，天井はイi 孔合I! J ( ' }/! オ J ノレベ シキ仕上であ

る。食堂の，大勢が家具 をうごかしたりする菅平，食器の音など，またと

くにテ ν ピをほく i品作などは，騒音苛践の分布も広範聞でなかなか吸収が

困錐である。

簡単な会議のためのコーナー

支目安室の一部に ， 合総のための簡 ｲｪｬ なコーナーを設けてある。ｾは Ｑ 、

! I ベエヤと裂地貼。

14 

4. 打 合 室 の 家 具

設計笠の lliJ のホールを打合せ室とし家具を配位してある。それ等は簡単

なバ ティジョン により隔離 されて い て ， 応姥 ｦｬｾ を他 用しな い程 度の事務

上の打合せに使用される 。

位計 . 大成建段妹式会社大阪支庖

客溜ホールのカウンターと待合用長裕子

カヲ:/ j ' - I t 叩飯デ ヲラ 貼. ｲｾ｜ 色ス チー ｊ レ Ｑ ＧＱ ハイ

ピ1、ットを支えてい る。

により I孟地材のキャ

尚子はＡ［Ｈｾと ｉｉｉ 色 のビニールレチ ＭＱ 泊 。 この富Ｚ滞 Ｑ は主として経理の支払そ

の他的用途にi J l ! われる。

ｾ＠



A  

"  

某商事株式会社 社 長 室

天井 オ イ ルハ・ f ン ト 叩 在 仕 上

床 支 邪 式 鍛 週

明 川 品 製 拠 地 貼

家具 ワオーノレナ γ 十事前付， クリヤーラッ

カー仕上，絹 子 牛 皮 奴

F 毛織商事株式会社 売場

天il プ ラ ス タ ー 塗

ぽ プ ラ ヌ タ ー ， ベ シ キ 境 fj: 上

W jl - 文 ッ ト

階段 干持i ，ラワン ，マホガニ一色夕日 ヤ ラ

ッ力一 仕上， 毛持1(- ， フラフトバー

金色エナメ ノレ仕」

家 H : ヲ オ ー J レ ナ ァ ト . If. i 干 ，イ'I i ｾＱｾ＠

v  ｾ ，Ｇ＠ yデ "γ 。黄銅拠，金書官金fJ :J ニ， 夕日 Z

ター飾 1- 1. 16tl 

設 計 大 阪 建 築 事 務 所

15 
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室 内 デ ヂ イ ン 十 数 点

北 国 銀 行 本 庖 特 別 応 接 室

! 豆 オ ー レ ナ ァ ト

家具主村 オーノンナット

飾倒 。- i f . ; 桧材使用

J i i ¥部アプ ν 織

C ・B ・C 会 館 、中部日本放送会館)

Ｍ 下地 ｾ￮ ｦｊし川ｫＱ織物別別ｾｾ地使用

・脚スチール丸ノミー . ;J 号ミ γ 焼 付

・灰 皿，lij 五;l W8 . 関スチーノシ九バー，

d ヲ: . ";/姥 ft

神 戸 市 庁 舎 議 場

ｊｬ ｉｉ［ ｾ 織物別別拠地 Ｑ 止 ｭ Ｎ 下地合版。

脚部 ｉｕｩ＼＼ｾｉ ，占拠オートマデ ｦ " / クリターン。

ヌライドハァグ王t とし . f ，本固定。

机U.! 担地材ず 3 ヤーラッ j ，一天板. ! 理占立を脚

金物( スチーノン j ラ 1 ン姥 Hl にそれぞれJf{ f・I。

闘は床に箇定とす 3

. . &Wもは約80席。

J、



h  

設 計 : 日建 設 計 工 務 株 式 会 社

住 友 生 命 本 社 社 長 室

5 ! : ヲ オ ー ル ム y ト

家具主村 ? オールナフトヒキ史

的子類) J i . ｉｾ｜ り ， 濃紺色

某 商 社

堕 ν オ ジ

［ＦｊＭ｜ Ｚ ，Ｉ オーノンナ ソト 主付，ー品 ｾＷ IJ でへラ

附子 ーl!i Ｑｦｾ＠ {  

住 友 生 命 本 社 応 接 室
住 友 生 命 本 社 応 後 室

17 
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各 務 ? リ ス ヲ ル 特 別 陳 列 室

t世 ワオーノレナット。

明rf I T陣列棚 乳白エ ホ弓イト全面倒Ull 。

捌 ・ガラスおよびピトルグラス。

住剣 ｦｾｩ 列捌 制州桧および! 1¥悩。

Ｑ 盟 ｬｾ ｦ ｴ 陳列捌 <<u州桧， 天ピ円' ) ;'n占り

内部より照明。敷物支部式績迎 。

室 内 デ ザ イ ン 十 数 点

も 冶 ク リ ス ヲ ル 製 品 陳 列 棚

一プロック . 9尺 x 3 尺，住 { 引抜其鎗コ

1' 12枚合せ〕日' . 天井固定と L 下段棚図定。

上部自従棚およ び取 f't自在陣列箱をもって 構

成。 11イk 棚l主V オジ 3 分Hl ll'i . 生地仕上およ

び ｾ ｉ ｾ • ，IJ ・ラクダ色 3 色のスキラ ν ャ貼り。

箱は V オジ 111嗣 . 1;'11説，色 3ラフカー仕上 . 1  

!i: i l ラス扉つ止。

〈



p、

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

市 斤 舎 議 場 傍 聴 席

出 雲 市 庁 舎 磁 場

議席36府の市会議場。! 畳は11.1宝 庫 松

阪，およ む、布貼り 。j耳目机11ν オ ジ 材

ク リヤーラフカー仕上。 附子覧111亦と

ぷ色 的 支織 ， 布地を Ｇ￬ｊｾ っ た姐転尚子 。

傍聴席用に号請さした簡単な述結椅子。

背は Ｔ 分カー ブ ｦｉｾ足。目玉 ｬ 主 Ｔ 分合板 。

フオームラパ一人りビニール ν ず ｩｪｬ ｾ り 。

胸 部 は ス チ ー ル パ d プノヲミ γ 焼 H。

19 



家 具 と 装 飾 の 試 み

大阪 ・三 座 グ ル ー プ

1. 篠 製 家 具

. . 広 間 セ ッ ト

同ガラスの鉄J t . ) L巾下をI'll む間関lの: 五三畏怖

ｦｬｾｮ 革製 。 要所のプ ｊ Ｑ［［Ｇ より ｉｙ Ｎ 肘掛けのゆる

やかな方ープをすべて篇で編み出した。脚 11

民ぷ鋼，自由消 L ! ，¥¥ラフカーで仕上げた 。守 以

下ilil に見られる新聞人 もIdl 陪，線と l主主鋼て

造り上げた。

へ

b. 食 卓 セ ッ ト

大小二脚の食 引と八脚のト.:j(- からなるセァ

-
可

制

は

カ

子

γ

貼

時

制

ラ

ラ

。

色

コ

げ

瓜

.z

，

上

ー

白

a

t

-

-

-

山

口

け

艶

7

焼

鋼

コ

γ

ぷ

一

ミ

山

帆

パ

S

フ

は

ム

j

籾

る

弓

の

の

あ

は

プ

モ

で

子

イ

。

げ

市

下

ハ

み

上

。

鉄

一

樹

仕

ト

ば

勝

一

C. 安 楽 待 子 セ ッ ト

Ｒ 階 ｒ ｬ 宝の ｴｾ 側に ｗｬ かれた怖 ｦ と小 Ｑ［ Ｑ f 。

附子は勝目問。脚 ｬ 土 Ａｫ ｒｾ 鋼 ， 自由 ｦ Ｎ ｴ し Ａ［ｵ 色巧 γ カ

ー仕上げ。和室0)5' 1IT1 ' ，( にもマッチする ν ム

フルなジノレヱットを篇で巡り Ili l た。岐に I t  

印恨の; ， ?ν ョソをin< 。小 巾干{ 土l ! I J也付ク

r} 7 ラッカ - f士一1:1{ で . ＡＡｾｉ＠ ｴｾＢ ハイフ ， ノラ

ミン静 f'tけ仕上げである。

20 
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.  
-

家 具 と 装 飾 の 試 み

大阪 ・三 座 グ ル ー プ

3. 某 喫 茶 室 壁 画

喫茶室のインテリヤ ・バック( J ) 大企な蛍商

に構成した，直線による抽象的な俊樹。壁は

フν キジプ，レボー ド，:/J ν ュー塗料仕上げ。

その上に直綾，六色の¥[ I 線月1ピニーノレテープ

を貼り合せたもの。鮮やかなテープの色町組

合 せ て やIか，おi加の肉を: I ! . !わせる策 L ，.拡

ｾｦｴｾ｜ を ｭ ってみた。

構成It ，すべてグ，ν ープhi l人の下でjffi めら

たが， ビニーノレテープの7 I ' o ' ( 脱が比較的，間

使であることも ， 時折 ｲｾ 囲気の変化を求めら

れる ，この主主姥物の室内装飾としては一つの

試みであろう。

ＲＮ カクテル ・ スタ ン ｩ ｾ lL社，社長応援2誌に白かれた方々 :テノレ ・ス

タンド。ボックス It ヲォ- ) レブァ人々 'J ヤ

ラァカー仕上げ。閥的は鉄事1，艶i円L! . U色ラ

γ カー焼 1'1仕上。アマミ金只t<i はn線別ゴー

ノレデン ・ブロンズ望書金。大主〈口の 11)1 < 洋i西

瓶のボソタスと ，二段の90度回転式のグラス

の抽出しからなり抽出しのu上部の援は，5--

fι のように裏返えすと ，給 {土設に転/ I l でまる。

そして胸部の問個の回転球で随時場所を変え.

下粍に洋柄を雫しめるようぷ .1十l た

21 
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1 9 5  7 年

La Chambr e Char man l: e 展

出 品 作 品 Design : 樋口 治

4 肱 掛 椅 子

制調l で 材

ポデ A 成守l合担; ，ブオーム ラパ一入 《

j¥Ij子'Jl l 純 ℃ テ レ ン プ，手 鍋 捺 決

;j; / レ メ ダ イ ン 牛 皮 模 様

肱のつな ，'f 本 件 皮

V  肱掛椅子と卓子

主村 腕吊i (t 柴村， 辛子の天#'i l :t.楠

生。j;: j 干のlli お よ び '/i は成l ! ' l

合切にフオームラパ一入

約 ｔＧｊｊ ｾ Ｚ J ， U 色 タ ッ フ ス

布，j T の Bt J の 鞍 j A 腕 当 は 桜 材



1  9  5  7 年

飾 棚 V

展

治

同

口

n

沼

山

a

4

8

1

 

m

 

r

n

 

a

o

b

 

E

h

H

p

a

 

c

h

 

e

 

b

品

川

ー

作

・

h

H

B

C

品

h

出

，. 

安 楽 椅 子 砂

主 材 。梨 材

筒 子 ' * 純 毛 テ レ ン プ，李描捺! l . ¥

ホ ル ス タ イ ン 牛 皮 波 線

尚子の成型は合僚による

主 材 ボディの四j司はホ γ デュラヌ

マ ホ ガ ニ 材. ! ! l J は栗材

両J)j I l t 浮出木匁依，材料は 7' / : ; ェア ，

j ープル. ワオーノレナット ，

ケパ ν ンゴ， チトラ，キト，ゼ

ブラ Ｎ ｾｻ柿など

中央J ) j I は桧材ラインボート

23 



可a

安楽 子

市 回 株 式 会 社 京 都 支 底 特 別 応 嬢 室 に 配 置

椅

i庄スプ 3 ングを使用 ， 内部 ホームラバ一入

上張 りと し裂地は住興) 5 ' ライングレイ iinり，

上部にク ッジョンを設け鈎剖iは金属製ホワイ

トブロンズ鍍金とし軽〈支え軽快な IHlt!型と桝

心地のよいことに主眼を置 き安楽情子 として

の目 的に台致するよう汚案 L た 。

段肘 小 河 建 築 股 計 事 務 所

製 作 三 越 大 阪 支 底

一一 」 ー - + - - - - 1  ' 0ー |  

24 



，、

長 キ奇 子

釘日 相月

結泊トた室内の色調の中に経t I < さを1111;;:' ，

またモダンであってもよくなト。その室にと

け込む家具でなくてはならなトなは充分に号

慮 L 飾棚と L ての目的を果した。

主材はすクラ事正ヰ、人正面左右口市はゼ ブラ

ヲッドネ日 付， クリ ヤ ラフカー f上上， 'i '火問;

5 係l曾硝子，左右への引戸内部グ ν ー色ラ ッ

カー塗り。

市 因 縁 式 会 社 京 都 支 底 特 別 応 後 室 に 配 置 段計 小 河 建 築 段 計 事 務 所

製作 三 越 大 阪 支 庖

市 田 株 式 会 社 京 都 支 底 特 別 応 綾 室 に 配 置 股計 小 河 建 築 綾 計 事 務 所

製作 三 越 大 阪 支 庖

25 
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2  

3  

1. 食 卓

2. 小 椅 子

3. 茶 テ ー プ ノ レ

4. 肱 鉛 筒 子

多

間

入

ス

捌

兵

ン

崎

市

山

市

山

タ

主

主

F

F

 

食

日

開

時

E

3

疋

パ

w

d

u

ヲ

'

a

u

q  長 筒子 l在

デーベット

10. デ ス ク

Ｑ ＱＮ 下 駄箱 ｉ ｾ 札套 掛

用 内
室 の 室

中村建築研究所 中 付 登
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実験伎をとして試作したもので， 各人の偶3 K をl詰小限にとり ，浴室と (JI!所を一室に

した他は. 20li' の面積中 11坪を l 宝とじて. J . - j fJ 宝と L て計画した( 在の平面図参照)

多用室11. 食堂. 1Jl1i.i .  JJl nlJ . 応接. . ' l 斉，玄関，勝下ロ ，洗淑宝， 主婦宝の10の日

的をもっており ，各作官は家具によって分離されており ， 家具配凶図の示すごとく ，

基本的に Ｔ つの 配置方訟をもっている。その 他 に多数来客があるとｾ Ｎ h ーテーを聞

くとき . J- 1kが製図を白くとき ，等々の特別の利用心折々 lこ， 変化 L て利用する。家

具は使用口 f内々に平面区制に利用し ，本箱. l I 1 ' 理タンスの汁面は， デーベットの符当

が，取付は自 UJ で . -; 7  7 ーとしても利用できる。T ーベジトは， 来客用ベ/ f にも

利用し ，またタタミI - i ' のようにも利用する。多用室用ヌ貝は， 実用家具なので， ラワ

ン付を利用する と，全部で12万円でできる。将来1 I i 販品となれば，半額ほどとなると

思うが， 多用主の利用が一般家庭に用トられるようにならないと無理でしょう e 多用

室l主開放的な生活態度の人でなL 、と利用で主なL 、。 円本の住宅はまだまだ閉鎖的であ

るので，見学するとよいと言うが，実際に利用されるのは， 今の完札、人々が家を作る

ときヵ‘ らであろう。
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流 行 の 効 用

ノレーパーが大いに流行した 。

l 射の防止や，昼光の調整の要求が，急』乙高ま ったか

らではない。どんなノレーパ ーを作ればよし〉かという問題

が，政近になって ，やっと解決したからというわけでも

ない。

流行で、ある 。

役 lζ 立 っていないものや，かえ って室内をう っとうし

くしたものなどがあ っても ，やむを得ない。

すで l ζ 1，共く思われ，下火にな っているのも ，流行で

ある以上は当然の運命である 。

だが，単なる流行が動隊であるにしても ，球続講主主を

看板にしたものが，麗々しく建物の外I(日に押し出された

とと ，乙のようにして， 一度手lζ 入れた技術は ，必要な

場合には . Jt! (A印乙伎のれるだろうという乙とは，流行の

大きな効HJ である 。 ( MT )

都 会 の 暴 力

大阪が先鞭をつけた騒音防止運動は，一比、大いに成功

している 。 クラク ν ョンの音がすると，は っと気づくよ

うlζ なったから， ζ れでこそクラク ν ョンの効果も発揮

されるわけだ。ォーートパイやスクーターの排気音の制限

も，早く徹底してもらいた l' O さらに J'( 伝 1'1動車のスピ

ーカーの音. ! 燐りのラジオ lζ ピアノの苛も，制限するよ

うに運動すべきだ。

ガードナーの探偵小説に . 近所の犬が法吠えするとい

う作訴を発端にしたのがある 。またアパートでは ，カナ

Dヤやおうむのような烏を飼 ってはいけないことにな っ

ているらしい o . 隣りの家で皮遅くまでダンスなど してい

ると ，答祭』ζ 訴える話は ，たえず出てくる 叫どんな美し

い音業でも. [日lきたくないときに! U l かされるのは，暴力

にあうのと同じだ。

それと同じような暴力がもう 一つ ある 。それは，部会

はもちろん，汽車の沿線にまでのさば っている広告だ。

大きな広告をするから，その隣りも負けないように大き

な広f与を出す。音響のマス キング} : l ! . " 長と同じである 。広

告も騒音と |日l胤制限するように巡到したい。 ( SH)

建 築 の 性 能 表

建物が新築されて聞もないあいだは ，その建物の写真

設計図，計算書の類は大切に保存 される 。 しかしときが

経って 10年15年となると設計図はど乙に入れ忘れたの

か，計算書はど ζ へや ってしま ったのかトシト判らない

場合が多い。

乙の11寺分になると建物の模様替が計画される 。墜に孔

を附けたり屋上に増築したりする類いである 。既存の建

物の性状が設計図沓類の行方不明によ って，さっぱりつ

かめない。仕方がなく半ば盲滅法的に絞線替工事をや っ

てしまうという例は果してないだろうか。

そこで提案したいのは ，住や裟K 設計11寺の[ I 'T圧力P や

1J11け' モーメント M の値を書き入れた金属板を . 11艮で見ら

れるところに工:t JJr!qζ 装てんする ζ とである 。小さいモ

ートルでも . また fr車でも全部にとい っていい伎に件. 能

表が金属プレート lζ 書き ζ まれている 。建築物のような

大きいものに，しかも人命と財産を保護するというもの

にこの際性能 プレートをつけてはどうか。校総長生工事を

するときに大いに助かる乙とであろう 。 ( BK)

' ::" L，・

6足

. 6.  

I:::l 

一般市場阪メ; 品の場介の ような， 見込生産においては

互に 1illi 絡協定もできるし . また，単11日iの安定を阿るため

に生産過剰品の買取機関を設けることを認められてもい

る ￬ ｬＺ文生花 ｦ こる ｪ ｬＱＭｾｾの指名競争入札では Ｎ 乙れができ

ない

そこで， いわゆる 11[1き 介いによって，互に l血みどろに

なることを避けるため ，また，工事単Ulli が逐次低下して

いくことを防ぐために ，いわば，自己防衛上，機会j勾てす

を宗として入札前に淡し fTい，適正な u町村4で子高札するこ

とが，ときに，おこな われているようである 告の淡介

とは，よほど呉る

しかし . いくら 芦む! こす色 しでも . 1' 1己防衛|二てーも . 入

札前 lζ 談し介うことは， 号車争入札の芭: 援を失うし，法的

{乙は . 1虫fLt 法に作るものであり，不正である

施主にと って，; 及f今が，不愉快阪まる乙とは ，請負人

にと って， 続争入札の、円て烏にされることが. j11:l ζ も地

えi ! Hし3 のと，全く! 日l じでめる 。

談合 も ， その ｾ ｬ ｩ ぶ問題 ｬζｪ 独れない限り ， 絶滅は ｊ ｾｈ 今し

嫌いのではなかろうか。 (TM)

"  
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一建築家・室内意匠家・美術家の三者の考え方をめぐって一

• 
塚本 木誌の室内デザインの特集にあたり建築家，室内

デザイサー，美術家の )J l々ζ お集り闘って，乙の会を始

めたいと思し、ます。

司会は笹川さんにお願いいたします。

室内意匠家のデザインの心構え

笹川 ?一口K 室内意匠といっても建築家，室内怒匠家，

美術家と 3 つのデザインする立場がありますが，その各

々の立場から) J 見を出していただいてその考え方の相迭

を検討しあってmきたいと思います。

普通器用な建築家は室内意匠はやってしまう が， 室内

23匠家とはっき り手分けしてデザインする乙ともあ りま

す。さらにそ乙に美術家が参加しそ乙に一口したデザイ

ンを 11' ，そうとするしまた調度品等については工芸家を

も合めてデザインされる ζ ともあります。

ヨト; 口はそのよう な各々の立場から各々の; 立見を Il¥して

頂き，各立場からの考え方を理解し合うと乙ろまで持 っ

て行きたいと思います。

まず室内ｦｉｾ匠をする時のデ ザ インの心桃えについ て 岡

村さんあたりから一一

岡村 荘、の場作会社の飢餓上，プランを与えられて! i 4 t 1 ' r :

からデザインする場令と ，室内仕上は既IL決っ ていてそ

の中のものだけデザインする場令とがあるが， 後者の方

が室長いのです。やっ て いる ｻ￼ ＮｮＺが ｾｉ 活に密接に結び つ い

ているので，施主の気持になり切ってイ士事をする乙と が

心桃えといえばいえるでしょう ね。

笹川 建築家が術IJJ 善立をしてそのわく内で: tt匠するのは

不満ではないですか。

岡村 不満ですが会社の機構ですからね。

笹川 それではその機椛を検討して下さし、。

岡村 建築のアウトラインが出来たと乙ろでもう少し私

達の干渉の湯を汗されてほしい。

岡橋 私のととろでは建築家が大部分をデザ、インしま す

が，室内; 立に匠家と相決して務おくと ζ ろlζ 務おいている

ようです。

笹川 アメ リカでは住宅29 ショウノレームを造り， ill 築家

がそれを選択するという行き方をとっ ていますが， そう

なると建築家と室内な匠家の喰込み方が問題に な ってき

ますね。村尾さんのと乙ろでは ?

村尾 私の方で‘はＡｾ ｉｪ 約される場合とそうで な い 場 合 が あ

りますが，まあ，まかせてもらっ ていますね。

岩本 室内) J 匠家は建築家が室内意匠までやっ てしまう

のをどう思いますか。

村尾 室内から外まで口111 ししようとするデザ インも ，

建築家が室内までひっとらえてデザイ ンしようとする場

合もともに否定出来ない。

とにかくお立がしっか りした思想をもっ て対決を した

ならば，案外 l師I Iいものができるのではないですか。

そのような機会を JUJ街しでもいます。

岩本 アメ リカの場合はどう なんですか .... .。小川 さん

小川 アメ リカ の場合はm築家がプランを作 り，その空

間のー用途を指示して後をまかせるのが迎例です。

しかし動くものだけをデザインする乙ともあり，いろ

いろですネ。私のと乙ろでは セット され るものは大抵述

築家が決めてあとは村尾君にまかせていますネ。

笹川 結局最初のデザインの JI割ζ 両者がどのように折合

って行くかという乙とです ネ。

樋口さんの所ではどう解釈しておら れますか。

樋口 室内ff; 凶! というものは姥築，工業デザ イン などと

オーバーラップしているが，til築という場K しぼった場

合それはインテ リアデザインというよ りもファニテ ュア

デザ インと表題を変えた方が話しやすいかも しれない。

船内( ! ，車' 隔の場合ですと ，窓匠家と技術家との立場が

はっきりしていて，意匠をまかせられるが，建築の場合

だとそれが混同もし，また密接に関連性を持つ乙とがあ

る。

31 



いづれにせよ理論づける ζ とは難かしい乙とで，それ

よりもまず各々が之派な仕事をし て行けばよいのでは な

いでしょうか。

彫刻家・画家のデザインに対する考え方

笹川 それでは方向を変えて絵画，彫刻家の立場からみ

てどうですか。

植木 建築家と室内芯匠家は街接でもあるようだしめｾ縁

でもあるようですネ。彫刻の場合，出来てしまった空間

の埋合せでなく，最初か らの計画であ ってほしい。

建築家は彫刻や壁而のレリーフ等を最初からよく知っ

て計画している かどうか非常に疑問に思います ネ。

笹川 建築家の設計過程で絵画，彫刻を怒匠に取入れる

場合，いつ美術家と打合せするかという時期の問題があ

りますネ。

とかく建築家は 1'1分逮の俗11或だけで解決しようとする

傾向が多分にありますネ。そ ういう点は絵図のjお代には

とくに多いと思し、ますネ。

積木 ありますネ。重要な乙とは彫刻家がill 筑というも

のをよく理解していない。 その点首は彫刻，絵四，建築

がよく mix して空間を作っていたが，現在では各分野

が分立し絵画，彫刻，建築の各々の個性が強 くなり過ぎ

相入れなくなった。

彫刻家がもっと全体の空間を認識したときに初めて建

築の中に統一的な力が生れるのではないかと考えていま

す。

中村 昔は構築する場合，建築，彫刻も絵画も総合され

て一つの芸術空間を作っ ていたが，現在は各々が分化さ

室 内 デ ザ イ ン に 関 す る 座 談 会

と き 昭和33年 7 月29 日( 火)

ところ 近 級 建 築 会 館

出席者 (11Ji' i不同 ・敬称略)
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建 築 家 小 川 正 ( K K竹中工島広)

司 会

室内な匠家

( 家具関係)

美 術 家

間続作太郎( 日m投計工i ' l 5K K)

ニ1主 義夫( 双星組竹腰m築部局所)

笹川 季男( 大成感激K K大阪支脂)

足立 孝 ( 阪大工学部川築工学科)

岩 木 博 行 ( K K竹中工Z拙 )

塚本 猛次( 日正E ・編集餐只長)

樋口 治伯尚昆大阪支庖)

村尾 栄 ( K K竹中工f 6庖)

岡村 実 ( 日建設計工務K K)

斎藤 間郎( 内外木材工業K K )

柏木 茂 { 彫刻家)

ｉｾｊ ，ｦす 1'r ( モダンアート}

れ独門の空間ぞ提示するようになったんですね。建築が

デザインされる場合，建築家は価値のある空聞にとら. p

れ過ぎて，結局味気ない箱になってしまう傾向があるよ

うに思えます。

その味気なさをどうしてゆたかな雰閤気に民すかとい

う点でも乙のような会は重要な乙とでしょう 。

笹川 ちょっとよそ道にそれますが， ! : t . 活と芸術という

而で古い白木のill 築の中に美術が:i l l : ' i f.な役'Mを果し， ま

t.-，それが非常 l ζ 7 ッチして建築の一郎になりきってい

fこ。

例えば挟絵のような場合，純粋芸術がII 築の一部にと

り入れられでもその作者の芸術的立場を低めるという窓

識はなかったようだが，今の芸術家として乙の点どう解

釈 されますか。

中村 私なんか，インテリア ‘ デザインはよくやります

が，荘、がすると絵というものが必ｾＺ・ で な く な る。それは

色ど られた空間 としてむしろ彫刻的安来を初びてくる。

乙ういう ζ とは大半の芸術家は反対でしょうが，古い 11

木の建築では庇闘，灯飽等の彫刻的な中 lことけあ う室内

は視1' t 対応としての有機的なつながりがあった。

R l l 築における装飾性は色どられ，味つけとして口本人

としてのけつべき性からいやがられるが，そのくせ生の

ものに味つけをする乙とを忘れているようだ。彫刻家と

しても叉画家としてもインテリア ・デザイナーとしてで

はなく，純粋な立場で協力できる紛があるでしょう。建

築の味気なさにファンタジックな内面のレイアウトをす

るという乙とも. 乙の会の重要なテーマではないでしょ

うか。

岩本 日木の主tt 築は非常lζ 彫刻的なんですネ。

柾Eや竿縁天井や， I母子のi伎が彫刻的におかれていて，

家具がなくても美しくなっている。と乙ろが西洋的なも

のだとプランクの六面体がつくられているから，中村さ

んや船木さん達が，アバレル場所が沢山あ るはずですが

ネ。

岡村 日本の古建築の場合それは構成から出て来たもの

で，中村さん，椎i木さんにアパレ J レ場所を与える乙と は

アソピ K なるんじゃないですか。

彦谷 室内窓匠というものが間組になるのは，建築がス

ケル トンの問題lζ な って fi x されないもの，撰択の自由

なものはコンテンポラ リー に考えていいのではないかと

いう乙とにあるのではないですか。

結局インテリア ・デザイナーと建築家とは対決するも

のではなく相互の立場lζ 立って総合されるべきである。

笹川 製するにブロイヤーがいう調和と対すというと乙

ろに 問題があるようてーすネ。近代の日本の正tt 築家の反千?

を必要とすると乙ろかも知れませんね。

斎藤 乙のｾりで緬口さんほどファニテュア ・ デザイン

とはっきり割切らなくてもよいと思い ます。日本の生活

‘  
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械式が外国と異っているために，室内意匠家という独立

した分野が，t f ! ，められにくい。フランスあたりのアパート

で，アバルト 7 ンムーブレ( 家只付アパート) と単なる

アパル卜 7 ン( 家具なし) で家具なしの場合は各借りる

人が，室内怠E区王2家反』κE その De氏c∞0 を依頼するよう lκζ 外国の

住1，'川t

はそれなりの視野野，があつてしかるベきでで. ，建築家と総合

的な関係があると思う 。最近の とくに所剥ヒソレテ' ィ ング

( 貸事務所のためのビール) の: I 1IJ 約されで部屋をデザイン

する度lζ 気がつくのですが，非常に家具配置のしに くい

部屋が多いのではないですか。例えば，，f J を外lζ ! p，さな

い建物では中の柱が じゃまに なって家具の配置がし難い

が，あれは用途を考えた上か，あるいは外観だけから来

ているのですか。

岩本 両方からです。: 容と本l の聞は縁。IIJ と考えればよい

のです。

此のない建物はｾ際には窓際からい くらか逃げて 机を

配置するのが本当です。日 JI.nや:;1: 1援の関係で窓際はよく

ない。そ乙は逃げるべきです。

斎藤 使う側からすれば勿体ないような気もしますネ。

岡橋 それは幻が内にあると考えずに墜がさらに外l乙出

たと考えればf与をしたような気になれるのではないでし

ょうか。

二宮 正112おはし、ろいろな用途によって表現の仕方があり

ますから，一概にいえませんネ。

小川 さっき中村さんがいわれた岳会ぶ、全白とは何で、

すか ?

fl、，恩う lζ 建築家はプロデューサー，音楽でいえばコ

ンダクターのようなもので，常に調和をはかるよう努力

しているので聞が抜けたから彫刻を入れようなどとは決

して思いませんネ。

レリーフで成功した例があってよいのだが 1 つも成

功していないというと乙ろ K 原因があると思うのです。

口木の画家や彫刻家が建築 lζ 参加したのがどく最近の ζ

とで，9 ] 築家との聞に l時間] 的なずれがあるのではないで

しょう か。も し，彫刻家や画家が統一ある空間をまとめ

ていただけるならば，いつでも安心しておまかせしたい

空間が多々あるのです。

績木 たしかlζ 現在の彫刻家は JljJ 治時代の遺物で，アト

リエ的で，空間量を知 らず，まして主t築的空間も知らな

い。だからそのような彫刻を建築に合わせようとするの

が1 I I t 酒! な話で，建築家はアートディレクターとして，強

力な力でグンとくるようなものを造って くれれば全体が

それにつられてよくなると思うのだが一一。

小川 彫刻をとり入れる場合それの打合せする機会すら

今のと乙ろないような状態で，建築家と彫刻家が，一心

同休となってもっと話会わなければいけないと思う。丹

下氏と岡本氏の場合のように。

植木 あの羽合は，両省共lζ 独差ーl内lι 対立しているので

I町内いが，途中で妥協したのでは而 1' 1さがない。

小川 あの場介は危険だと思います品。

植木 もちろん，佼もいやらしいと思います。

岩本 伐はいやらしいとは思いませんね。

小川 結局主t築家と彫刻家，画家とが話令う it ; } をもっと

持つべ きですね。芸術にもっ て行 くプロセスが悪いので

すね。

純粋美術とデザイン・色彩

笹川 純粋美術と，装飾美術との限界をはっきりしなけ

ればいけないと思うが，その点 ICついて美術家としてど

のよう K 解釈していますか。

中村 物それi ' l 体の芸術性の問題と，建築という空| 詰! と

の調和つまり空間王理念の調和ということが問題だと思い

ます。いづれの場合でも，空間理念としての共通性を持

っている場合はうまく行くと思うのです。

笹川 正. t 築家の絵画，彫刻の撰択が鍵になりますね。お

たがいがもっと理解し合ってほしいものです。

中村 m築の色彩についても，何かブレーキになるもの

があって，充分な表現ができない乙とが，芸術的な面で

弱点lζ なっているんではないか。もっと思いきった個人

の主張を打11' ，してほしいものですね。

二宮 口本の建築家は，色彩感K 貧しいというのは素材

をそのまま使い，西洋のようにペンキを使い1 1 ¥したのは

明治以後の乙とで，歴史が浅いからなんです。

岡橋 色彩感覚に乏しいのは，日本の瓦が黒いという乙

とも原因しているし，また臼木人の教主主は外国から印刷

物となって入って来るので，印刷の大郎分が白黒だとい

うζ とにも原因しているのではないでしょうか。

岩本 柏木さん，あなたは一つの索材で形を造ります

が，色』ζ 対してはどうですか ?

樋木 色は汗! いませんが，色K 対しては敏感です。色を

用いずに色をt I ' ，すのです。

岩本 建築も色を佼わなくても，形で色をＡｾじさせるん

です。

笹川 日本の建築で色が少ないのは，過去の生活の中で

色のljjlJ 約があって，非-w; ，ι 遠慮して使ってきたからでは

ないでしょう か。

色彩心理について詳しい足立さん，いかがですか。

足立 中村さんの仰ってる怠味は判り ます。

色は難しいので一概にはいえませんが，室内に限定し

ますと，建築は舞台装置の背景のようなものであって，

ある程度色を殺して小道具や俳優をひきたてるようにす

るのが一応越本ではないかと私なり に考えています。そ

れに背呆がすぐに取換えられるものでなく，淡じられる

ものもちがってくる場合が少くないので，能舞台のそれ

のように中性的な融通性のあるものがのぞまれるわけで
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す。乙乙のと乙ろが，その態度が自分ＱＧ Ｍ Ｑ 身 を押 ｉｬｾ す他の

美術と一寸巡う点だと思います。誤解され易いいい方で

すが。

樋口 建築家はコンダクターであるとともに，ある程度

ファニチュアの乙とも知ってもらいたい。

今の建築家は，芯匠だけにとらわれすぎている点が多

く，材料や家具等の寸司法を知らな過ぎるように思う 。

足立 建築家は L、ろんな乙とを知らねばならぬ。 しかし

すべての専門家にはなれないから，必ｾＺな乙とだけを知

れとグ ィ卜 ｊ レグィウスがいってますが，必ｾ・な乙とがド

ン ドン ふえて，そ¢純l l I I が難しいですね。ともかく，建

築家の知らねばな らぬ ζ とが多すぎます。小川さんの仰

ったように建築家は映画の監督みたいなもんで，空間の

性絡をきめて，後はインテ リアデザイナーにやってもら

ってまとめるという線はn¥せるでしょう 。 そうなるよう

lζ インテリアデザイナーも努力していただいたら結構で

すね。

家具と建築 とのモデュロール

笹川 室内 ;0; !Ktζ は主主的i性とまた機能性とがあって，色

だとか形が市内いだけでなく，機能的なも のの方が良い

場作すらあると思います。家貝ーっとりあげても形が芯

匠的lζ 恐々ありますが，モデュ - ) レの問j也もからんでく

ると思うのですが，その点村尾さんいかがですか。

村尾 モデュ- ) レめ問j凶で，スパン決定の隙にテーフツレ

アレンヂ. を考l却乙入れて決定してほしい。建築家はまず
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モデューノレの問j泌を検討し，われわれインテリアデザイ

ナーとの打合せもしていただきたいと思う。

照明の問題lζ しでも ，はっきりした使用目的があるに

もかかわらず，その配: yIJ でさえ天井の目地訓りからき て

いるというのは，おかしなことだと思うのです。

笹川 室内構成の時，ど乙まで/ J : ! 亙を必要とするかとい

う忠信: の限界があると思います。それが建築的機能性を

発僻するためにわれわれに一番大切な乙とだと思うので

す。

村尾 人 IMJの指一本からデザインは始まるべきものでは

ないでしょうか。

話はそれますが，柱が外観 上 ではなく，必ｾＺな空間と

いうのが決定的なある; 立| ヨのもとに出されているかと- う

か 疑問に思うのですが 。ｾ築家の立与 ｊ からのぷ見はどう

ですか。

岩本 あれは使わない空間として建築家は考えているけ

れども，インテリアデザイナーの方で勝手に配列し てい

るんですよ。

岡橋 スパンの決定というのは，もっと大き な立窃か ら

さめてゆ くべきで しょうね。

村尾 経済上，桃築上の問題もあろうが，内部からのモ

デュ- ) レがあればさらに経済的になるのではないか。

岡橋 敷地だと かも っと宝大な要素から決定されること

が多いようです。

村尾 治て るべき空間を造っておくのですか Y

岡橋 拾てる空間ではな くて何かに使われる空間，もし

、.
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それがむだになっ てい るのならテクニック自体が悪いの

ではな く，テクニックの使いブJ がまずいのでしょう。

岩本 あれn体をせめるべきではないと思う。

小川 建築の柱筈IJはまったく白山であるが，そ乙にはい

ろいろの条件がからまっていて，それにもっとも能率的

に，経済的な空間を造るのが建築だとすれば，もっとも

使用目的にかなった空間を与えたら ，あとはイン ナーデ

ザイナーがデザインすればよいのですが，家具がときど

き空間を把j! i i せずに作られる，あれはー休どういうわけ

ですか。

岡橋 多少具合の惑い乙とがあっ ても， jffi すべき筋は通

すというれ聞の決定をすべきではないかと恩いますね。

人休の内臓はシム メトリーではないけれども背1Hよシム

メトリー になっています。相¥l ，f> R でさえ乙ういう乙とをさ

れるのです。 一一一笑

彫 刻 絵 画 と ス ケ ー ル

笹川 室内に必要以上に大きな家具を入れる乙ともある

が， 彫刻，絵画でもスケ ールアウ トの ものもあるが，そ

れらの尺度について， 植木さんし、かがですか。

篠木 それは純粋と装飾という乙とについての場のj J j ; い

で空間的 K ちがっているのです。

彫刻を室内 lζ 置くのは，室内空間を広く見せるために

置くべきで，装飾として置くべきでないと思う。彫刻と

いうものは，発散性のある物体で，それ自体よりも外部

1[. より大きな広い空間を要求するものなのです。したが

って彫刻家自身がその乙とを考えて全体を知った上であ

る寸法をＧ ， ｉ ［ｾ ｊ り ＯＱ｜ すべきだと思いますねェ 。

笹川 彫刻を装飾として置くべきでないというのは，ど

ういうと ζ ろから来ているのですか。

植木 今の彫刻1;1:単なる置物です。絵でも従来のガクに

入った絵では現代の建築に合わないと思 うのです。絵な

らばガタを 11'，て壁と して解釈す る。彫刻な ら柱として解

釈すべ きだと思うのです。

置物として装飾するのなら使われる置物を使って欲し

いのです。私はイスは座れる彫刻，机l土物を置く彫刻と

いうように解釈しております。

岩本 純粋の物にはｾ味がないのですか。

植木 私は純粋という物には全然魅力はないし，またや

ろうとも思いません。事実，現代の絵画，彫刻において

は上ベのモダンはあっても J ' J ; の意味のモダンはない。昔

の物の中の方がモダンな物が多い。

岩本 室内の淋しい空聞に対して彫刻を置いてくれとい

われた場合，あなたはきたならしいといわれるがどうし

てですか。

植木 それは建築家の失敗で，空間は計算されて造 られ

るべきですよ。そ乙 Iζ 彫刻を置いても物語りすぎますね

コニ 。

岩本 ｾ ｴ 築 家がセレクトして そ れを置 い ても合う切合も

ありますよ。

中村 彫刻は置かれ，絵は掛け られる目的はあります

が，それがど乙 lζ 置かれ，ど乙 |ζ 掛け られるべきだとい
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う乙とはない。したがってアウトスケールだ，調和して

いるというのはそういう ζ ともありますねェ。

彦谷 正t 築家が絵や彫刻を応策の| 相乙総令する場合，あ

くまで一つの素材として考えるわけで，純粋芸術はそれ

! ' I 休の目的で，それを方法として考えるわれわれの立場

と多少巡うのではないでしょうか。む しろ乙れは建築家

にセレクションの自由があるかどうかの|問題である。

また家具の問題にしても，家具自体いい物が作られて

それをセレクトしてインテリアをまとめる方が本当じゃ

ないかと思う。建築というものはt]: 文生vrl. です。しかし

彫刻，絵画，家具はそうじゃない。それを注文生産の過程

で作ろうとすると乙ろにあやまちがあると思うのです。

小川 モデュ ールの問題にしても，現在までは建築が先

にあって. その後で家具のモデュ- ) レが決定していく

のだが，インテリアの方で厳然たるグッドデザインを作

り，そのユニットを決定するならば，そのモデューノレか

ら室内空間のモデ ュー J レが決ってくると思う。

日木においては特製が簡単に作れる所に問題があ ると

思う。

樋口 家具はつい 5 年程古iJまでは工業デザインの中にあ

った。今後は，グ y ドデザインの品産という乙とを目標

!とそ のようになっていくの じゃないかと思いますねェ。

意 匠 と 設 備 ・ 照 明

笹川 23匠の限界について考えてみますと，今までの絵

画，彫刻ばかりでなく，照明およびその効果，音響も室

内構成のｾｾ震になってくると思うのですが。

中村 繁雑なー| 世界になって心理的』ζ も獲理されるべき今

日，彫刻としての照明器具，絵画としての照明の色とい

うような乙とを考えると而 Il ( ，、のじゃないかと思うので

すが。

笹川 照明の問題になりますと，能率オンリーの照度と

装飾的な照度という乙とがありますね。

足立 以前までは照度を上げる一方でしたが，長近は対

比効果を考えれば照度をあげる必要はないという乙とに

なっていますね。

二宮 照度を上げているのはコ 7 ーシャルな建物に多い

と思うのですが。

小川 EE築はいろいろと用途を持 ってい るので，一概に

はいえませんね。住宅にも一様に後光灯をつけているの

はおかしいと思いますねェ。むしろ (1熱灯の方がよい室

が沢山ある。

足立 ただ，明るい感じだけで光と影のニューアンスが

失われているからでしょう 。影のとりかたで，心理的な

墜をもっくり fごせるのですが，乙の頃のl I iJ い喫茶応は心

理的な壁の一つの利用例です。

小川 それとともに人閥解放感一一イージィな気持にな

るのはほのぐらい所ですねェ。また原始にもどるという
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気持をもたせる松明の炎の火の色の美しさですねェ。

足立 〆ンロの火は炎の変化があって退臥しないし，悦

似を集中さすことでいろんな考えを誘い出す。背後の陥

さが他を顧慮する乙とを忘れさせ安定を与えますしね。

岡矯 1I {1 くした出足でテ ーフツレ勾 l乙一つ一つあかりがつ

いている場合，その各々が一つ一つの !日 界を作っている

ような心3! J l 的な似j きがありますね。

足立 百貨庖の食掌にしても，はじめはμ 中のテーフツレ

がふさがらない。それが人が多くなっていくつかの人の

控が出来ると不安定でな くなって くる。 空間がいろんな

条件で分化してゆくのです。

岩本 光と問機1(. 音についてもカベが II't来 る。反響の多

いビヤホール等は隣のテーブ J レまで話の内界が Itll えな

い。だから，ビー J レをのんで‘ 大いにいいたい乙とがいえ

る。吸音的なビヤホーノレは決してはやるものではない。

あれは反響さす乙とによっ てテーフ勺レ悶に墜を作っ てい

るのです。

足立 スタヂオのように吸音材をはりつめたシーンとし

た部屋では，実際よりも広 く感じる。乙れは生理学的な

ものとデザインとの述繁の一つの例ですね。

材 料 の 生 命 と デ ザ イ ン

一一 プ ラ ス 人 間 一一

岩本 語は変りますが，アクロポリスの柱のくぼみは，

あの丘が目まいのする程明るいので，ｾを作ってグンワ

クを防どうとするのでしょうね ェ。

植木 彫刻l的1(.1ドしますと ，ムアのえぐった彫刻と同様

で，1I ¥tこと乙ろを逆にひっ乙めて太陽の強烈な光線で，

かえっ てそれが11' ，て くる乙とをねらったのでしょう。

小川 それに白い大理石 lζ 色を! 必じさせるのはあの下で

すよ。

岡橋 それはそうと，ギ リシャの彫刻lに強烈な色をつけ

ているが，はげて来た今日もそれがまた美しいのはどう

いうわけでしょう。

植木 口木の飛鳥H寺代の古建築についてもいえる乙とで

しょう。

中村 別のならKで，古びたものだから価値があるという

ように，見1Iの芸術価値に転換して考えている乙ともある

のですね。

岡村 そうすると時代性という乙とを考えてデザ インし

ないといけないも のですか。 日銀の銅板のロク ショ ウの

ように。

岩本 そういう ζ とを忘れるデザインはいけないです

ね。古くなった ｉｉｊｦ 良くなっていくという ｡ ｬＮ ｾ Ｍ［ｃを入れてお

かなし、 と。

岡村 そう なるとその当肢に色彩がどうこうという建築

の批判は出来ないわけですねェ。

小川 そζ が， m築デザイナ ーとインナーデザイナーと



のちがいでしょうねェ 。材料のライフという乙とを考え

てやるのは外部に接する建築の方が大変ですからね。

岡村 家具の場代でもそういう乙とはありますよ。

月日が経ってから本来の色彩を発揮するような，例え

ばうるしとか一部の木材料および布地がありますね。も

ちろん設計のときは照明が内熱灯か蛍光灯か訊してから

設計にかかります。

二宮 外壁の石についても雨の場合の乙とも考えて漏ら

してやっていますね。

足立 口木人は， きれいごと は;1' ，来 るのですが，迫力が

も一つですね。

中村 ゴッツイといった感じですね。計算された怪快さ

というもので育てられ，合理的なものを追求していくと

どうしてもそういうように な らざるを Ｑｾ な い。

白木人は器用だからきちんといった乙とが良いように

恩っているが，そうじゃな くて何か砂ーの脊まれる余絡の

ある空間が望ましいですね。

笹川 一つのファニチュアにし ても，それをいかに効果

的IC tI'，すかという乙とについて，もっとも効果的な照明

方法があると思うのですが，どうでしょうね。

小川 しかしファニチュアはそれぞれ使用目的のあるも

のですから，それに照明を当ててどうの ζ うのという乙

とはないと思Lうな 7 0

笹川 ファユチュアーが乙しかけるだけのものだったら

美しい布などはる必要はな くなる。

それだけに美し く見せる効果的照明法はあると思う 。

小川 そりゃ雌かに空の時も人間が入った 11寺も美しくあ

る乙とは必要ですがね。

彦谷 本来の目的をはなれて何か家具を見て効果がある

とか， }jl Jのg 味で先程話のあった古びた寺のj主狼が美し

いとか，乙れらは:む識しているでしょうか。な殺するの

は見る人が意識するのじゃないですか。最初からそうい

う乙とをするのは少々パロックじゃ なし、ですか。

古びた寺の屋;恨が美しくなるのは，予測しないもので

ζ れは建築ではな く自然です。したがって私は自然の美

しさと怠識した美しさは分けるべきだと思いますね。

作るという以上は作られた時が怠識の問題で，美しい

か美しく ないかというのは批評の乙とで，作る者は作 っ

た1時生きなければなりませんね。

岡橋 しかし，当然予測する乙ともあるのじゃないです

か。

彦谷 そりゃそういうものもあります。

小川 室内は人聞が生活するため作ったカラで，空虚で

あるという乙とは間巡いだ。それは単に展示物であり ，

デパートのディスプレイにすぎない。 日本のill 築雑誌は

人を除いて写す。外国の雑誌にはそれ相当の人閣をいれ

ている。

岩本 そう ，侠われている，動いているものの中のグザ

インですね。

笹川 室内総成については，人間性 とかいう乙とは別と

して，凡た瞬間か ら美し いものでなし‘ といけない という

乙とは事実だと思います。部屋lζ 入った l時の雰Il.Ii 気とい

うものは，音とか光とかで効果的にすべき乙とだと思い

ます。

小川 そのとおりですが，それだけではだめでそれプラ

ス人間だといいたいのです。色をきめる場合でも ，その

デスクにwる人がし、かなる色をもって来るかわから ない

ので，色彩決定 ｬ ζ 際し Ｎ その組合 せに なる色調を ，Ｑｾｩｽ［ 心し

て決めているのです 。建築 の ｮｾ 聞だけで ζ れで充分だと

いう色彩まで決定する必ｾーはないのじゃないか。人 ｭｊ と

いう色彩をもった点去が入るのだから。

足立 デザインされきった室lζ 入ると，きゅう くつでや

りきれない。建築的じゃな くて工芸的作品だとよくいわ

れるものですが。そうなる気持は判りますが，本当の建

築家なら， どζ かのんびりしたと乙ろを計算していると

思いますね。

植木 7 γ 茶ちゃわんの美がそれですよ。日本の民家の

写n集 K は人聞がいないが，しかし生活がにじみ山て人

聞が感 じら れる。外国雑誌も問機に雰囲気とい うものが

;J¥てい る。しかし，白木の鮒誌の場合はなにか怨々とし

て人間がいても ，どうもその人聞がみじめでしかたがな

し、。

岡橋 きれいに片づけてから蹴る。

岩本 死んでいる絵だな。生活を ζ わしてしまうのだ

な。死んだ静けさというのはだめですよ。

小川 最後にもう一つ，街の文字のまずさをこのような

機会に是正したいのですがね。乙のような乙とは建築家

と芸術家のデイスカッショ ンの不足ですね。

岩本 今日の座談会は面白かった。話がぶつっかり合っ

てうずがま いた。イン ナーデザイ ンもとのように動いて

いる美しさが IT' ，て乙ないとだめなんです。

中村 その動きの中に筋がi泊る乙とが結論みたいなもの

ですか。

岡村 m築も昔は一貫してやっていたものが，椛造，設

備と分化しインテリアデザイナーにまで分業化したので

今日のような会も必要となってきて，あると乙ろに級衡

地帯が必要なんですよ。私は，若い建築家にいうのです

が， ζ の空間をまとめるのに35があるかどうかと，ない

のなら間仕切だけでインテリアデザイナーにまかしてく

れと いう気に なるのです。

結局あまり分業化された結果の悲劇lでしょうね。

小川 デイスカッションが足らないのだね。

笹川 本日はありがとうございました。最近にない而白

い会だったと思います。では乙の辺で散会させていただ

きます。
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人知一万年のl歴史において，現代は人聞が問胞

となったi及率r] の11守代であり， 1'， らが何であるか

を知 らないとい うこと を知った最初のl時代であ

る。
一- M. scheler - -

1  .  身 体 像 ・ 自 我 ・ 感 情

立

ｾ空間は，建築が被彼物として作られて以来，建築 ＨｉＧｾ

空間の基本(I"Jなものであり，建築を他芸術と区別する主

要な要索でもある。

室空間の特質は，そ乙にいる人聞に桜いかぶさってい

る点にあり，そ乙 K いる人間が身体ごと，全身的にそれ

からの影響を受けている事実にある。それは視覚やそれ

をiill じた触覚ばかり でな く，皮脂， 深部，平衡， 内l政

ｾｾ感覚の統合としての身体感覚で感じて いる 乙とを ｸＡＺ 味

し，それは感知を ｦｾ ぃ ，在来の映画に対する シ ネラマの

回而効果以上の影替を持つ。視野の 'IJ で全貌の倒める食

Ｎ ｲ，ｾ，木，置物 告 すＺとはｊｬｊｩう室空間独特の機能だといっても

よい。室空間の働きを受止める基木的なものとしては身

体像が考えられる。

人閣は生れてから経験的に自分の身体の空間像，いわ

ゆる身体像そ形成している。その存在は，械を向いて話

をしながら作業を継続したり，足首: を見ずに階段を降り

たりする日常の簡単な事実に認められ，その身体像のli(li

立によっ てはじめて，人聞は自己の位置づけが可能とな

り，事物に対処した行動がとれるのであ る。 それは人聞

の行動の蕊点であり，自我や感ti '; とも街按な関係を持っ

ている。

身体の現存怒識は普通，認識のn公になっているが，

不安，怒り，痛み，性欲昂進状態等lζ 圧倒された場合，

人聞を天空lζ 飛朔させ，あるいは挫き砕 く。 身体像と自

我，さらに空間知覚や感情との関述について， M ，Seche_  
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hoye のと分裂病のー少女Iζ 関する報告ミが興味深い。災

然，分裂病が;J'，てきたので鷲ろかれるかも知れないが，

分裂病は神経症 と 異り，何 よ りも ま ず ｲ Ａｬｾの ｲＮＮｩ，ｽｾ， で あ る

と考えら れるし，上述の諸関述を見るのには， 名l維な; ポ

ｾ因が働 い て ￭ￆ Ｎ［ Ｗ し にく い正常者 ーを 見 るよ りも，欠 ｗ ｦＮの

半lJ っている病名ーを見る方が反応が純料で，市IJ り易いので

ある。

12才の少女 J レネは家庭の複雑さから母の愛't ，'j- との抜触

をあきらめなければならなかったために，乳iJ_児101を過

ぎてからも， ，. ，我は成長せず，南町LJ 切に固定され，社会

生活 に 必要な向己縦性的 ｊｉ ｾ ￭ 応的傾向を 形 成していなかっ

Tこ。

彼女を苦しめた最初の症状は，専ら外界の現実認識の

異常であったo f E気でギラギラ照明され，内ペ ンキ塗の

壁がツ J レツ J レ光っている納屋の中の枯草が細 く尖り，硬

く ，キラキラＩ｜Ｑｬ ￭ く Ｑｦｦｾ 限の針』 ζ 見え，虚無の Ｇｉ ｊ のた まら な

い恐怖を感 じるジを見たのが，非現実感の最初の経験で

あり ，それ以来たびたび，室は日大な不均衡なものに変

り， ｾ置は滑ら か でキラキラし，あ ら ゆるものが屯光で

影一つな く，目も くら むばか りに指li き，来しもない広浪

たる室閉，無限}ζ 続 く平べったい空虚さの中で，すべて

のものは不変であり ，凝結し，結局l し，物体はJJ 味のな

い幾何学的立方体として， お互いが何の関係もなく切出W.

され，緊張してい るのを見て非常な恐怖を感じるように

なる。 水やミルクを入れるものとしての水差しとか，腰

掛けるものとしての附子ではな くて，その名古ij や機能や

意味を失ったものとして感じ，それ らは 寸I物ミとして

生きはじめる。初対象をその相互関係において位置させ

る乙とができな くなる。それは諸対集を分間! [ し，乙れを

さまざまの平而において秩序づける空間の枠をな くして

しまった乙とを意味する。 乙の非現実感にはw絡的な原

因があるのであって，乙の! ぷじlζ {、ド う不安! 樹立その確か
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な徴候であり ，母親との感情的結合が断たれた時，いつ

もその現実感を体験し，悪少ーのs ) ] . 聞気 lζ も似た強い不安，

ｍＩ｝Ａ Ｚｌｾ と孤独のＡＺｌｾ ｦｩＧ￭ＧをＡ庁 ａ び起した。 初めは ｴ として学

校，街路，対人的助 lui においてのみ政述! 必があったが，

やがてはすべての対象，人物， および彼女 自身の認識に

まで進展してゆく。一定対象と結びついていた臼我の一

郎がエネルギー失調状態、となり ，ｾ｢Ｍ［ｾ とｼ殴さを失い ， 1' 1  

我が解体しはじめ，統ーを夜5たしたのである。当初，学

校や対人的場而で疎遠感が起るのは，自我の中で最初に

退行するものが「社会J と密依な関係にある郎分である

ことを示している。

やがて，主観性立識を失い，rnえはもはや独立し た主

体 では な く ，外 ｩｦｦ ｾ の 対 象にと け 込み，風の背や 木の誕の

ささやきの中から，彼女 n身のl咲きや苦しみゃ敵なが[1日

えてくる。不愉快な考えは外界からの声， Ｊｾ￭Ｇ 神的幻覚と

して体験されだし，室のti 側のIi : l lは人格化され生きてお

り，空虚であるにもかかわ らず，確かに誰かが存在し，

やがてそれは J レオ、 にとって，いやなことを命令する もの

( 彼女は乙れを鴻H織ミとよぶ) となる。遠近感はな く

なり， ｮ 分を位置づけることができなくなる。 臼分 ｲｾ Ｑ 身

を三人称で呼ばれる人として取扱うよう κ なり，遂には

実在しないIJi (彼女は聴くのでな く) ] を感じる) の命令

lζ よってn殺企閃が示されだす。

乙のような J レネをi政壊(1'-)術!F)Jから解放する乙とができ

たのは，母との結びつき，感' t ，'j 的機能の回復lζ 努力した

からであり 、母』ζ 食べさせてもらいたいという強い要求

を理解し，満足させたからである。さらに， ) レネは勾; へ

の復帰の欲望を自殺企図の繰返しで実現しようとし( 陰

性市) ，他方で絶対的な内閲性κ とじ乙もる乙とによっ

て実現しようと した( 私極而) のだが，その積極而を利

用して，フトンを杭んだ壁で彼女を保護し，沈静斉liを打

ち，灰l I ;i い室で眠らせ，生れる前のl治児の，' ( [ . けさを l床わ

わさせた。J レネはあらゆるものが悔のような緑色で， 7

7 の身体の中に在るのと全く同じようだと否んだ。彼女

の欲望が母によって満足させられた乙とから ，母を満足

の源泉として注目するように なり，外界との最初の関係

が作 られ，満足の孤泉へ向ける ζ とによって，期待の感

情，いわば生命についての一つのな識が生じた。次に母

が人形κ 愛↑it を示し，) レネの臼我が ICI身を投射するモデ

ノレとした。人形を使っ てJ レネ [ζ 入浴，清潔， そして 門分

の身休t c . 対する233哉と愛情を持たす努力がなされた。人

形を使うのは J レ才、1(. 新 しい 「自我像」を』手え， 自我建設

の基礎にする ためである。 人形κ 食事を させた後はJ レネ

κ 食事をさす乙とが界易に なっ た。人形のおかげで新し

い自我像，即ち母親 ｬζｾ さ れる 牟福 な子供の像が 形成さ

れて来た。J . Piaget が12- 18 ヵ月の子供に認めたのと同

様 1(， ，自分自身の欲望を人形に投射 し，次に人形の行う

自分自身の動作を模倣するq やがて深い欲求と関述する

食事の! 時だけ，母を直接まねるよう K なる。絞倣が国定

されると ，次第lζ 手本から離れ，存在しない対' 1<を校{般

的!fi)J1' f のみでl呼び起しうる。しかしまだ自分を三人称で

話す。やがて千本は1 ' 1我の内郎』ζ 取入れられ，母をまね

しながら，次第t c . 円分 i'I 身をな識するようになり，その

結果一人称の「私」が生じて来た。 乙れは自我のさまざ

まの内界を超越した，永続的で糠本的な人格; む識を引わ

す，即ちこのH守n我は，一定の構造を与えられたのであ

る。 J レネは単な る役割としての人間ではな く，一例の実

存する人間となった。

しかしまだ身体についての明瞭な窓識をもっていなか

った。だが， 1.1我は身体的な i'I設でもある。ある近代の

哲学者は，向我をとくに身体的存在としての芯識と考え

ている。また Piaget は子供が向分を意識するようにな

るととも1 ( . ，即ち子供がその主観性から脱却するととも

1(" さまざまの物体を合んだ不動の空間の一部に位置す

る可動的な身体的存在である乙とをも ，Ｉｾｴ 識するように

なるととを明らかにしている。ノレ ネは 「腕が摘がってい

る」とい って， その腕をできるだけ身体から遠ざけ よう

とする。乙 れはn我の再9J ! がまだ極めて不完全な状態で

ある乙とを示しており， ｦｬｊｾ の本当の統 ー が行われるた

めには，身体的存在としての意識の形成がきわめて屯要

である乙とを示す。

しかし， ) レネは身体的存在としての芯識をもつように

なっても，まだ彼女の身体を不動の外空聞に位置させる

乙とができなかった。 i 関係の範百五」と呼ぶものを獲得

していなかったからである。彼女は対象のすべての迎動

を彼女自身の身体に関係づけて考ーえる。外的な関係は全

然保視して 「私の前が北， 後が南， 右が東，左が西で

す」という。乙の例によっても ，乙の病人がまだ空間的

なfl 己中心性の段階に止っている乙 とを示す。距離によ

る見え方の変化も理解 ;L¥来ない。P旧日et は乙の不完全な

H年空間i構造を知的発迷の不完全さによるとしているが，

J レネの観察によっ て，彼女が知立世界を次第に蒋椛成す

る乙と がで きたのは感情的発達によるものである乙とが

新たに証明された。彼女が関係のnij! a; J Jを狼f与するために

は，母と彼女の向我との関係を独立した人格関係として

考える乙とができるようになる必要がある。そのために

は母の永続的な同一性という概念、を獲得し なければな ら

なかっ た。彼女にとって母は自分の一部であ り， il J : が他

人に会い，ロ物をしている時は，母との感↑ iEi的接触を失

い，現実との接触をも失った。彼女は母の人格の社会的

領域を認識 していなかったからである。母がH侯頭炎のH寺

大声でo' f ぶことによっ て母の声を ;t¥さ せ うる乙 とを確信

すると，彼女は一方では病気というものを認識するとと

もに，他方でより現実的な療法を探し出そうとした，つ

まり者殺婦の行動がとれるようになった。母の声をU' ，さ

せ? る乙と を認めて，)レネはもはや，母が消え去っ てし
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まうという不安をいだかな くなった。彼女は (1分の好き

なときに母を呼ぴょせる乙とができるのだから。アニミ

住 4

ズム的な機構K よって未知のものに対する不安がなくな

るとともに J レネは自分の知っている母と未知の母，すな

わち個人としての母とを結びつける乙とができ，社会的

状況K おける母を認識するようになった。 J レ才、と「社会

的母」との関係が確立されるとともに，ノレ才、は関係のq道

路をも理解できるように な った。自我中心性の減退とと

も1( . 内的印象と外的世界とをよりよく区別するととが

出来るようになった。現実に適応した行動が現われ，ゆ

るやかに，しかし隊突に成人と同級な客知性にまで発達

した。治療に有効であったのは投Mと模倣の機桃であっ

Tこ。

読まれる民方の困惑と巡回を承知の上で，長々と紹介

したのは，上述の目的以外 lζ も示唆するものが少く ない

と考えたからに他なら ない。そのニ，三の点について次

に述べる。

2. 非 現 実 感

非現実感は病人だけに限るのではなく ，fI方にも経験

があるはずである。1 . 1 方を病人だとはし、わないけれども

けっし て無縁のものではない。絵画では. G.  d .  Chi r i co 

の作品を見れば感じる乙とができる。 R. Ar nhei m はその

作品の非現実感について透視図的州法に従っているよう

な直線が，実は幾つかの焦点に収数し て知覚を混乱させ

ているためだと図示説明し てい2L，幾何学的世界とそ

の光と影のコン トラストの強さも大いlζ 働いている。

乙の乙とはまた. 20 I l t 紀前半の建築が明るさや機械的感

触を求め過ぎて，非人間化を感じさせたものを示してお

り， ミガラス論争ミに計画的分野の大切なものが抜けて

いると，以前私が学会論文で述べた ζ とをも説明する。

乙のような事柄lζ 関して，建築家である私迷がすぐ想

起するのに A . Ri eg le の空間恐怖が( 正しくは不安と

いうべきであろうが) ある。彼はそ乙から装飾的なもの

が生れると説明し ているが，それは今日もなお生きてい

る。コンクリート壁に装飾的目地をいれているのが，卑

近な一例である。その糠似はど乙にあるのであろうか。

それは心理学者の諸実験に示されていると私は考えてい

る。

W . Met zger は各点からの反射光線の盈を等しくした平

而の霊直墜に面して立つ場合，すなわち等質的な刺伎の

場合 ， ｾの平 ￯ｩｩ￯ を感じないでＮ 111の中で滋に包まれた l時

のような泌訟な光信中を泳ぐ感じになる乙とを実験し

た。さらに暗室の中で何の刺激も与えずにおくと，やが

て身体像は不安定になり，自動巡勤を生じてくる乙とも

知られている。身体の不安定が直ちに不安を惹起し，し

かもそれか赤ン幼の頃からある板語:jt 的なものである乙と
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は J. B.  Wat s on の薪'i'，な実験によって知られている o

K.  G oldstein はj悩損傷忠者から空間恐怖症を説明してい

る。忠ずI' I ζ 白紙を与えれ市] を書 くようにいう 。脂肪し困

惑するが，紙の一番上や，上の縁K 半行に脅く乙とが多

い。 n中iζ 書くようにさせようとすると，桁んで! R ! '11l'す

る。しかし，線を附いてその上κ 書けるようにしてやれ

ば，すぐそれをやる 。要するに一定の具体的なものを手

掛りにしなくては，何もする乙とができないという乙と

である。驚くべき乙とには，総なしに黒仮lζ 字を招くと

，1J ! ，折はチヨークをとってその下K 部品をひいてからでない

と読めない。空門の事態を忠者が避けようとしている乙

とは疑いないが，空 (1の体験を持っているから，そのよ

うな行政j をとるのだとは考えられなし、。乙の患者はその

ような体験を持つのに必要な抽象的態度を欠いている乙

とが立証されているからである。すなわち乙の患者は回

の字図形を見せると窓だといい，本当に7 ) < を飲むのでな

いと，空のコップでは飲む動作ができない。空白を忌む

乙とは何もない空間は適当な刺激でないという事実から

起ってくる。患者はそれを取扱う乙とができず，不安』ζ

|桁り . l政局的事態を招くのである。初めて向いケン ト紙

ｬ 乙向う学生や，乙の文の ｾｊ きはじめに空 ｬ ムＡの原稿紙とに

らめっ乙する荘、にも程度の差はあっても感 じられるもの

で他人事ではなし、。

先程の Me t z g er の実験で，その照度をある水準以上』ζ

高めると ，空間のおは凝って，観察ぞiを取巻く規則的 1111

i I n となる。附室の場合も同級で M. Si mon は弱く光る

単ｾ Ｑｴ の図形を与え，物相互の空間的位置関係を全く消去

したと乙ろが， 自発的定位の述動が起り，空間は観察者

の身体( だし、たい回の高さ) を中心として円天井形にな

り， ｉ￭ｾ直利 ｬ において匂 ＱＱＱＱ がはなはだしく ， 水平利 ｬ でゆる

やかである乙とが判った。自己中心的な定位が行われた

のである。

J .  Uexkul l  は私達の巡of i J Jする空間を行動空間とよぴ，

乙の空間のまま礎となる後肢 '1111体系のある乙とを力説す

る。猿は上下方向の巡動を得芯とし ，上下方向の知立に

すぐれ，人聞は水平行動が多く，したがって水平方向の

拘jJ. l にすぐれているといわれる。

G .  H .  St ra什 on は外界を蹴倒させて網1灼ζ 写すl股鋭を

かけ，数日間生活をしてみて，上下左右の身体的内己中

心的方位は全く経験的に成立するものであるが，網膜像

だけでなく，身体の重力感Jl. . 四! 肢の述動感覚，皮1 i ¥i 感

覚などと結合し，視知党以上のものである乙とを示して

いる。

ドーム型天31 は1111  i I i i による手掛り M. 少，上下方 liil の奥

行知立に弱い性質等を活用した先輩の巧妙な作例の一つ

である。惑い例としては心身共に弱っている人のいる病

院に数階分の吹抜を ζ しらえているのがあるが，やめる

べきだろう。

J電
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A .  Ame s は建築に関係した知覚実験をして有名だが，

彼の歪んだ室を正常な室として知覚させ，子供をμ 人の

ように，大人を小人のように感じさせているのは，距離

知党の下掛りをな くして見せる処にそのミソがある。遊

園地で子供はもちろん，大人までキヤッキヤァといわせ

ているピック リ箱はttl 極的 lζ 自己中心的定位を出罰しさせ

る- { 0jである。

独身奴の明るいコンクリートの白

い壁を見て，気の毒だなあと思う。

向い消而の壁lζ イメージを州くには

若い人は余りにもテレビ的，グラフ

的なお膳立になれている。狭い室で

奥行を求める視線は緩ね返され，手

掛りを求めて行J位する。 何の飾り気

もないその室lζ 人によっては囚人の

ようなF F . 迫感すら感じるかもしれなし、。いわゆるアパー

トノイローゼである。そζ へ絵を掛ける人は眼のやり場

所，視線を目立込む: 容を乙しらえたのだともいえるだろ

う。英国の級官士、lζ は，モダンアートの絵は前而に飛11¥し

11事ちだから，クラシックの方がよいとあった。こんな話

を続けたら，あいつは芸術を解さないとレッテルを ll. !i ら

れるだろうが。

最近，英国から起った絵画療法のーっとし て病院の壁

に絵を掛けたり，村 Ｇｉｩｾ 、たりする ζ とが Ｑ Ｑ 木でも行われ ｉｬｊ Ｑ

したのは，身心共 ｩ ζ 弱っ ている人達 ｾ ｃ 対して結桃な処置

である。その内でも絵を掛けかえ られる方がすぐれてい

るのはもちろんである。

身体像を中核にして手掛りのない場合κ ついて述べて

来たのだが，私達が対象を認めるのは対象の位置，大き

さ， j彰，相互関係，観察者と対象の方向，距離関係( 観

察者の心理状態もあるが) の手掛りによるわけで，対象

の組織力を強めてゆくと，対象相互の関係によっても位

置づけが行われるように なる。これは (1 己身体を中心と

して形成される 空間としばしば一致するが，常 lζ 一致す

るとは限らない。その組織力はいわゆる「怨りの諸要

因」によって強化される( 心理学の概論哲には必ず11' ，て

いるから ilH軍lは省略する) 。多く の協会幾つかの要因が

同H寺に存在してい

経験の作用する場合

るのだが，乙の場

→¥0 や

合どの要因にした

がっ て分化するか

【' 1 t之'
{ 3)  〈や} は，全体がもっと

経験の作mしにくい場合 も官 ｾｪ 涜Ａな良い｝制 ｅ

" C > Q  

まとまるように分

化されるのだとい

う Prognonz の法

図 1 矩形と正方形が優勢
則( 簡潔化の法日11)

即ち‘ よい形' が見られる

がある。 ( 図 1)

H .  Reod は芸術作品の中には乙の法則をはずれるある

種の表現形式があり，その例として笠宮iやインクや絵貝ー

をぶっつける ｮＱｾｊ 図表的ななぐりがきの絵画を挙げてい

るが，作られる時に偶然があっても，観る自にはf ' 11i1J (f..J

に乙の法則が働いているはずである。「よいj彰」の現解純

聞によって巡ってくるのであろう( 後節の人絡化作用も

その一例といえる) 。したがって，前述の空虚な鐙も，

掛けられた絵のノりによっ て，いままで図として前而lζ 11' ，

ていた壁が後退して，地として，背呆として均年 ("f くとと

もありうる。栴花一枝，朝野i一輸の手法だが，法則的K

いえばはなはだソッケない。芸術は多くのｾｾ長をもった

簡潔化だから，1 ! f ( 限の可能性があるといってよかろう。

そのようなものだから，法則がソッケないのだともいえ

る。乙 の辺りからデザインの分野κ 述税してゆくのだが

ζ 乙では一応差控える。

C hiri co と問機に，無意識の| 止界を

表現する仕事をしている S . Doli が

「未来の建築は柔かくて毛深いもの

になるだろう」といったのが，最近

今東光まで引用しているので篤いた

舎
が， Doli 一流の奇矯な言動を割引し、

ても， ｾ ｉ ￵ 現実感を生 む光氏の対極のものとして， ) レネを

フトンの壁で聞み，絡の世界K 安静させたのと共通した

ものを示している。安定を与え， Ｑ 可我の拡大をｾ払にす

るための安来である。

外 ｾｭ は外向的 で， 内部は内向的な設計だといわれ る

F .  L. Wr i ght の室空間は，彼の主張する述続空間ばかり

でなく，人の一番の弱点である背中を守る墜と低めた天

井で安定した場所を必ず一隅 lζ 設けている。照度の吉年ち

たそのような場所から，明るい処を見るように仕向けて

ある。 心理的分析 lι 格好の設J十であるし，上述の両級の

中間値の一つを示しているといえるだろう 。

3.  人 格化作用

私達が対象を見るという乙とは選択し，

特徴を見ｮＭ ｾ し，その意味を見ている乙とで
.ど

もある。 St ern は人格的空間は質的に巡っ人は E れを甑と

見る . Id'l舗は ζ

た 3 つの次元を有するとし， 上下は人間特れを利JHしてい

有の直立姿勢から，精神的な品等や価値芯るといえる。

m:t K 結合され，言語，芸術，神話のいろいろな象徴に示

れ，前後は前方が人間的自尽の方向であるために後方

より俊位にあり ，左右は身体の都造，機能，象徴表現lζ

表われているように非相称であり，神話， 抗体I，慣習に

おいて右を善，上位，左を悪，下位と示されていると説

き，空聞に人格的芯義を与えている。私 門身他の目的で

幼稚図児の下駄箱へ靴を入れる，その位置を調査した結

果，男女児の聞に上下lζ 関する類似の現象が統計的に高
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度の確率で示さ れ，案外根深いものであるのに驚いた乙

とがある。次1( ; レ才、 Il_ 見られた人J俗化の一面il l_触れてみ

ょう。外界のす工物が人格化される ζ

とは「幽辺見たり枯尾花」の諺どお

りで A. E. Poe のミアツシヤ 一家

の崩壊ミがその点で知られている。

芥川竜之介! l_ も乙の現象がほl 符であ

った乙とが彼の作品にｾＩ［ｩわれる。乙

の程の例は挙げるのに選択に困るぐ

らい非常に多いが，乙れは経験的認

識と合理的判断が支配する |止界とは

木性異る母胎から生れる非合理的精神作用である。乙の

現象は卸ーに主体と対象との問κ 臼他融合的な関係、がな

く，隔つである乙とが必要であり，心をi J I)J かさず凝然と

眺める ζ とが必要である。mこに は，心を! l l i Jかさぬとは

いっても，枯れた放心状態ではなく，対象と隔たった状

況で主体の心が生きている，外へ辺じる乙とができ な

くなり，冷く内に凝った感情が存在する乙とが11干*' であ

る。そしてどれも不気味なものを感じるのは，元々そ乙

lζ 「いなし、」はずのものが存在し て，しかも存在理由が

私1( 摘めないためである。仏像を見る場合lζ 類似した感

じを受ける。素材性が少し精神性が深いものであれば

あるほど，1静寂な超越感とともに，不気味さの漂いを感

じる。それは見る人の主観性にあるというより，仏像の

象徴するものが本来私達の手の届かぬ「彼J_;'J であり，

「無」の世界であって「乙乙にない」ものであり，それ

がいま限前に具象的実体的であるからであろう。

と乙ろがそれだけでなく，不気味なためにはその対象

が「心理的に大き なもの」で なければならない。巨大な

入道雲のように，大きいと同時に見る人の 上 ブ Ｇ｝Ｑζｾ Ｈ，、か

ぶさるように現われ，威圧的である乙とが必要規定であ

る。仮1 ( 小さなものであっても，天井の節穴のよう K 上

方から見下す監視的表的のある場合，心理的な芯tl床は大

きい。

外界との疎隔状況か ら，変化流転する対象存確因不動

のものとして純化しようとする点に抽象芸術の存在を説

明しているのが W. Wo川、ger であるのは衆知のとお

りだが，分裂病者の絵画が異形の人格化と幾何学的合法

UiJ 性をもった抽象の二極である乙とが彼の理論の裏付け

になるであろう。桜われているという乙とは，i 6 l i 隔の不

信から来る不安を強め，親干を; な信頼から来る安心を増大

する二種の働きを生む。

主体と対象が離れずに，むしろ対象である乙とをやめ

て，我と 共在する汝となる時「乙のましい」感情か対象に

そなわる。 乙れについては有名な T.Li ppsの感情移入が

ある。主体の状態感情1 ( 相当した対象感的が見る対象に

内在すると体験される。但し， i 木立ちは爽かに梢をふっ

ているが，私は悲しみで一杯で，自然物の気分にはなれ
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ない」というように，明るい感

情移入体験がかえって対比的に

沈んだ状態感情を深める場合も

ある。また， i 月が悲しげであ

るJ というのが普通であるが，

「月の LIJ I ( 私の悲しみと悔みが

ある」というように，感情移入

された L 1 我の状態感↑ Ji が対象に

おいて ｾｉ 我性格をそのまま持っ

ている窃合もある。

￭Ｑｦ ｩｾ ， ζ 身を ｨ｜ｾ たえて，私は毘の中で大地に，太陽ｉｬ｟ ，

大気に，そして自 に見えぬは るか彼方の背任l乙話しかけま

した。私は大地の不動さについて思いを いたしました

一一それが私自身の身体を支えてくれているのを感じま

した。草の臥床を通 じて，あたかも偉大なる大地が私lζ

話しかけているのを悟りη るかのよ うに，ある感応力が

伝って釆ました。」乙 れは英同の田園詩人 R. J elf eri es 

のと心の旅路ミの一節である。その次の主主で彼は 「人闘

の界ｾを固いたものでなければ どん な絵画も私の心を と

らえません。その他のものはすべて平板な表而的なもの

ばかりです。他の美術も同級で，それらは生命のない死

んだものです。例えば陶おやII 築は立味がなく，石のよ

うで，しかも磁誌の冷い感触のようにむかつきさえ党え

ます。ただ美術に表現せられた人間の終" p のみが，乙の

祈りを務き起さ せる乙 とが11' ，来ました。しかも彫刻にお

いてとくにそうでした」と響いている。

乙の種のものは心理学的美学や了解心理学者によって

研究されているから，乙の程度! l _ 止め次l乙移る。

4.  住宅・寺院 ・茶室

現実の社会生活は個人の臼 ｩｬｾＱ

を要求し，個人の自 ili1j は 1' 1己中

心的自我と対立する。抑圧され

た|ヨ我の解放，満足は住宅 Iζ 対

する基本的欲求である，それが

家庭という社会の最小単位を維

持するために，自我の満足が必

ずしも十分ではないにしても。

身体の怠識， 自我の23識は身体

の境界内 Iζ 限 られたものではない。閣の中で追を探る

H寺，杖の先で感じる。身体像は拡大して杖とー休である

と感じる。自分が思いどおりに佼い乙なせる時には，どん

なものであっても，拡大された身体像や自我の一部にな

る。自分のものでない別の空間は，自己の感覚で他空間

から来る対象 lζ 突き当るその境界から始まる。

私達は我家の空間構造についてはよく知っている。キ

ョロキヨロ見回わす探索行動は不安であり， I市問でもー



応不安なく行動出来る。長い間の経験から習得された全

体像は感。t，' ) とも密接K 結合している。外界の対象κ 対 し

て生体全体が関与する乙とが完全であればあるほど，対

象の恒常' 性は13まる。それはf ( 識下lζ 泌在化する。そ乙

での変化は新鮮さを与え乙そすれ，空間構造を破壊して

不安を与える程のものではない。 unheimlich，無気味とい

う乙とは，文字通り我家lこない，なじまないの意味であ

る。乙乙では空間構造， 身体像， 自我，感悩の関係が確

立し安定している。そ ζ にあるものはほとんど拡大され

た身体像や自我の一部になり きっ ている。同居生活によ

る葛藤が深刻化し易いのは自我の中心に影響するものだ

からである。

E. Cromous sel の研究では， 2 作 5 ヵ) J の子供が 2 ヵ

月のi控辺生活の後，我家Iζ 帰り，はじめは再認しないよ

うに見えたが， 1と1分の室には入るや合や「私のベッドJ

と叫んで蹄賭する乙と な くその上ICI 眠り，翌朝乙のベッ

ドの印象を中心として，そこ から 再び家全体K 対する再

認を完全κ 回復した ζ とを報告している。 H. W erner は

乙の例から ，子供の精神発達が進むにつれ本質的なもの

と偶有的なも のとが混沌としている記憶や想像の中に，

何らか意味中心となるものが現われてくる，乙れは，は

じめある状況の全体的印象をとくに顕著κ 担うものであ

り， かつ児ill の人格にも っとも 密接な関係を有するもの

である と述べ，畿日 かの不在の後』ζ 自分の家が全く変化

したと考えたのが，自分のベッド K 対する感情的印象を

中心として，自己中心的に家全体の再認が可能になった

のだと説明している。私は乙れを全身的感覚lζ よってと

つけ加えたい。乙の例で示されるように，身体に! 白接す

るもの程 1: : 1我の拡大がj容易であるように思われる。 I坊

主憎けりゃ袈主主まで憎い」のとおり，使っ ていた着物や

道具がその人同級K まつられるす工夫が証明する。その立

味で偉人の住宅は保存されても，住宅だけでは十分でな

く，必ずそ乙に使われていた道具や家只がなければなら

t，H 、。

心理的尺度は必ず しも物理的尺度とは一致 しない。む

しろ一致しない，逆の場合すらある点に心理的なものの

特徴がある。刺! 減一一反応の生理学的定式が刺紋ー一生

体ー一反応、と訂正されたのはそのためである。それでも

なお， 空間κ 関し ては身体的な尺皮の強力さが認められ

る。 ｕ･ ｸｫ ￼ｬｬ は奥行の差が知ＺＱＺｴ ｕｾ 来なくなる最遠平面 ｬζ

よって包まれた球 I函空間を人聞は持ち歩いてお り， その

中 で 前述の坐 ＫＺｾｩｬ｜ｕＱ Ｎ本系にしたがって行革 ｽｊ しているのだと

説く 。 ζ の最速平而は条件 lζ より変化するので固定的で

はない。一般的にある範囲の値を偲像せしめるものに，

'I'!.} 長明の方丈の家，人口 lζ 的災した四畳半がある。牧下

氏( 心理学者) は身長 1. 5m である ζ とが奥行知覚に影

響し ているといっているが，それを直ちに泌界み11¥来な

いにしても，私の実験では 1 . 5m- 3mの問が一番誤差が

少い( とくに下方に対しては 1. 5 m 以上になると 誤差が

大き くなる) 乙とから， human scal e を仮定する乙とが

できるようにも恩われる。

空間構造と自己の身体意識，すな

わち自我像，自我，感情が離れてし

まう乙とがある。その消極的なも の

は舷ぼであって， 生命的感情と政実

性が袈失し， zt 極的なものとし ては

舞踏が， 生命的感情と自 由性の獲得

として考えられる。

d  

humon scole の恒常性を破る乙とに重点があったと推

察されるものの極点 !C ゴシックの寺院がある。まず W .

W orringer の説明を聞こう 。ゴシックの寺院では，ス コ

ラ派と布I1秘派とが不可分に結合していた。乙の二つを統

一して， それを同質の現象にさせているのは両者のも つ

超越的な特徴である。われわれはゴシ ックの伽監の内部

空間を，感党的なものから出発した超感覚的な体験とし

て感 じる。スコラ派は知的認識によっ て神性に近づ乙う

としていたとはいえない。海沌とはしていながらも，論

理においては非常に巧妙な思考巡ifi }J の紛乱によって，村1

性を体得しようと欲していたのである。神秘派では，感

情の陶酔がその宗教的体験の決定的な支配者になってい

る。神性はいまや自己自身の自我の焦点のうちに ，内的

静観の鋭のうちに，魂の法悦が斉す陶酔のうちに索め ら

れる。自 己否定，忘我の道を通 じて神性』ζ 参じうると す

る。神の内在という観念は現世の位界とその感党的な領

域に接近せしめる。スコラ派の生んだ自然と離れた形式

怠志に，神秘派のf予悩的要素から来る自然主義( 花や¥i i

の模様等) とが絡み合う。

と乙ろで空間はそれ自体としては，精神的な不可促的

なものである。したがっ て空間はζ の自 己の本性ゆえに

表現を創造する一切の形式力からは遠ざかっている。と

いうのはわれわれが捕捉で きないような ものには，また

表現を与える乙とも全く出来ないからである。空間から

抽象的な特徴を取去っ て， 空間をわれわれの観念に対し

て何らかの物体的なものとして置き換え，婆するにわれ

われが空間体験から! : N 官の体験を作り，抽象的な空間か

ら大気の充ちた現実の空間を作 るl時K だけ，われわれは

空間を捕捉する乙とができる。 故にゴシック 人の*，仲ドイじ

jifi I劫は空間形成K 当って，有機的 ・感覚的な表現領域に

おかれているのを発見する。彼の本来の純張りである非

感覚的なものは，いま彼K はt1 じられている。彼にはた

だ感覚的なものを，超感覚的なもののうちに導入すると

いう逃げ道が残されているだけである。したがって感覚

的な空間体験から趨感覚的な効果が狼仰されねばならな

か った。乙乙にゴシックとパロックとの内的結合が現わ

れてくる。

パンテオン K 入ったものは誰しも，自己の個人的孤立
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から解放されたように感じる。しかしゴシック寺院に入

ったものは感覚的明化以外のあるものに行き当る。パロ

ックが斉らしたような直接的な粗野な! 長官的陶酔では な

くて，乙の世のものとも思われぬ神秘的な感官陶酔であ

る。ゴシックの空間は無f . l i . 紳の活動性である。 他を圧倒

し，神秘的な抑圧として作用し，苦悩を負うた魂には一

種の悦びとも忠、われるものである。乙の激'Wだけが，地

上的なｾ鮮と内面の ｩｬｴ 苦とを超えて，高 く彼を 引揚げて

くれる。大気ＨｉＧｾ生命は，凡ゆる ￟ｬＱｬｩｬｬｩ から反嫁され無数の

抵抗 lζ よってうち砕かれながら，どよめきとともにグオ

ールト 天11ーまで狂騰してゆく 。普通一般の空間感覚をも

っ限り，大きなゴシック寺院には入れば誰しも，空間的

舷f立をh長ぜずにはおられない。

石の城のような壁，大きな日lを抑してはいあと突然広

い空間の中にいる自分を見出す，森の木のような柱の林

立，静け さ，空を限る乙とによってかえっ て感 じる高

さ，空間の虫，ステンドグラスを透した異様な色光( 現

在は色彩l映画やスライドで昔の人ほどではないが) ，異常

に大きなパイプオルガンの音はI浄けさを 1政るばかりか，

はらわたをゆすぶる。

思l臨みの少いもの，異常な大きさでもって，乙れでも

か乙 れでもかと自己のＡ［ｾ小さを ＱＲ 識させ，自我を絡 少さ

せるための下段がつくされている。乙乙では空間が第一

義であって建築はそれを生むためのものであり，けっし

て前加に IU しやばってはいなし、。そ して前述の仏像につ

いて述べた条件が乙乙にもそなわっている。むしろ，乙

乙の説明のため 1( ，いままで長い前置きを述べてきたの

だといってよい。

オズオズと神様の前 IC行くまでには広場恐怖 (WorrI

nger が彼の抽象衝動の理論 !C引用している) といわれて

いるのと類似の紛争11状態になり，自我はますます縮少を

続ける。昔，漫画で只野凡児が美人に近づくにつれて，

小人のように段々小さく なっていった絵を恕起してもら

えばよい。 ヒットラーも外国使臣との会見の| 燦 ζ れを有

効に使ったといわれるが，建築的には感覚的明化にとど

まったに過ぎない。

自Rって茶室を見てみよう 。和敬清寂の境地で一人想、い

また一期一会，文字通り膝をまじえて話するために ，俗

可

と

寺

寺

λ

ノ

舟

ノ

よ

ツ

が

‘し

シ

ヲ

。

絶

ゴ

す

限

で

通

と

点

共

閲

る

と

世

す

院

れ

同し

11... b  Cl + b 院が極大値であるに

F 一一 対し極刷ノ小jトN、吋{値直である点

口日 D口J … 少 に
」寸 I  I  トJ て拡大をねらつてしい

、

て一 三五二7 る点で異る。 一般 lζ

久 b "'1" b  

" ‘ J 一 一 ｾＮｴｴＡＡＮは ，御陵 や神社
図 ， bをIl U7J IC置いて志向 見

える. の参道ほど長くはな
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い。そ乙で樹木を絵画の近，中，遠;it と同械に配置し，

道をまげて見通しを避ける，いわゆるミ重りの効果ミの

利用である( 図2参照) 。その上，凸凹の踏石を配置し

て歩き にくくする。 人は否応なしに足許に限をやり，石

をたどってゆく。眼を一つ一つにとどめてゆくことは，

実際の日一哨lli よりも 長く感ぜ しめるものであり，実験的に

もli(ii かめられる( 凶3参照) 。評論家好みの言葉を使えば

「空間の l時間化」の一例といっ てよい。それによって心

の調整のための時間を稼いでいる。糊口では休をかがめ

では入 らねばならない。それは隔絶感とともに，室を広

く感せ' しめるのに必婆であ り，狭い空間を対角線』ζ 見さ

せる点でも有効であろう。昔は障子をしめ行灯を用いた

と聞く。大徳寺で，その状態の照度を測定してみたらど

の部分も 10ルクス以下であった。明るければ全く弘白む

思いになるであろう。監は中性 ｦｾ の粗而だから ， 視線を

吸込んでな識の表

而 Ic l1¥しゃばって

は乙ない。 E も座

布団も小さく乙し

らえてあり，作法

も大きな! l l IJ作を抑

制する処か ら生れ

ているかに思われ

• • • • • • • • • • 
図 3

長i 1 . ひろがりが数例 IC合由J されると

過大視される。( 分押l圃1謂t錯視)

る。狭さを利用する処とそれを窓識させない処とが巧妙

に仕ｾｾされてある。

極大極少の例を引用したが，それぞれが単独に存在し

ているのでは ない， human sca1e との比絞によっ て，その

存在を前提とする乙とによって意味を持つに過ぎない。

それは「弁別は絶対的大きさよりも，むしろ相対的大き

さによるJ の Weber - Fechner 法則，並び lζ その後の「生

体の平衡化傾向による車1J 収効果の増減J の諸研究K よっ

て裏づけ される。

×  ×  ×  

以上，与えられた紙数を巡かに超過したにもかかわら

ず，やっと述べ得たかに思われるのは，室空間の基底i内

機能だけで， 11方にとって室内怒匠という純固から不満

足なものかも知れない。しかし私にとっては，工芸的な

B匠よりも正s築家にとって一義的なものを述べたつもり

である。芸術を地上lζ 引下すような安易な説明や釈伽に

説法の嫌いの多い乙とを述べて来たのは， humon engi-

neenng の- E2として，いわゆるミ下からの研究ミ結果

を整理応用するのを主としたからである。芸術的な リア

リテイ や空間論議の一つの磁石にでも なれれば， 木2をな

のだが。 (1沼33. 8. 20': 己)

字放の都合上. lt1: . 文Mt を省怖さぜていただ邑ました。( 編集部)

ー

( 筆者阪大工学部助教授}
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建 築 以 外 の イ ン テ リ ア ー 究 デ ザ イ ン

ニ つ の 例 に よ っ て … 一 - あ る ぜ ん ・ち な 丸i と 特 急 あ き か ぜ

(  1  ) インテリアーデザインということ

インテリアーデザインという問題は， 最近iζ なって起

ったものではな く，古 くからあった問題であるが，いわ

ゆる室内装飾 ( Inner Decoroti on)  といわれた時代の感

覚，すなわち Dec orot e ( 装飾) するという意味が，表面1

を化粧によって糊塗するというデザインの本旨から離れ

た遊びに重点が赴いたため，新しい セオ リーにしたがっ

て活発なデザイン活動を発停し/ 1 ' ， した建築並に工業テ・ザ

インの蔭lζ 隠れてしまった感があったのである。

もちろん，インテリアーのた場ミは，その本旨上，建

築および工業製品の範囲ぷとオーバーラップするのは当然、

である。すなわち，室内空間の構成については，建築デ

ザイン で処理され，家只などには工業製極化 されてい る

ものが相当ある ζ とは事実である。

しかし，実際 [ζ インテ リアーと取組んでみる と，そ と

には，テキスタイルＨ織物Ｉや陶ｾ，金属，プラスチ γ

クスなどの広範囲の資材の所理があり，家具について考

えてみても，工業製品で解決出来ない部分，すなわちハ

ンデイクラフトでなければ解決できない現実にぶつかる

のである。

もちろん，優れた家具が，マスプロにのっ て工業製品

化され，ローコストで提供される乙とは望ましいし，将

来かく なる乙とは当然予測されるが，その時代になって

も 作業のための家具や，整理絡納のための家具 l乙は，

マスプロに采せられない特殊なものが，相当数要求さ れ

る乙とは恕{象lζ 難く ない。

さらにイン テリヤーの分野は，単， Ｈｭｾ のみにある も

のではな く，船舶 ・車両 ・航空機などの内部構成にも大

きく関係しているので，その受持が極めて広範囲で複雑

多岐である乙とはいうまでもない。

木誌は建築関係者の機関誌であるので，建築関係のイ

ンテリア ーについては熟知されておられる向も多いと考

えられるので，今回はとくに建築以外の室内デザイン κ

ついて，お話しした方が，臭った意味での参考になるか

もしれないと思うので，以下いささかその方面の乙とを

申し述べてみる。

話lζ は，具体例を採り上げて，申上げるのが一番良い

と思うので，最近小生がデザイン lζ 関与したもので，た

またま船舶と車両にーづつの実例があるので，それを迩

上! ( のせてみたい。

船舶は大阪商船の「あるぜんちな丸J であり，! I I 両は

国鉄の特急「あさかぜ」号である。
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(  2  ) 船舶関係の … ヤ 引 イ ン )

- 今日までの状況

liil¥前の クイン ・メリ一号や，ノルマンデイ一号，ある

いはわが国の新田丸，あるぜんちな丸，などに視るどと

く，船舶の中κ は豪華客船と称する種類があって，その

室内椛成は，極めて充実したものがあった乙とは，つと

に周知の乙とである。

しかしわが国は，ど承知のどとし戦争κ よって，乙

れなどの優秀船を一挙IC失っ てしまった。わずかに戦線

船と称する粗製濫造の紛が，若干残された lζ 過ぎなかっ

fこ。

しかし海国であるわが国は，園内輸送の而だけでも，

船がなければ，一日もやってゆけない。

かくて終戦後，ただちに採り上げられたのが北海道，

四国，九州な どへの海上輸送力の復 IIJ であり，国鉄の育

園述絡船Ｈ洞青ｾ丸，羊締丸，踏 ｪ 珂丸等Ｉ ，乎 ｩｦｾ Ｎ￬ＡＮｉＡ絡船Ｈ紫

雲丸，周山丸) ，瀬戸内海航路紛( るり丸，ｾｪ ｾ 民主丸，米丸

等) ，沖縄航路( 白雲丸，白 山丸等) の 1，000屯から 3，000

屯級の貨客船の ｭ 造が始まり ， われわれは永い戦 ＱｾＱ 中の

陪黒時代から，たちまち光明の世界へもどった苔びで無

中になって， ζ れらのデザインに従事したものである。

やがて海外輸送の復旧のため，政府の J-I. 画造船が始め

られて 10 ，000屯級の貨物船が建造され始め，年を追って

今日 lζ 至っている。

その後，朝鮮:i JI 変の勃発と共lζ ，わが国の海巡界はに

わかに活況を主し，いわゆる第一次の造船ブームとなっ

たが，その花形はなん といっ ても油梢船であって，オイ

ル空ンカーブームは， "51続いて国際的競争の収益化とと

もに，大型船|時代を現/1¥し今日 では， 60 ，000 屯から 90 ，
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000屯の 7 ンモス ・タンカ一時代lζ 入っている。

乙の閲，われわれの仕事としては，輸出船H寺代lζ 入り，

外国船主からの要求によって，ずいぶん新しい資材や工

法を勉強させられたもののある乙とを特Mしたい。

ζ のｾ求は ， 主として，米国と北欧の船主あたりから

11¥されたのであるが，今になってみると，乙の勉強は今

日のわれわれの技術K 大きく役立っているのである。

すなわち，油槽紛の防火方式や，電気配線の椛造など

には，建築の及ばない高性能方式が採用されているとい

っても過言でな く，ジョンス ・7 ンピノレ社の 7 リナイト

や，英国製スプ リンクラーなどは，乙れらの関係の仕事

では，早くから採用されており，防火材としてのメラミ

ン化粧板や，ポ リウレ タン塗料，会金属製の家具などは

船舶 ・艦艇の方が極めて広範閣に採用している。

- 将来の船舶界

以後から今 U までの船舶界の概況は上，icのとおりであ

る が， さ て今日以後の造船界は如何な るブ ｾｬ ￭ｽ ｊ をたどるか

という乙とについて考えてみると，ど示知 lのごとくさし

もの活況を提した泊料li船建造ブーム i時代も，今日では下

火となり，海illi 界の呆気の波の荒さにいまさら ながら驚

くのであるが， ζ のタンカーブームκ 代って今後予測さ

れるのは世界的な客船建造時代の到来である。

北極を越えて，極東から北欧まで，わずか二日足らず

で行ける航空機時代に，いまさら客船11寺代でもあるまい

と一応は思われるのであるが，船の持つ↑ fi 緒と航海の面

白さは，独特の持味らしく ，今日では欧米では，ビジ ネ

スには航空機，遊山には船舶というように判然と区別さ

れた模様であり， また生来の飛行機嫌いという述中も 多

いと見えて，もっとも航空機に駆遂されるべきはずの，

北大凶洋航路の客船が常l己満員であり ，現. { E 各国が競争

ヲリストフオロ ・コロ ンポ号( イタリア)
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して乙の航路iζ 優秀家- 撃船を，続々と建造しつつある事

実が認められるのは，ま乙とに面白い現象である。

また，乙れ等の新造船中，とくに注目すべきは， 400 億

円という史上最大の建造fi と技術を掛けて建造中のアメ

リカの Uni ted Stat es 号の姉妹船と，フランスとし ては

未曽有の建造1.'( 3∞億円をかけて， その洗練されたデザ

イン ・センスを発揮するであろうフランス号 ( 55. 000屯)

と，イタ リーの漸新な近代感覚を示すであろうレオ ナル

ドダ ・グインチ号 ( 32. 000屯) ならびにオランダのロッ

テルダム号 (27. 000屯) である。また， レイモンド ・ロ

ーイが船の外観から室内までデザインしたといわれるア

以下最近の世界各国の優秀客船，並にその建造計画の

一端を掲げてみよう。( 下表参照)

下表をみても，すぐ判るようにいずれも 30. 000屯か

ら50. 000屯の巨船であ り，とてつ もない巨践を投じて建

造している船が多 く， 乙れらが 2. 3 年後に大西洋の波間

にその巨姿を浮ばすときの壮観さは期して待つべきもの

がある。

船
名 航 路

| 就 航 脳 中 |
備 考

ア

イ ン 円 ン デ ン ス l ndepend… | 23. 側 1 i !  / ァ ~ ニ ュ ー ト ヲ | 政 治 中 | 姉 妹 船

コ ンス テイテューシ ｃ ヨ ｯ ン ｾｳｴｩｴｵｴｩｯｮ I  
同 同 |  … ン ド ローィのデザインst i tut i on 

メ

Uni t ed St ates 

! 日ーョ - P ~ |  
53.以)() サザンプトン- ，レア ープル 就

航 |  乗…船予約はス数ス週ピ間ー前ドK 捌満員

1> 

同 上 姉 妹 船
同

i建 造 中 | ヂ 最 大 の 強 制 4∞ 億 円をかけてい

アメリカ新ンプレ造デデント船ラインの I  40，∞m0乃，ooEEo || : 太 平 洋 航 路
定 | 山太対平抗洋す航る路も哨ら硝 叫 合

E れK の し い

P O社キ

ヤ ン ベ ラ 号
iii | 建 造 中 1

19僻 - 196郎 完成

オリエントライン社

同 同

"!A 

オ リ ァ ー ナ 号

ユニオン キヤツスル社

お 側 | 英 本 日 ア フ リ カ P 同ウインザー キヤツスル号

キュ ーナー ド ホワイトス号タ一社

ク イ ン エ リ ザ ベ ス

| ー ョ - 7- …

83. 似加 プール~サザンプトン 就

同

同 上 同 同空 イ ン メ リ ー 号

国

| 今 春 恥 仰 と し て 来航す

同

同 上 同
キ ヤ ロ ニ ア 号

同

同 上 同
モ レ ? ニ ア E 号

位、
7  ラ ン ス 号

弱，棚 I  ' レアーブル~ニ ュー ョー 7? 1 建 造 中 1 m 億1年円完を成働，け最建も造注中目されるも の

瑚 イ，v ド フ ラ ン ス 号 ω |ル ブ ル ~ ニ ュ ー ョ - 7 1 就

西
ベ J レ プ 号

同 同
| 沌円 ドイ哨オイ ロ バ 号を ＱＹＵＱ 年 Ｑ ｾ ＷＰ 健

をかけて改造す

イ
9 リストフオロ コロンポ号 29. 000 1 ぃ 一 一 ヨ ー ク

航 I  先姉年舷沈船没したアンドレア ・ドレア号の

タ

レ オ ナ ル ド ダゲインチ号
同 上

?  

リ

オ ー ガ ス タ ス 号
， 

同 |  ル 1952年 蹴

オ
ロ ッ テ ル ダ ム 号 ω  |  ロ ッ テ 山 : ; >. - 3- 7 1  建

ニューヨーク
造 1

1959年完成 側 人収容の劇場あり

ラ

ニュー ・ア ム ス テ ル ダ ム 号
同

二J

ザ
ス タ ー デ ン ダ ム サ

同 日1 | 今 私 日 本 へ 観 光 船 と し て 来 航

ス
グ リ ッ プ ス ホ ル ム 号 23. 000 1  ゴーテポルグ= ューヨーク |  就

'" 

| 今 滋 日本へ観光船として来航

空 ン グ ス ホ ル ム 号
同 同

フー"

"  
ス ト ツ ヲ ホ ル ム 号

同 同
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メリカのコンスティテュー ション号の完成予想区l等を見

ると，煙突が展望室に変り，本当の煙は後部の二本の流

線型のマストが兼用するという今日までの常識を破った

型状を示し， 内部のパース ペクテイ グ等でみられるイン

テリ ヤーは，飛躍的tζ 斬新なものもあり，われわれの期

待すると乙ろも甚だ大きい。

乙のよう な世界的な客船建造時代に あって，得って世

界第三位の海運国を誇ったわが国の客船計画は如何かと

いうと，敗戦の影響は大きく海運界にも作用して，現在

では人間より先ず荷物というわけで，正式に船台K 乗っ

ている客船のない乙とは，ま乙と に残念である。

しかし，巷間新聞等で，しばしば伝えているどとく ，

あるいは大平洋航路の豪華客船や，原子力移民船建造計

画等，その胎1 f ! J Jは次第に活発化しつつある乙とは否めな

いし，何日の目か，必ず，日本の文化，技術を世界に誇

り得る優秀船の出現す る乙とを， 心より期待する次第で

あるが，現在，とにかく 乙の積の性格の船として，わが

国で如何なるものがあるかと考えたとき，もっとも注目

すべきものは，移民船と称する大阪商船株式会社の一連

の船舶である。
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「あるぜんち な丸J 一 等 食 堂

乙れは，名のとおりわが国の国策にそって，移民を: i i l l

ぶ南米航路の船である乙とはいう までも ないが，育ij 記の

ごとく，代表的な客船がわが国にない聞は，わが国の文

化， 技術を，いささかなりとも他国に紹介する，いわゆ

る準客船的な性絡をも合せ持つ船でもあると考えてよい

のではなかろうか。

- あるぜんちな丸

前記の意味から，乙の4月に竣工して，5月にブラジ J レ

向け処女航海にの; まった大阪商船の新造船 「あるぜんち

な丸J は，その船内設備において，現在， わが国が保有

する商船の中では，もっともハイグレイドの代表船であ

るといっても過言ではないと思う。

もちろん移民はわが国では，社会的にも，極めて大切

な意味を持つ人迷であるだけに，その人達の使用する三

等客室は， Ｑｦｾに改良せられ て おり， I あるぜんちな丸J

でも，その居住設備 lζ もっとも重点がおかれたのである

が，たまたま私は，同船の公室( パプリック ・J レー ム)

である一等の，食堂 ( Dining Sol oon) 社交室 ( Lounge)

喫煙室 ( Smoki ng Room) 階段広間 ( Entrance Hal l ) ベラン



ダー ( Open Verandoh) 等のインテ リアー ・デザインに

関与したので，主として乙の部屋群le付いてその許= 細を

申し述べたい。

その前に同船の主デ一安ーに付いて紹介すると，

磁 造 所
新三菱mて事l' 戸造船所

完 成 j閲 昭和33年 4 月初 日

排水噸数 17.355噸

総 噸 数 10.6∞噸

最高速力 19. 5ノット

平均速力 16.5ノット

一等船客 12名 定貝

二等船客 82名 11 

三等船客 9ω 名 11 

であり，大阪商船が戦後処迭した「さんとす丸J ["あめ

りか丸J i あふりか丸J i ぶらじる丸」等の移民船の実績

を基本として，各部 le渉って改良を加えたものである。

防火方式はス プ リンクラ一式消火当報装置を設備し，

一等全域には冷暖房の エアーコ ンデイションを施 し，照

明は主として後光灯を採用している 。船体の色は吃水線

下はH音赤色，上甲板までは藤色がかったグレー，それよ

り上は白色であり，媛突はグァイオレツト ・グレーに大

の字のファンネル ・マークが入っている。

4一 等 食 堂 (1st Class Dining Saloon)  

壁・・ ホワイト ・マホカ・ニー材， クリヤ ーホットラッカー仕上

天井 9ヲ草原合板， アイポリー色 オイルペイント 小叩 き

床 … プリタニ ー ・ブルー (Br i t t any Bl ue) 色 のヨヤスペ模

織のゴムタ イル強

場0-1 ホワイト ・ マホガニー 材 ， 並ぴ ｉｾ 桜材使 ｭ

附子張は若草色 (F resh Grass Green) のナイロン ・モ

ケット

ｾＡＱＡ＠ マガキ綴健ドレ ープ ( 色 はグリーン)

レースカーテン 本絹紗

可l子鴎 lIJ! i¥'i色のドレ ーブ

照明恕只 .. 3 0 Wサ - 7 ラインm光灯. 保共はアヲ ライト 成型

壁面正面中央に「説経」と主題する稼高蒔絵( 上原清氏

作) を依込し，蛸皇霊前両側 IL エッチを造り，森野1iE光氏

ＱＧ ｦｂＺ 一対をおいた 。 ニッチの内側には川 ｉ｢ｾ 織物製金砂子

儲綴織を張る。

漆i ! - l i *全「陽雌」は，桃山時代の金31f 障壁画iの感' 立をそ

のまま採り入れた花鳥文棋とした。

4 一 等 社 交 室 Qst Class Lounge)  

I程・ ・ウオール ・ナ Y ト材， クリヤー ・ホッ ト・ラッ カー仕上

天井・・ 円型の11um照明，間後照明内部は 9m m合仮，オイ ル ・ペ

イン ト仕上，周凶の下 り天井は 9 mm1t.tUIt : スト ライ プ ・

リグを入れ. アルミ ・ペースト のハ イソ リY ド・ラッカー

仕上とす

床ー…・ Maize (淡IfD 色， ラパータイミ張

家Tl ・-・ウオールナット 材並び IC経 材

j¥l j子張はフレンテ ・グレ一色 のナイロン ・モケットl l ! .ぴIζ

手術総染のフオ J レスクイン綴織のテレンプ

ｾ担当 ラベ ンダー ・グレイ 色のドレ ープ ( 千々岩峨峨}

レースカーテン・・本絹紗

鐙には小林尚峡，加藤宗巌氏な どの共作による彫金の飛

渇する Iti]; ( 主題，自由) のレリ ーフ をとばした。

Ｔ 一等喫煙室 ｾ ｉ ｳｴ Class Smoking Rm)  

目白 ケパー ν J ゴ材

天井・社交室と同じ

床 Ｐ ・・ト パ ー ズ 色 Ｈｩ｜Ｇｩ 色Ｉ のラパ ー タイルｾ

家具・ 6 ケパーシンゴ材， 並びIC桜村，椅子張地は

ハニ ーエロ ー ( 飾質} 色と ラベンダー ・グレー色のナ イロ

ン ・モケット

窓銭。オリエ ンタル ・ゴールド色のドレープ ( 時雨脱線}

レースカ ーテン 本絹紗

星まには アノレゼンチンの国花エ リス リナ ( Er yt hri no) と緬

羊， 蜂 鳥を表わした象 ， ｾ本彫 Ｈ 吉 田 関三氏作Ｉを配した 。

「あるぜんら担丸J 一等社交箪

「あるぜんちな丸J 一等喫煙室
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ピアノは日本楽器IL とくに依頼して，壁材と同材のケパ

ーシンゴを使用したデラックス判を製作してもらった。

4 階 段 広 間 (1st Class Entrance Hall )  

床口 ピフロ*

天井… 白色ペイント仕上

日ｾＮＮＮ アイポリ一色ペイント 仕上. i ' . ! i 作は桜材

家具… 桜材，純子張はロー ズ色のテピロン ・モケット

壁! 日影金製の扇面三面( 布白金銀象 l乱む1 ; 金紫赤片切彫

銀地黒塗打lち彫) を鈴々会の作家に依恥製作しても らっ

た壁飾を掛けた。

4ベ ラ ン ダ (Qpen Verandah)  

一等船室のあるブリッジ ・デッキの後郎にあり，屋根

はあるが，四周は開放されており，風雨にさらされる状

態にあるので，と くにそ 0:. 点 l己紹窓がはれわれた。

家具… 旗製. 精子強サラン. 充喧1物サ ランロ / 7

壁画・主題「秋の清水J 伊奈製淘 IC依頼して陶片モザイ ツ空K て

製作

4 デザイン・ポリシーとデザイン過程

本船を建造した新三菱重工業のような大きい造船所IL

は，たいてい，銭装部門に，デザイ ン専門の過程を経た

スタッフが在って. ARA NGE MENT  は，乙れ等熟練者に

よって立案されるし，デザイン構想についても，われわ

れは常lζ 乙れらの人々と連絡協議しつつ行うのである。

船の装飾』ζ は，陸上建築のそれに比して，相当高いグ

「あるぜんらは丸J 階段広間

レードが与えられるのであるが，如何に金を掛けても，

z ーマー

船主と造船所の担当技師，およびわれわれデザイナ ーの

三者の間に意見の喰い迷いがあっては，絶対に良い作品

はでき得ない。

乙の点，幸 lζ も本船のオーナーは過去において，数多

くの優秀船を建造した大阪商船であり，竹内工務部長，

岡田工務課長等は，その当時の貴重な経験を持つベテラ

ンで あり，造船所においても前述のどとき人々の良き理

解があったので，好結果が得られたと考えている。

乙乙でとくに一言したいのは，船という特殊な環境下

にあるものの，イ ンテ リヤ ーデザインの在り方である。

陸上建築のもっとも前衛的な立坊にあ る作家の考え方

からみれば， 日本の船だけに限らず，外国の代表的な船

舶についても同様であると思うが，相当異論が出るので

はないかという乙とである。

換言すれば，船内構成に装飾的要紫が多すぎるという

意見が，それ等の人々から出るのではないかという乙と

である。

本論の冒頭K. 述べたように，私はミ装飾によっ て糊塗

するミ乙とを否定するものであるだけに，本船のデザイ

ンの出発tζ 当っ て，乙の問題K ついて相当悩んだので，

船主や実際船に乗り組んでいる海員の意見を問うた結

果，いまさらのように船と陸との生活心理の迷う乙とに

驚いたのである。

すなわち常に水平線のみしか見えぬ単調な明け暮れ，

あるいは氷雪風雨と闘う緊張の連続の中におかれている

人々の心理には，その反対としてのフィクシ ョンが要求

されるとと，陸上のわれわれにはなかなか想像でき ない

ものがある乙とである。船のインテリアーデザインには

陸上にある冷厳なまでに整理された空間よりも，情熱的

な要紫の入った住居空間が切実な要求として求められて

いるのではないかという乙とである。

「あるぜんら伝丸」ベ ラ: - - ' /



(  3  ) 牽輔の イ 竺 ア ー デ 空 イ ン !

- 船舶と車舗の共通点と相違点

車両内部の扱い方については，船舶と共通の類似点、が

多いが，その反iffi ，船舶にないファクトを要求される

問題もなかなかあるものである。

次に両者の共通点と相迩点を表示すると，

A  共通点

l  ともに走行するものであって，振動 ・歪1111 ・激

しいl!l fi 撃など，他i l l IJ的に強し、力が加え られる ζ

と，したがって構造材はもちろん， 化粧材 にも

高度の耐久力が要求さ れる乙と。

2 .  陸上構造物のどと く， 日射方向，入射角度がー

定でないと と。

3 .  暑熱地帯， 寒冷地帯を問わず，あらゆる気象条

件下に突入す るため，完全なるインシユレーシ

ョンと 防歪カの大きい資材が要求される乙と 。

4.  あらゆる階級と噌好をもっ人達が，その利用者

として乗込み，ある一定の時間中は， 特別な社

交性質を持つ場となる乙と 。

5 .  ともに限 られた狭隆な室内空間しか与えられな

い乙と。しかもその空間の中で，休養 ・陸眠 ・

食事 ・排他な どの生活機能を満足さ せる設備を

備えねばならないとと 。

6. 湿気と紡火には とくに注意をはらわねばならな

い乙と。

B  相違点

1.  船舶には Sheer (舷弧) Camber  ( 轡幽) があっ

て天井，床は水平でないが，車両κ はそれがな

い乙と。( 船では，建築工事におけるミ下げ綴

りミが使用できない一事を想い合せていただき

たい。)

2 .  車両 lζ は，その高速化と共』ζ 転量化という問題

が大きい要素に なってい ること， これは車両工

作上実に大きい影響がある 。

3.  車両は船舶に比して， 予算が相当切りつめられ

ている乙と。しかも，乙の予算内で常 lζ 新しい

資材の採用を要求されてい る乙と

などである。
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- デザイナーとヱンジニヤーとの協力

車両をやってみて特K 感じられる乙とは，機械的な要

素が直接にインテリヤー・ デザインとぶつかる乙とであ

って，乙れは建築は勿論船舶との比でなく，デザイナー

とエンジニヤーとの密接な協力を必要とする乙と車両ほ

ど切実なものはない。

たとえば，精子一つK しでも， f0Jのミ リクライニング

・チエヤーミのどときは，そのフオルムを構成するに，

エンジニヤーから 出た条件を満足させるものでなければ

とうてい手κ おえる代物でないという乙とである。

- 特急 「あさかぜ」

前述の ごとく， 荘、は，最近国鉄の特急 「あさかぜ」号

の，インテリアー ・デザインを依i属されたので，以下乙

の詳細について申述べる。

新「あさかぜ」号は，さる 8 月30日に完成， 乙の原稿

を書いている現在 ( 9 月上旬) 東京一博多聞の全線試迩

転を行 っている。

ど承知のどとく ，最近のわが国の車両の製作技術には

目覚しい進歩があ って，海外へは印度，東南アジア，南

， ー パ ー エ キ ス プ ν zぇ

米等 lζ 輸出され ，国内では，小田急の S . E 車，近鉄の

57 5- J i 車などの優秀車が出現しているが，国鉄でも

車両の改良は，主要な経営方針のーっとして採り上げら

れ，最近二つの代表的特急車を期造した。

その一つは，

東京一大阪閥六時間半の快速ビジネス特急「乙だま」

号であり ，

いま一つは，

ζ 乙に採り上げる東京 博多聞の新特急「あさかぜ」

号である。

「乙だま J 号は，八両連結の電車型式のものであり，乙

れは全部国鉄技術陣の設計である。

申すまでもなく，国鉄は，位界有数の鉄道経営体であ

り，その歴史と規模ならびに技術は，わが国のみな らず

世界有数のものであるので， もちろん今日までの国鉄車

両はピス 1 本κ 至るまで，その技術によって設計され，

しかも，その車両は優秀であるという定評がついてい

Tこ。

その国鉄が今回，新「あさかぜJ fC おいて，始めて民

閣のデザイ ンを採用するという ，画期的な試みを敢えて

したという点に，もっとも注目されるべきものがあると

思う 。

新 「あさかぜ」は， 3編成 ( 1編成 13両述結) 製作され

Tこ。

その中 1 編成を 日本車両製造株式会社( 名古屋) で，

1 編成を 日立製作所下松工場( 山口県) で，

残り 1 編成を，両社で半々，製作する。

というように分担された。

ｾＲ＠

日車と目立は，車両の基本構造，ならびに述転上，ま

たは保安上必要とする事項は，国鉄から指定を受けたが

その他 lζ ついては一切両社独自の設計に委ねられ，両社

は各々の責任において，特徴あるデザインを発表したも

ので，互に比較検討されるという立場にたったものであ

る。

私は日本車両製造株式会社担当の分のインテリア ・デ

ザイン lζ 関与した次第であるが，私としては日本の幹線

を走る代表的特急車に使用される牽繭を，かかる型式で

発注した国鉄の英断rc. i故意を払いつつも，それだけに責

任の重大さを痛感し，私自身はもちろん，全スタッフの

総力をあげて仕事rc . 従ったのである。

新あさかぜ号の編成は

東京寄より 三等耳1 2輔，三等寝台車 5酬. 食堂司1 1轍，二等I j l

1刷. ニ等 B寝台車 2柄，ニ等 A 寝台車 1綱，荷物

111 Ｈ半ば ｭｾ 軍事Ｉ 1輔

計 13' 輔 で あ る .

同車の機能的特徴として決定された乙とは，

1. 粂心地を快適にするため，台車κ は空気パネを使

用し

2. 述結装置には，油圧緩衡器を採用し

3. 全列車κ ，; Q期 ・冷房装置，冬期加湿器付換気装

置のエヤー ・コンディシ ョニングを施し

4 .  電気暖房器，補助換気用排気扇，殺菌装置付ウォ

ーター ・クーラ ー，ジ ュー ス ・クーラ ー，電気過

水器等を装置しており，乙れら屯気機器用電源は

電源車に装備された 2 基のディーゼル機関駆動の

交流発電機より供給され

5. 車体は軽量客車用鋼体の設計K よって，従来の車

体重量 3510n を 27 . 510n 程度まで引下げ

6.  車体外板は 1. 6 粍厚鋼板とし，骨は全て板曲げ材

を使用し，鋼体内面は厚 10粍のアスベスト吹付金

施して防音，防熱』ζ 対所し，床は波形鋼板の上 iζ

厚 ＲＵ ｾｻ ［ の ポ リスチレン発泡板を敷き，床板は厚 Ｑ Ｕ

mmの合板で，その上国K リノリュームを張った。

7.  車体内張材は，全車体を通じてハードボードを使

用し，鋼体との閥に 10mm のモ J レトプレ ーンを張

り，天井板は吸音用アコースティック ・ハードボ

ードを使用して，同様 10mm のモ J レトプレーンを

5長って! 坊熱，防音K 考慮を払った。

8.  窓lζ は二重硝子( ペアーガラス) を匝見込み，窓の

開聞はできない。

等であるが，私は自分の担当するインテリアー ・デザ、イ

ンの基調を定めるに当って，あらゆる方面より検討した

結果，次のようなデザイン ・ポリシーを立てた。

- あさかぜのデザイン・ポリシー

(  1  ) 日本で製作し， 日本の幹線を走り，日本人K 利用

される王手綱である以上，近代的な構成の中 lζ ，よ
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い意味での日本的感覚をとり入れ， 乙れを基調と

する乙と。

( 2 ) 各車繍の車体構造および装備品との色彩調節K ，

とくに留意する乙と。

( 3 ) 長距離を走る列車であるため各室内の居住性は，

とくに望まれると乙ろであるのみな らず，しかも

それは列車全体を通じての一貫した感覚のもとに

郷める乙と。

( 4 ) 各車の特徴を本質的に考慮する乙と。すなわち，

「あさかぜ」は，東京一博多間の夜行列車である

ため，寝台車においては， その プライパシーを尊

重する考慮を払い，各車室 とも落着いて静かな色

彩と構成を保持大せる一方，パブリ ック ・J レ| ム

の性格を有する食堂車ならびに売庖iζ は，感じを

一変せしめる効果を発揮するため，思い切った色

彩と豪華感を与えるよう努力する乙と。

( 5 ) 使用材料は近代感覚を盛り 上げ，新しい技術を生

かす意味で， なるべくがf材料を採用する ζ と。

ロロロ叫旦oa- E 博

乙のデザイン ・ポリシ ーを日本車隔に説明したと乙ろ，

幸κ も社長はじめ幹部の全面的な賛同を得た。その後予

算の関係より部分的に多少変更したと乙ろはあったが，

最後まで当初のデザ イン ・ポリシーがー賞されたととは

デザ イナーと して最も有難い乙とであった。

また，前記のデザイナーとエンデニヤーとの緊密な協

力の商は，日車似IJ 当面の担当であるこ村設計課長が，当

方の最ー上の理解者として，同氏との絶えない述絡によっ

て，十分その成果をあげ得たと思う。

- あさかぜの各車車両の内部説明

(  1  ) 二等 A寝台車

乙の車lζ は，わが国lζ 今までなかった型式として

一人用のコンパート ・J レームが設けられた。乙の

部屋は 1900粍 X 1046粍という実に狭い空間である

ので， この部屋を使用した場合， 心理的な広さと

静かさを暗示させるため，色彩と椛成には，とく

! C考慮を払った9 壁のー閣を Li rac Gr ay 色のスー

ｾＳ＠



ノマー ・ハ イソリ ッド・ラッ カー仕上とし，他の三

面をアメ リカ ン・ウォー J レナット 材張と して， 高

雅さと安静感を表現でき得たと思っている。

椅子はフレンチ ・グレ一色の統毛モ ケ ッ ト を 張

り，床は Peony Red の純毛カーペットを敷詰めて

し、る。

精子の Ｇ ｴｾ 面は回転式絞台となり，特殊のメカニズ

ムlζ よっ て，采客が好むまま終易』乙水平位百また

は格納位置!C操作でき得る如くなっている。

乙の他，乙の車には上下二段ベッドによる二人絞

室もあ り，その一室には， 間仕切墜をハ ネカ ム ・

ボー ドを使用した折たたみ式にし て，四人部屋に

もなる如く設計されている。

もちろん各室には，洗面器と荷物棚ならびにスピ

ーカーが付け られである。

ζ の種の車隔は，外国では C A NADI AN NATI O---

NA L ， C ALl FORNI A  ZEPHYR， あるいは GRE AT

NOR THERN  " Empire  Buil der" 害事lζ 見受けられるも

のと考えて戴ければよい。

( 2) 二等 B寝台車 ・ニ等車

椅子張にはチ ャコ ール ・グレ イ (Chorcool Gr oy)  

色モケットを使用し，椅子の一部あるいは天井の

一部にアラビア赤色 ( A robion Red) のボ ーダーラ

イトを付けてアク セントとしている。壁lま淡線灰

色 (Desert Sond) のスーパー ・ハイソリッド ・ラッ

カー仕上，カーペットは黄褐色 (G olden Bro wn) ， 

カー テンは青磁色切金模様の別織である。椅子張

地のチャコー J レ・グレイ色は，あらゆる色彩を検

討したうえ採用したもので，本列車の色彩計画の

うち最も冒険したものであるが，自分とし ては強

い確信を持 っている色である。

( 3 ) 食 堂 車

墜には，今までに全然発表されていない新材料を

使いたかった ので，騒々 研究した結果，ハードボ

ー ドに金銀糸入りの葛布張り，ポ リエ ステノレ ・コ

ーティングというも のを案出し て， とくに試作を

重ねて使用した。

天井両側』乙鮮紅色 ( Ro won Berry) のボ ーダー ライ

ト( 半間接照明) を採用し，中央のボ ーダー ライ

トの両側 lζ 冷暖房のグリットを附した。椅子は先

細のスチ ーノレパイプを使った金属製で，椅子張に

はアル ミ銀糸入 ラメ一級ビニ ーJ レレザーを使っ て

いる。床は特別にデザイン L た縞模様入り の黒色

リノリュ ームである。

カーテ ンもまた別にデザインを行った。賞地K

灰，黒，総，茶等の横縞模様であ る。

サイ ドボードはオー J レド ・アイポ リ一色のカシュ

ー塗で，扉 IC金箔，銀箔，うるみ色， 黒呂色等の



本漆を使用した。漆は加賀漆である。その一部κ

鋭ならびに後光灯の間接照明を使っている。

( 4) 三等寝台車・三等車

椅子張は全て Gol den Brown 色の F60 番モケット

を使用。

三等製台車の床はブルー ・ジャスペ，三等車はグ

レーの1I! t J :也のリノリュームを探用し た。

壁の色は，やや賞lはがかった淡緑色 ( Pol e Leaf  

Gr een) である。

(  5  ) 売 后

売庖 ｬζ はショーケースと，ｾ付隊列棚と，クール

. ウォーター器および 7 イクロホーンならびにス

ピーカーを備えており，本列車の窓が閃かないた

め，車内での弁当，飲料水， ｾミ子，雑誌，新聞等

の販売に使用される。

ｾはウォーム ・ グレ一色 Ｈ ｗ ｡ｲｭ G ray) ，陳列ケー

スK は黒色，天井 lζ は鮮紅色のデコラを使った。

• rあさかぜJ の仕事をして感 じたこと

最後1(" 乙の仕事をして，とくに感じた乙とを申し上

げたい。それは国鉄の検査が，あらゆる部門 lζ 渉って，

非常 lζ 厳格であるというととであり，車附メーカーとし

ての日車も，それ』ζ 劣らないシビヤーな要求を出したと

いう乙とである。

ζ れは，建築や船舶では到底想像できないほどであっ

て，吾々は乙の点，非常に苦労はしたが，後になって考

えてみると，乙れは全く良い ζ とであって，国鉄技術の

優秀性の原因の一端は，乙乙にあるのではないかと思っ

たのである。

私は，乙の点は今後是非，建築や船舶部門にも採り入

れて欲しいと思うので，二，三の例をあげて詳記してみ

る。

例えば「あさかぜJ K 使った織物である。椅子張地は

上記の如く ，すべてモケットを使用したが，従来のわが

国の率車両は全部モケット張であるといってもよく，反対

にアメリカ等では，車両lζ はモケットをほとんど使って

いない ζ とが判ったので，当初，私としては新機軌を出

す意味で，モケット以外のもの，例えばピケ， レップス

等の組織のものを使いたかったのである。と乙ろが，国

鉄の耐降粍性，耐汚染性という，きしびい条件にぶつか

って，折角集めた新組織の織物は，すべて討死を遂げて

しまって，結局，現在の段階では，モケットに優るもの

なし という答が出てしまったのである。

それでは，色彩において変化を求める意味で( 私とし

ては，もちろん現在国鉄で使用されている椅子張の色彩

には，以前から相当批判と疑義を持っていたので… ) 最

初にニ等車 f(. Liloc Haz e ( 赤味のある淡藤色) ， 三等車

1ζ Fr esh Grass Gr een ( 柔い黄総色) を選択したが，乙

れもフェード ・メーターによる 40時閣の槌色試験という

苛酷な国鉄規絡の前K は，わが国最高の技術を誇る住江

織物のいかなる染料も乙れに耐え得なかったのである。

したがって，最終決定として採用されたニ等寝台のフ

レンチ ・グレ一色とチャコール ・グレ一色ならびに三等

車のゴー J レデン ・ブラウ ン色は，これ らの試験をパスし

た極め付きの染色と広言しでも，はばからないものにな

っている。

また，窓掛地も全部特別のデザインによる別織である

が， ( 二等111および食堂車は川島織物製，三等車は住江

織物製) 乙れらも耐槌色性と耐汚染性その他について長

j切に亘る試験とデザインの変更を重ねて決定したもので

ある。

レース ・カーテン地lζ しでも，既存のものは耐久性，

耐総色性，縮性等において何らかの( f . k 陥があって，結局

出来たての新繊維テ トロン( 100 96) が各試験の結果，

最も強靭であるとの答を得たので使用した。乙れも漂白

晒( 蛍光染料による) は弱いという乙とが判ったので，

原糸のままを織らした。

リノリュームを床K 採用したのも然り。当初，私はリ

ノタイルや，その他各種のプラスチック製タイル類を採

り上げた。

乙れらはリノリューム K 比して色彩の笠宮さと，発色

の鮮麗さがあり，デザイ ンするには行鋭いも のであった

が，車両の如く合板の床材の上 lζ 張るものとして，雨傘

の持込み等， 7. 1 < が浸透する機会の多い車両では，絶対に

継目の少ないものを採用しなければならないという過去

の体験が，最後』ζ は従来のリノリュームを敢えて採択せ

しめたのである。

金属の鍍金にしても然り。鉄』ζ は，やはり充分な工程

を与えられたクローム鍍金が，難点の最も少ないもので

あるという乙とが判 った。

最後のものが決定したとき私は実に気持がよかった。

というのは， r単なる理論や，メーカーの唱い文句によ

らず，自分が納得するまで実際に試験をさせて，その答

を得た」からであり「本当のデザインの在り方は，乙乙

にあるのだ」という体験を得たからである。

しかし，車両の検査規定は，一方では，乙ういう苛酷

なテストを要求するが，反而，新しいまま材がそれに合格

した場合， 勝隠なく乙れを採り上げる積極性をもってい

る。

例えば 525等の軽合金であり，また今回の食堂の壁材

であるポリエステル ・コーティングの化粧板がそれであ

り，さらに A 寝台車の間仕切の芯材に採用されたハネカ

ム ・ボード等，例は幾多もある。

私の拙い乙の報告が，そういう怠味で建築関係の諸賢

lζ 何らかの貢献がで きたなら，乙れ以上の喜びはない。

(理E者高島毘大阪支広設計部長)
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鳥 取 製 食 堂 セ ツ
福岡県大川製のサイドボード

家 具 の Ready Made に つ い て 角 尾 篤 彦

家具といえば木材工芸，木材工芸といえば家具を述想

され勝ちであった家具も，近来著しく変貌して来た。工

作方法の工業化と，資材の面でも，鉄材あり，ガラスあ

り，合成樹脂あり ，パーチ クノレボードあり，ハードボード

ありで，木材資源枯潟と相倹って木材を使用する部分は

だんだん縮少されてきた。木材使用高の統計を見ても，

パルプ，建築材料として使用される木材K 比して，家具

に使用する数量は極めて少な い。 昭和30年度- 3 5年度ま

での六カ年間の木材需要見込みを見ても明 らかである。

用語: m途

パ ル プ

坑 木

建 貝

毒E 只

島製まき

包 装

〈い丸太

枕 木

沼 柱

111 蝋

船 舶

織

m 築

其 他

輸出特術

百十

事 ? 炭 以 外 の 木 材 筒 要 見 込 ( 単 位 万 石 )

経済企繭庁木材資源利用合理化協2調会

烈竺1ll:.... ｟Ｚｬｾ 年ＱｬｬＺ Ｎ .• •.. ••.. ..• . } 5年度一

2. 450 2. 69907%)  Ｓ Ｎ ＱＱＵ ＨＱ Ｘ Ｎ Ｖ ｾ 臨 Ｉ

890 862 826 

414 468(0. 292費量) 切 5(0. 298%)

499 506(0.318，話) ＵＱＲ Ｈ Ｐ Ｎ ＳＱＲ ｾ 出 Ｉ

101 91 91 

2. 270 2. 350(14.75%)  2. 433( 14.42銘)

119 109 120 

321 322 327  

89 101 108 

120  130 139 

221 238 210 

98 124 9吐

5. 011 5. 469(34.296)  5. 747(34. 5必)

1. 907  2. 037 2.151 

470  458 469 

14. 982 15.966 16.844 

乙の表で見られるとおり，昭和32年度の木材需要総高

は15 ，966万石で， 乙の間パノレプ用材 1796 ，建築用材34 .2

9ぢ，包装用材14 .759ぢに対して家具用材は僅に0. 318% .

建具用材も漸く 0. 2996に過ぎない。従ってベニヤリ ング

の工法を多く用いて，少ない資材でより効果的のデザイ

ンが要望され，かつ木材lζ 代る他の合成資材の使用範囲
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が拡大される。

住宅建築の増加と生活械式の変化によっても ，家具の

需要はもっと伸張すべきだと恩うが，木材資材だけを見

ると，ま乙とに心細い。

しかも乙の需要見込高は， 木造建築をコンクリートま

たはプロック建築に切り替えて木材の消1. ' ( : ! i l : を出来るだ

け押えた数字である。かかる状態K ある家具は木材以外

に資材を需めるか，木材の消費を極力抑制するか，家具

lζ 不適当な小差木，廃材等から生産される繊維板をより

多く利用し なければならぬ状態になって来た。デザ イナ

ー負担も霊くなり，生産者も今日まで習慣的』ζ 使ってき

た木材だけに依存せず，新らしい資材の性絡とか利用方

法とかを会得して，新 らしい時代の家具生産に対処する

心掛が肝婆になってきた。

全国家具の生産高は判然とした数量は捉えがたいが，

前年度の生産高( ; 1 . 650億 - 7 0 0位、と推定される。乙の内既

製品家具と注文品のそれとの比は9096 :
10

96と推定され

る。

現代の大衆は他の日用品と同様にいかに既製家具を愛

用しているかが判 る。量的に注文家具を圧している。 乙

の傾向は今後ますます激しくなるのではないだろうか。

しかし，そ乙にいろいろ考えさせられる問題を蔵してい

る。

今までの既製家具の生産過程を見るに， c注文家具に

はデザイナーが関与するが) 既製家具は野放しの状態で

809ぢまではデザイナーはタッチしていない。生産者は52



大 川 製 四 尺 た ん す 長 野 県 製 の 洋 服 た ん す
大阪製の情事L.'U.11庄和風衣裁たんす

れているから造る。また売れている商品のp 似をして作

る，真似はあくまで真似であって新鮮さがない。そとに

現代の日常生活から必然的に要求されるｾｾ 震 とは程遠 い

ものが売られている。

乙の野放しの9096の家具類の改善は，既製家具を愛す

る大衆の日常生活を，もっと明るい雰囲気に誘う乙と が

出来るであろう。既製家具の進歩の遅い責任の一半はメ

ーカーがデザイン IL無関心でデザ、 イナーと協力して良い

商品を作り出す意慾lζ 欠けているという点と，貧困な中

小一零細企業の実態と してデザイナーを 占有でき ないと

いう点を挙げる乙とが出来る。他の一半はデザイナーが

既製家具というあまり変化のない仕事と，大衆の日常生

活に対する興味 と愛情の不足とい って過言ではあるま い

と思う。

注文家具のデザインは建築設計者または注文主との対

決で殆んど解決がつくが，既製家具のデザインは相手が

多数の大衆で，その多種多織の生活様式. 各人各個の感

覚と ，その趣味性の最大公約数をデザインにまとめ上げ

る困難があり，完壁な商品に仕上げるに3年- 5年の日月

を要す る。既製家具メ ーカー の業態では乙の日月を待つ

乙とが出来ない。

既製品家具のデザ、インを商品化するまでには少なくも

次の過程を経なければならぬ。

スケッチＨ検討ＩＭｾ縮図Ｈ般討Ｉ 一 現寸図Ｈ検ＱｈＩ一

試作( 検討修正) ー批判( 修正〉 一商品

しかるに泌縮図から直接商品化を試みるような現在の

メーカーの態度が順当な発展を阻む長大の原因で，わが

国の既製品家具の発達しないのも因は乙乙 等lζ 在ると思

つ。

勝れた既製品家具を作るには市場の調査，資料の収集

と相当の時間と努力が必要で，数カ月 ~数年間の研究検

討がいる。

北欧諸国が量産K 極めて困難なアー J レヌーボーの線や

面を近代感覚f C調和させて量産f C 導いた努力と根気のよ

さには敬服する。

わが国の現在の企業の段階では乙ういう面に対する理

解が極めて薄い 。 ｾの 縮図 が あれば家具が出来るという

観念、が除かれるまでは既製品家具は進ま ない。

たまたま乙の点についてデザイナーとメーカーが一体

となって成果を挙げた美しい話がある。福岡県大川市は

亨ンスの生産地として知ら れていたが，その製品は粗惑

で安ものの代名詞のような状態で，辛うじて周辺の九州

の需要を充たしていたが，約 5 年前デザイナー故河内諒

君が官界を去って大川に入り，大川 タンスの改善を畢生

の事業として，デザイン，工作の改善に采 り出し，岡市

のメーカーも亦同君の指導に極めて従Jl即 ζ 勉強し，幾多

の労苦を乗り越えて努力した結果は，三年後には販路を

大阪，東京に拡大して全国家具展には受nして，一極の

大川調( まだ完墜のものとはいし、難いが) を 出現し て他

の生産地も乙れに倣うというまでになり，常K 一歩を先

ん じて追従を許さぬ地位を確保した。河内君の功給とと

もに岡市のメー カーの理解ある，哀IJ若干fi励のたまものに

ｾＷ＠



六 川 製 の 洋 眠 た ん す 大 .'ii ｾ時組立玉 有 洋臓 に んす 名 古 厄 製 洋 服 た ん す

外な らぬ。五カ年の間lζ 九州の半工半段のー寒村が家具

の生産地として業界に臨むようになったのは，デザイナ

ーとメーカーの協力のたまものと称賛 f( 価す るものであ

る。惜しくも河内君は今春逝去したが，第二，第三の河

内君が出て各生産地のメーカーを指導したな らそれぞれ

特色のある地方家具が需要者を喜ばす乙とであろう。( 大

川市では後継 のデザイナーを得て精進を続けている。)

しかるに各地方家具の生産地では広島，府中，和歌山，

名古屋，長野等では独自の研究を経ずして，大川のデザ

イン，塗装( ポリエステ J レ) 等を; 模倣製作するものが多

く地方の特色を失いつつある乙と は，地方産業として考

えねばならぬ ζ とではないかと恩う。

注文家具が一品製作として工芸品的製作とするな らば

既製家具は工業製品とし て廉価，堅牢が要される。即ち

量産工程で出来るだけ生産を合理化して，価格の低廉を

j切さ なければならぬ。一方比較的若い購買層の感覚を満

たす新らしさと，堅牢さを加えなければならない。

しかし既製家具は現在の生産段階 lζ おいてはオートメ

ーシ ョン化する乙とは，他の工業製品と異って，極めて

困難である。この場合の量産の意味は同一種類をロッ ト

で流れ作業的に生産する乙とで， 資材構成，構造の複雑

等からなかなかむづかしい。結局部品分析をして製品を

何個かの部分に分けて分業生産をし て組立てる乙と即ち

部品分業を採用する乙とが，現在の段階に おける適当な

方法ではないかと考えられる一一 ζ の場合でもーロッ ト

の数は 10 ，000個を超える乙とは殆んどない一一 このため
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には人員の配置，加工機械の選定と分布等から考え直さ

なければならぬ。いづれにしても，既製家具の生産方式

は再検討を加える必要のある時機に到達していると恩う

が，乙の問題はしばらくおき，製品について考えて見よ

つ。

現在の既製品家具について見る K 二つの傾向がある。

一つは社会的，個人的日常生活の必需品としての家具と

一つは婚礼調度品としての家具である。前者は必需品と

して低廉，堅牢， 機能，しかも新らしい センスが要求さ

れるが，後者はわが国独自のもので多分に婚礼荷飾の目

的で装飾的要素を包含している。前者はあ くまで純粋の

実用品であるの K 対し，後者は実用 + 装飾であって，女

性，と くK 母親達の郷愁をそそる よう なものが好まれ，

かっ売れる。従って価格も実用品 + a となり，デザイン

にもかなり多くの遊戯的分子が加わるので，業者は乙の

方向の製品をつ くり，純実用品を敬遠す る傾向がある。

乙とに九月以後の結婚シーズンをひかえて婚礼調度品

陳列会が，虚々実々の聞に計画されているようである。

しかし乙れがほんとうの家具の姿であろうか，もっと

本質的に生活 lζ 即した良い廉L、家具が生れてはじめて大

衆の住文化の向上が見 られ，既製家具が高め られるので

はないだろうか。

附紀 私自身約30年間主として注文書草只室内装仰に従取し， 終戦後量産

の 駐留軍用家具の指導 ｉｾ 当って現在日正製品家具 の業 界 の 内 で ｼ剖 絞っき

ながら研究している。自分の考えのー舗を越したが， 既製品家具 ｉ ｾ 倒

して ， ｾの通じ ，ＮＨＮ い点も多 々あ ると思 う。 御叱正 を 乞 う Ｎ

( 筆者大阪府家具商工業連合会専弱理u! )



家 具 の Order Made に つ い て
上 田 幹

家具の需要が増加してくると，レディメードの良いも

のが作られて くる のは当然であるが，それに比例してオ

ーダーメードの家具が一層盛んに なる乙と も乙れまた当

りiIIJの乙とである。レディメードを出来合品といって慈

ければ. 直ぐに間に合うものといったらどうだろう。い

づれにせよ家具そのも のの本来の目的 には変ら ないが

現実の羽合には大いに違いがあ るので，家具のメーカー

の閲では問題ICなっ ている。しかし私は乙乙でその比較

論をしようとするのではない。

近代産業はいろんな方法でコストを下げて安 くして，

多くの需要に応じようとする乙とで，乙れはいつの場合

でも大切な原則であるが，オーダーメードにはその原則

に添わないで作ら れる場合があるので，いかにも時代ば

なれのした原始的産業のような感 じを変えるためではな

いか。

家具は生活を便利 快 適 にするものでな くてはならな

い。従って家具は使 って具合の良いものである ζ とは当

然であるが，見て快い美しいものでなければならない。

たとえ用が足りても不完全な工作や，無駄の多いもので

は家具本来の目的に添う乙とができない。見て美しい家

具は使っ て楽しいものである。また家具がその用途に使

われた時，それを使っている人を含めてそのあたり全体

の語囲気に調和したものでなければならず，しかもその

.家具を使 った時極めて快適でなければならないか らであ

る。 ζ うなって くる と単に機能ばかりでなく使う 人の好

みが加わって くる。 好みは千差万別であるからレデ ィメ

ードのものに気に入ったものがないと ，いきおいオ ーダ

ーをするようになる。

その反面業務用家具の中でも事務用家具のように機能

本位のものはレディメ ー ドで充分間IL合うが，そうした

もののデザインが殆んどメ ーカー自身によ ってなされて

いるものが多 い乙とである。レディメ ー ドのデザインは

特別な場合は別として，過去において良 く売れた形と 工

作法を基礎にしてそれに目先きの流行の仕上げを加味し

た程度のものが多く，工業デザインといわれるものとは

程遠いものである 。と れは家具の需要置からくるもの

で，従来の家内工業的な生産方式では止むを得なかった

ともいえる 。最近になって一郎の家具がやや品産されて

きたとはいえ，それらの需要庖の範囲が狭いので量を多

く製産しようとすれば購賀屈を拡げねばならず，い きお

い単価を下げなければならない羽自になってくる。 しか

もさらに大きな障害は外観だけを模倣した安物が直ぐ出

廻る 乙とで，乙う した述中に商業道徳をいっても始まら

ずなかなかつらい立窃にあるのが現状である。

乙う考えて くると哀のレデ ィメードといわれるものが

極めて少なくて，レディメードになる中間の試作的なも

のに止まっているのが多いのに気がつく。 ζ の一つの原

因lζ 日本人の独占欲が強 く働いて， 自分のと ころだけ し

かないという 乙とを得意にする気風がある からである。

そ乙をうま く視 ってオーダーメードの活躍する 余地を与

えているのではないか。それ も従来は自 分の好みという

より，デザイナーやメーカーの考えによるものが多かっ

た。乙うした乙とは洋風家具にと くに多く，和風家具と

なると少なか ったのは座敷の生活は生れなが ら身につい

ていて，家具そのものが生活に慣れきっているため，自

分の好みを生かした特別のものは直接注文す る乙と がで

きるようになっていfこからである。

それが洋風のものとなると慣れていないので業者まか

せの場合が多く，業者の大部分は習い覚えた従来の裂に

上 張 裂 地 を替えた程度で済ませたものが多かったも の

で，乙れでは哀のオーダーメードとはいえない。

と乙ろが今日になると椅子式生活が身について日常生

活にとけ 乙んできたので業者まかせでは満足でき な くな

った場合が多く なっ た。しかし好みに合ったものを作り

たいが，新規』ζ 揃えるとなると金がかかる 。ましてオ ー

ダーとなると なかなか手が出ない。さりとてレデ ィメー

ドlζ は気に入 った ものがな いのが現在の状態である。

最近家具の専門デザイナーが ζ うした問題 l ζ ヲツ チし

て，量産可能のメーカーと組んで良いレディメードを作

ってい る乙とは大い に歓迎す る乙とであるが，品種が限

られ，しかも新奇を視 った ものが多いのが気にかかる。

アメリカ ・ワシ ン トン大学のレオン ・ハービツツという

教授が日経紙上で「アメリカの白木趣味は，日本の文化

的産物を視党的な商で受付けたもの ・・ 」といっ ている

が， 乙の点わが国の家具のデザインも外国のものを視覚

的で受け入れているものがあるのではないか。もちろん

それらの実物が輸入されて技術面からも大いに検討され

てはいるが，機能の点から見て将してどうだろうか。デ

ンマーク ・スエーデンの家具の売先きの大部分がメーカ

ーの研究材料であったり，猿真似の日本であったりした
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だけでは面白くない。尤も従来の洋風家具の大部分が外

国の模倣であったのであるから今更いえた義理でもない

が，もう独自のデザインのものが現われても良い時分で

ある。

最近のデザインの傾向を見ると簡素なものが多い。そ

してそれらの一貫した特長は機能に対してそのものずば

りの形のもので，材料もその特場を端的に生して構成す

るものが使われている。椅子』ζ 例をとって見ると身体に

ぴったり合った成形合板の曲線に，スポンヂを薄く貼っ

たものの上κ ラフ な織り方をした布地をかぶせたものが

多い。脚部は多くの場合金物が佼われ，極めて細 く，カ

ーブは小 さし全体を軽快に床面を拡く見せるようにで

きているから持巡ぴに使である。乙れに比較すると昔の

椅子は重かった。安楽椅子等は車をつけても簡単に動か

なかった。そして厚い クッシ ョンは膝を下して洗んで始

めてその機能が発揮される。乙の点今日の張りくるみ椅

子はたとえ大型でも余分の肉付きがないから スマ ー トに

見える。乙れらはクッションの構成によるものである

が，乙乙で考えさせられる乙とは安楽椅子としてのより

良い機能を発揮するには，前記の身体の線に合った薄張

りのものであるか，クッションがきいた時身体を軟かく

保ったものの方が目的K 添うかという乙とである。業務

用の場合な ら知らず椅子の形が姿勢を限定するのは有効

であるかどうか。 ζ れらの乙とはその用途に適した椅子

を使い分ければ良い乙とで，単lζ スタイ J レだけで限定さ

れるものでないが，それだけに近頃は自由な形が次々と

現われて，メーカ ーの方も苦労する乙とが多し、。デザイ

ナーは実物を作っ て見な くては形がわから ないのでなか

なか最終案がきまらない。形がきまら ないから 塗色も張

布地も決定しない。納期は迫る。しかも 10分の 1 の青図

で入札価格は決定してい石。気が気でない。また時とし

ては納期があり過ぎたり，工期が延びたりした時など，

作る方も作 らせる方も道楽のようになって採算を抜き に

して検討する乙とを楽しみにするような場面も出てく

る。期間があるとつい気も変り研究して進歩して くる乙

ともある から。 従って工期のないのも因るが，あり過ぎ

るのも迷惑の時がある。それであるから新規のものを作

る時はあらかじめ見本を作っ てから価格を決定したいも

のである。尤も最近の例では特別に限った品種について

は一通り見本を作ることが入札の条件に入っている場合

があった。乙れとても形を見るためで必ずしも実際の材

料を使うというのではなく，椅子も下張り程度で良いこ

とになっているが，入札ともなるとつい充分の予算も見

られなくなるのが普通ではないか。昔は試作三倍といわ

れて，試作lζ 対しては価格の三倍のものがもらえたらし

い。そうまでしなくとも数誌のあるものなら一個当りの

金額としては大した乙と』ζ はならないかも知れないが，

納期のあるものに最終案が決定しな いのがつらい。それ
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でな くとも工期の少ないのが悩みである。最近はムク 材

の使用が少な くなり，積層合板と金物の仕事だから工期

が短縮されたとはし、っ ても限度がある。とくに表面の練

仕上げのものが多いのでー工程と次の工程の間K 必要な

時間がいる。ホ ットプレスなと、を{ 史い芯材の杭庖合板も

用意さ れてい るとはいえ，縁繰りなど細かい部分の加工

K はそれに必要なl時聞がかかる。追いかけ，追いかぶせ

たのでは満足した仕事がて- き な くなる。とくにオーダー

メードのものは一品種一品というものが多いから，余分

の手間がかかるのは宿命とし ても，工期の少ないのが残

念な乙とである。乙れには最近原木の良いものが少な く

なってきた乙とが一周輸をかける。昔のように家具の ス

タイルがある程度一定していた時は，材木屋の方でもそ

れに適した寸法の材を用意していたものであるが，今日

のようにスタ イルが違 って寸法がその都度ま ちまちの場

合はあらかじめ用意ができない。表面材lζ 使う薄板でも

同じ乙とである。誌の多い場合同 じ材からと れないで木

質が違い，色が迷い困難する 乙とがある。外国材の場合

はなおさらで，表面材の薄板に対して，精子の脚のムク

材を揃えるのはー苦労である。乙のような点で不利の場

合も多いが，一つ一つが勉強でありまた使う人の好みに

合ったものができる乙とによって別の楽しみがある。そ

れはそれらの家具が使用する人に親しまれて，それらの

人達の生活を豊かに楽しいものにするからである。家具

は使 って具合の良いもので，見て も美しいものでなけれ

ばならない。乙の乙とは新 しいスタイルのものκ も古い

ものにも通じていえる乙とで，今日残っ ている昔の家具

はそのまま今日の生活に直接使えない としても眺めて楽

しいものがあ る。それらの家具はそれを使っ た人々の歴

史を秘めていて， そしてそれを愛用した人の気持がその

家具を通して感得されるからである。 しかし過去の家具

と今日の家具とをそのまま比べようとするのではない。

生活κ 対する考え方や習慣が巡っているからであるが，

座る，腰かける，絞るというような板本動作が将来と て

も変らなし、かぎり，今日われわれが作ったり，作りつつ

ある家具の中から同じような意味で残されないとも限ら

ない。しかしこの場合いつでもその時代に生きて美しく

感じさせるもので，しかも乙れを作った人の技術が正し

く優れたものでなくてはならないのが当然である。

最近の住宅建築等 lζ 日本風の構造を主張したものを見

受けるが，その中の家 具が溶けとんでいないものが多

い。それは建築を設計する人と家具を設計する人との聞

にずれがあるのではないか。デザイナーが先端だけを視

て， メーカーがそれを追いかけていたのでは真に良いも

のはできない。

<W者 K K三越製作所常16取締役)



ァ キ ス タ イ ル に つ い て 笠 井 篤

有史以前より古今東西を間わず人類に親しまれ，その

生活を利してまいりました織物は， ｾＺ々の角度から分類

する乙とが 11¥来ますが，乙乙ではその用途別により分類

せられた家具用織物とか，または装飾用織物( 近頃は内

装織物とも称せらる) という名称を付した織物 lζ っき申

述べたいと存 じま す。

さらに装飾用織物を分類いたしまして一般家庭 ・官庁

・事務所 ・船舶車輔の装飾用織物の構成は次のような製

造条件の具怖が必要とされております。

まず窓掛用紙物 lζ つきましては，織物に「コシ」を持

たせる，すなわち弾性を持たせる必要があります。とく

にわが国のように長年月にわたり使用される国にありま

しては，地質の厚い薄いを問わず，その必要を切実に感

ぜられます。

乙の弥性を附与するにはいろいろと考えられますが，

数磁の織物材料から弾性に富むものを選択する乙とはも

ちろん，その材料を使用して構成する織物の組織の適当

なる乙と，および製綴方法いわゆる織方の会得が肝要で

あります。 なお製織後適当な整理加工を施す ζ とにより

ー屈の! 騒を掛ける乙とができます。

次fC窓掛を作 り上げ，使用後織物の自らの重さのため

伸長し，また室の乾湿の度合 IL より伸長し，また収縮す

る乙とが起りやすいのであります。かくのごとき事態が

発生しないように留意すべきであります。原料の内，と

くに収縮のはなはだしいものといたしましては温度 ( 80

OC) を加える乙とにより ，原長の55% も収縮するものが

あります。また加熱により収縮し ないものもあります。

また反対に
2096- 3096伸長する材料は数多くあ ります。

乙れら種々ある繊維の内より比較的伸縮の少いものを選

び、使用のさい適当な撚りを掛け，またしかるべき加工

を施し，前lζ 述べました織物の組織および絞り方等に工

夫を税らして適宜なj写さと監さの織物を作り 上げるべく

努力する必要があります。なお織上後樹脂加工または織

物哀而 lζ 粉| 料を| 術者せしめて伸縮の起らないように加工

する ζ とがあります。籾l料を使用するに当りましては，

よ く材料の吟味が肝要である乙とは申すまでもありませ

ん。

次IC織物とし てもっとも肝要な乙とは，色彩の日光K

耐える乙と， 汗または雨水により色が診1 ' 1 - ¥しない乙とで

ありましょう 。耐日光，耐7 ) < ，耐汗の予防策としまして

は，織物の原料を染色するにあたり染料- wを使用する

ほか，数fll の染料を混合して適当な色を出す乙とが多々

あります。乙の染料混合に際し染料の特性をよく理解し

た染料混合と，処定の染め方をする乙とにより染料本来

の色を発するものであります。やや もすれば設備の不完

全等に禍されてそれぞれの色を発揮せしむる乙とのでき

ないのは誠に遺憾千万であります。とくに留意すべき乙

とは，織物材料自身の色が臼光 IL耐え変色し ない乙とで

あります。槌色および変色の程度は FADE- OMETER 等の

検査機によ り照射し，その照射の時間と変槌色の度合に

より調べるのであります。その度合は変化の甚しいのを

(  1  ) とし，変化を認めないのを ( 8 ) と し て い 〉 一

( 8 ) までに区別せられております。普通フェードオメ

ーターにて40時間照射した時の色相の変化の度合は，緯

度 38
0

の湯所』ζ
て夏期直射にてぬ時間照射したさいの変

化K 相当するといわれております。少くとも装飾織物は

いずれの場所に使用するとも 40時間照射して変化のない

ととが必要と考えます。とくに強度の堅牢さを必要とす

る織物には80時間照射し変化を認めない程度が必要とさ

れましょう。染料の惨出は染料の種類K より ，その変の

ないもの，また染色後の薬品処置により防止する ζ とが

可能でありますが，後処理によるときは日光に対する強

度が多少減ずる等の反作用が起る乙とがあります。いか
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なる材料にも染め得る日光，水分K 強い染料はなかなか

見当らない現況であります。湿気が原因で，色の変化を

きたす乙とはとく K 留意すべきであります。織物と使用

場所により染料を初め使用繊維の選択にも注意を要すべ

きであります。海浜 ・山上 ・高混高湿の場所はその必要

があります。

徽の発生 I乙原因して織物原料を弱化し，それにとも な

い色の変化が起る場合があります。とくに密封した状態

にて高l1iAic r _ j 湿の場合は徽が発生しやすいのであります。

防徽予測の研究も進め られておりますが，まず織物を徽の

発生状態相! ( ( . おかないようf C する乙とで，発生の変ある

材料を使用する際は防徽剤を施して万全を期すべきであ

ります。

空気中 1(. 飛散する微細な塵挨』ζ より色の変化を来す乙

とがあります。静電気発生により1 m挨を吸収し，色の変

化の原因になるものは静包気防止剤を，材料に加工した

糊の種類により，色の変化をきたした時は，その糊料の

性質をよく究め発生を防止せねばなりま せん。

織物IC防火性を与える乙とは劇場 ・船舶 ・草稿等の窓

掛類には必要を唱えられております。防火性でなくとも

少 くとも l坊炎性でなくてはなりません。防火の方法とし

ましては不燃性の材料を使用するか，または不燃性材料

と可燃性材料とを混織するか，または可燃性織物を織上

後防火剤添付の加工を施すなどのことが考えられます。

防炎の効果は可燃性材料70% ，不燃性材料30% を使用す

る乙とにより効果があります。防火織物が使用さ れてい

る一例としまして，あるホテルの窓掛用織物の生地は全

部ガラ ス繊維を使用され，花模様が自生地の上IC四色位

使って「プリント」しであります。百貨庖 lζ もガ ラス織

物』ζ プ リント加工を施した仕立上カ ーテンが陳列しであ

ります。乙のように防火織物が普及しているのでありま

す。織物を織上後防火加工を施すことはある程度の良好

効果は挙るといわれておりますが，加工を施すに当り種

々と注意を要する点があるようです。近頃の合成繊維の

内lζ 防火 ・防炎の性質を有するものが数種見13¥されてお

ります。窓掛用織物とし て前述の各条件を具備すること

事 務 所 移 転

株式会社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム

新 住 所 大 阪 市 西 区 北 郷 江 2 丁 目 22- 5

屯ilBl 7  3 4 4  
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はもちろん必要であ りますが，窓掛本来の用途である遮

光用以外の目的である目隠し等，また部屋のアクセント

等純装飾用に使用する時は，その重要性lζ 鑑み，適宜条

件を選択せらるべきものであります。上記ガラス織物の

プリント生地といい，市場にある縞物，プリン ト柄等に

も生地用織物にいま少しの工夫が望まれます。

次に精子張用織物として具ＱＡＺｾ廿 ー ベき条件として，窓掛

地の さい申上げました色の堅牢さ弾性の必要さは昨i すま

でもありませんが，とく lζ 摩擦に耐え得る乙とおよび引

張( ( . 対する秒、さ，その他府子の型に添い得る柔さを要求

されております。汽車 ・自動車等の交通用( ( . 使用する織

物には ，それぞれ規絡を作り，その規格( (. 適応する乙と を

条件として製作し ，加うるに配色感触も一段の工夫を凝

らし，I f ! 輔の美を構成するよう製織せねばなりません。

近来外国製の装飾織物lζ 見受けられますが，地質を頗る

荒く織上げた後，織物の裏面lζ 糊加工を施し，織物の堅

さと経糸緯糸の組合せの均衡を保つようにしたものが多

数あり ます。糊材の加工には前述のとおり種類が多 くあ

り，その選択と使用法を誤るときは哀而のみならず表面

に糊が惨l I ¥して色の変化をきたし， または織物の強さを

弱める乙とが起りますので，注意、を要する次第でありま

す。防随処理! としましては，窓掛用織物のさい申述べま

したとおり ，静電気発生防止と微塵の附着し難い織物材

料の選定があります。防水加工を施すのも一法かと考え

ます。

Eま張用織物として具備すべき条件としましては，織物

の紋丈を均省にする乙とは窓掛地，椅子張とともに重要

でありますが，紋様の援と申しまし ょう か，紋i織の不均

衡が張上げた壁函に大きく表われる乙とがあります。と

く』乙製織のさい注意すべき乙とであります。壁張生地を

張上げて後，一般に湿気に原因されるためか，壁面の織

物が伸長して大小の シワを作ることがあります。乙の防

止策としましては，伸縮性の少い織物原料を選択し，そ

の織り方もいわゆるよく 「シ マッタ 」組織の織物を作る

ようにします。一般に厚地の織物は薄地の織物より混湿

軽量鉄骨・軽量銅製窓枠の

設 計 ・加 工 ・販 売

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 - 2  5  
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度lζ よる伸縮は少いようです。また1長り方の適不適がシ

ワの発生lζ 大きな影響がある ζ とはもちろんで，乙の良

否は織物の品絡を上下する大きな原因IL なります。色の

変化は窓掛椅子張用織物と同級，またそれ以上に注怠し

なければなりません。

材料の強弱につき一例を EII し述べますと，各々の原料

は各々その特徴を持っておりますが，毛と絹のO Ml さの比

較を毛糸と軒i糸の交織地の場合に取材いたしますが，約

20数年以前に某会社の会議室の間仕切用織物を経糸 Iζ 絹

糸を使mし，車lt，¥糸』ζ 毛糸を使用し，各糸とも変色または

総色lι 十分注意した染料で染色し織上げた乙とがありま

した。先年現品を試みに経糸200本 ( 1本の太さ 40D) 位を

一度に手で引張ったと乙ろ容易に切断しましたが，毛糸

はなかなか切断しません。乙のように毛糸と絹糸は本質

的IC相逃しているのであります。美観ICあまりに重点を

置くとしても，あまりにも強さの差を生ずる使用法は注

意を嬰するのであります。染色においても染方により日

光κ 充分強い色を染める ζ とができますが，その染} J の

ため原糸を早く羽化せしむる結裂になる乙とがあります

が，染織とも均衡のとれた織物を fl' る必主主ーがあり ます。

かくのどとく装飾用織物を製作する K あたり，必要な

条件の内物理的な部分を申し述べましたが，家庭 ・事務

所等におきましては，その中にて行われる生活 le潤いを

与え美さと JXぎをもたらす乙とは必要な条件であります

織物をfl' るに当り，材料個々の光，個々の光沢等その柔

軟組荒を知るとともに特性を細心の注意をもって選択

し，その選択した材料の特性を織物の組織および織り方

等によ く調和せしめ，希盟の外観 ・! 必触を作り，前，ic.物

理的条件を具l I i 1 1 した装飾川織物を作り 上げることがJJ 干妥

であります。

以 上 装飾用織物の美的 および 物理的な糸 ｉｾ ーを申し述べ

ましたが，生活級式の変化にしたがって建築の型の変化

κ ともない織物の組成 ・色相も変化をきたしてまいりま

した。数年前はその変遷も似る緩混でありましたが，近

4 - とみに急速な変化をきたし， 'lt¥.' ζ 新しき織物を求めう

る状態になってまいりました。とくに自動車用織物につ

きましては，その甚だしい一例であります。米国にあり

ましては車車両製造会社が競って新型車を提供し，新しい

織物により一周の美さを加えております。同時に装飾用

織物業者も極秘l . lHe新しい織物製造を競っている状況で

あります。なお，その怠匠は極々の方法』ζ より保護せら

れておりますが，そのｾ用は頗る忌み嫌っている秘子が

見受け られます。図柄の変遷は自動車につきましては，

j支の使用から「紋モケット J K 変化し「ビロード」類κ

移弘次に先年ま で「ピッケ」 の類が使用され，近頃は

「ピッケJ は失せ平滑なる小紋類， 1!n地に近い紋織物lζ

なり ，金銀糸を配した荒い組織までに移るようでありま

す。一般住宅にありましてはほとんど無地で，密より粗

lζ 移り絞キffi 化した配色で，深l沫のある色彩κ 光沢を適当

にあしらい，起伏のある織物に移行されつつあるように

感ぜられます。紋様より段物というようになり，紋織物

は限定された場所tζ 使用されるようであります。しかし

J レイ絞織は米国において|日い一般家庭lζ ，また国会議事

堂 ， その 他 公館 ｾｾ［ｉ ζ は 用い ら れているようであります。

かくのどとし変選しつつある装飾織物を作るにあた

り，従来の規格( 戦時中に作ったもの) を盤守せず， 自

由奔肢に自己の感覚を織物上に具現するよう努力すべき

でありましょう。もちろん各種条件は具備すべきであり

ます。材料選択の範囲を広め，野生繊維類を初めとし ，

「プ ラスチック」合成繊維に至るまで天然自然の: [ ( みと

人工物質の粋K 至るまで織物材料として取材し，もって

われわれの生活を立にし，人生をョド福にあらしむるよう

にわれわれの努力がその一端ともなればヰと存じ，末 j乏

く符を取りたい乙とを念仏側4 ) : いたします。拙文御紛

誌を感謝いたします。

泊記テキスタイルとは，繊維工業 ICおいて生産された繊維 ・糸 ・ロー

プ ・および織物を総称して 「テキスタイル ・ グツズ」または「テキス

イタル」という滋味のfa. えがありますが， ζ 乙では， 織物という ;ilJ. 昧を

採りました。

( 筆者一K K川必織物l /H話取締役)
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村野藤吾先生の依頼で，新大ヒリレの床1( . 大理石モ ザイ

クをする乙とになりました。

先生の注文で図柄は人物をとの乙とで，乙れは自分も

大賛成でした。床の模様lζ 人物を描 くという ζ とはなか

なか大胆な試みですが，それだけに自分の興味は一応深

いものでした。建物の設計によくマッチし，しかも楽し

い床を作 くってみたいと 思いました。

&f 中忙 しいオ 7 { スビ J レκ ，遊歩路のような! 必じを出

すととに努力しました。白い大理石の床の上1( ，悪戯宅j:

きのような紫拙をしてみる乙とです。

モチーフを何K しょうかと随分迷いましたが，結局，

女と鹿をあつかう乙とにしました。

玄関ホールから エレベータロビーへ，それからその先

へと構図の変化を考えてゆきました。歩きながら，踏ん

でゆき ながら見てゆ く絵を描 く乙と ，し かもそれが走馬

灯のように変化をしてゆき，その上1 ( . ，ま た逆の方向か

ら見ても プロポ ーションが十分』ζ 採れているようにと ，

乙の点をと くに注意しました。乙 のリミのモ ザイ クはー|時

』ζ 全部を見渡す乙とが出来ないので‘ 全体の構成より，部

分的の変化の l面白さ』ζ 主眼点をおきました。

次1( . ホー J レの広さ lζ 対する絵の大きさの釣り合いにつ

いてもいろいろと試みてみま した。実際 lζ 現場でいろい

ろの下絵を合せてみま した と乙ろ，人物の大きさが，も

しそれが等身大であったなら，あの場所では，それは全

く子供のような感 じしか受 けません。六尺五寸から 七尺

大の巨人のどとき大きさにして，初めて一人前の人閣の

大きさとして見られるようになりました。したがって鹿

絵 画 と 室 内 装 飾

新大ピノレの大理石モザイ クに ついて
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ももちろん同様です。

春夏秋冬を表現してみました。

人物も鹿も出来るかぎり単純化し， 乙とに人物は単lζ

アウトラインのみに止めました。ホーJ レの壁全体が白と

黒の調子でありますので，床の方も白大理石のテッ セラ

張りに黒花闘で線をl i ' I iきました。僅かな色を入れてみょ

うかとも考えましたが，それが全体を甘くする ζ とを恐

れて止めました。 乙れは出来上ってから白黒だけであっ

たことがホー J レの調子を高めたと思っております。

なにしろ乙の仕事は初めての乙とであり，また類例の

ない乙とを試みてみましたので，後になって構図上の変

化や，また施工上iζ 多少の心残りの点もあります。

しかしとのような仕事を与えて下さった施主，および

設計者に対しで深く感謝しております。

以前κ 欧州を旅行していたときに，ある田舎で泊った

安宿の天井IC，空色の地色にいろいろの草花がー簡にl i ' I i

き込んでありました。疲れた旅人は，ベットに体を横た

えて楽しい乙の絵を眺めながら，眠りに落ちてゆくので

す。

建築家 lζ 画家や彫刻家が参加して，良さコンビネーシ

ョンのもとに仕事をしたら，街の建物の一つ一つがモニ

メン トになって，烈しい現代の生活に， うるおいと憩い

を与える乙とはいうまでもない乙とだと ，思います。また

当然そうあるべきだと思います。

画家が額縁iζ 入った絵をのみ描き，彫刻家がポートレ

ーのみを作っている時代ではないと思います。

( i lI者 ｋｋ 矢筒大理石商庖ｊｦｩｾ部長Ｉ

「秋」 北 玄 関
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室内 ザ〕
ア

植

「室内デザインと彫刻」というテー 7 は，その独自な

立場と かその関述性とかを考える以前1 ( ， 問題として提

供される以前の問題，すなわち建築について一応の定義

がな されなければならないと思う。もちろん空間に対す

る造形という点では建築も彫刻j も共通性を持っているけ

れど，綜合造形家としての建築家は，自身すべての造形

についてどのように処理するかそれぞれ一家言をもっ て

いるはずである。

建築家の綜合プランによって室内デザインがなされ，

彫刻が参加するたてまえでは，その空間性の考察は建築

自体が語るものではあるまいか。

但 し，乙乙 tζ 問j凶としては，彫刻が( 彫刻家として独

自の立場か ら発表さ れた造形作品〕として単κ 取上げ ら

れる か( 池築上綜合 された彫刻的テ町ザインとして，あ る

いは建築臼体の空間処理上要求された一つの場での彫刻

としてか) の場合， 言葉を換えれば彫刻家を彫刻家とし

て扱う か，あるいは空間処理者として参加させるかによ

って問題は巡っ て くると思う。

もちろん，現代の建築家が彫刻を要約される 11:1' は，乙

の良識の上に立ってそれをなされるはずだが，それだけ

に彫刻家自体彫刻という立体性を通して視野を鉱げるべ

きで， かりにも彫刻家が建築プ ランを度外視して乙うあ

りたいなどというべきものではない。彫刻家という名を

取上げて失敗するのは乙んなと乙ろではあるまいか。

もしスムーズにいったとしたら，それは取上げた建築

家が非常にすぐれていたからに相巡ない。しかし私自身

それほど数多くの核当物K 触れていないのは，見聞の貧

しさからとも受取れるけれ ど，なお，建築家 fC尋ねたい

乙とは，Ｇｉ Ａ ［ｾＧ ζ 新しいテ ー マで種々の 問泌 を提示し解決し

てゆく方々が， 他の造形の一つである彫刻の到代性をど

のように考え批判されている かという乙とである。も ち

ろん現代のm築という造形を通して現代の彫刻を見てお

られるし，その彫刻性を解しておられるのは当然と思う
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イ と 彫 表1]
ン

木 茂

けれど如何。

私はその点， 今までの彫刻家の，社会性なり 立体性の

視野が狭い乙とを節感せずにはおられない。

彫刻家が全体性の空間の問題を トレーニングしている

かどうかは，彫刻家の深く反省すべき点である。絵画，

彫刻が，生活から遊離しているかK 見える今日において

とくに自戒の必要があると思う。

さて室内デザ インと彫刻! という問題を室内に彫刻を置

く乙ととして考えると ，これはその室内の空間と調度の

上に解決されるはずのものである。

彫刻を彫刻自体として観る場所は，その観せる場所が

他にあるのだから ，あくまで建築物の目的K よって，室

内 の 空 気を ｾＺｉ Ｚ厳に，あるいは温和に， 他 の調 ｬ 支 とともに

助長するアクセサ リーとしてでなければならない。その

場合彫刻はすなわち彫刻物として孤立すべきではないの

である。建物の外面K 彫刻( 又は レリー フ) する場合 も

それあるがために，その面の外界lζ 対する確立と方向性

を示すものでなければならない。各而への述2擦は放に最

も恨主に解決されなければならないのである。

彫刻家がその個性を押さえて，客観的に解決せねばな

らぬ11寺も， また逆に個性的な表情を強 く打 IHして こそ適

応する場合もあるだろう。

乙の個性を打出せる場合乙そ自信と自信の対決があっ

て，危険性があると同時に面白い解釈 も生れるのではあ

るまいか。

問題以前の問題，すなわち建築について， 建築家がそ

れを単に生活する場の外腕とだけ考えるか，その外郎も

また愛' t i'j の基礎によって支えられているものかどうか。

そうした板本的な間組によって自ら派生される室内デザ

イン であり彫刻の問姐であると思うが，ーにもこにも企

てが建築家の腕の中 fC在る乙とはいうまでもない。

(1ft 者 彫 刻 家 )
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座談会終了後，第一生命 ピルの12階の好文供海部より窓越し IL大阪の新建築を盟む出席者。

( 放送 アンテナの見え る建物は友が新朝日 ピル，右が毎日大阪会館}

左より 入江 ・浦辺 ・浜口 ・ニ川 ・岡橋 ・4吋11 ( 小川 l氏の うしろ佐野) 各氏 撮影 : 徳永正三

大 阪 の 建 築 を め ぐ つ て

一一 浜 口 隆 一 氏 を 囲 ん で の 座 談 会 一一
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左より，入江氏，浜口氏，小川氏

ロ一一( 前酪) 特に大阪に焦点をしぼ って大阪で実際 l乙仕

事をしている建築家と，その仕事，大阪がどんな問題点

をはらんでいるかというような乙とに触れつつ，浜口さ

ん一一昨日白紙の状態で来阪された建築評論家ーーの新

鮮な目で批判をやっていただきたい，まず地元の足立さ

ん，問題を提起する意味でどうぞ。

大阪の土・東京の土

足立一一それでは思いついた乙とを，乙乙から眺めて気

のついた乙とは最近できた新聞社の建物ですね，新聞社

の性格が大阪人とよ く似ている。それは政治と密着せず

利用もしない。 自分の仕事は猛烈に絞る。そ乙で建築で

はデコラチブなと乙ろや夢がある反面，若干の進歩性が

あり ，盛り沢山にいろいろのものがギッ シ リつまってい

る。乙れは山/ 手式lζ 見れば問題はあるが， 二十.着民止し

てはそ乙 からいまの 日本文化iζ 欠けているアンティテー

ゼの芽を見つけて育てるのが建築家の責任の一つだと思

います。

口一一浜口さんも今日は少しお考えが変ったかと思うが

と き-…・昭33 ・6 ・20

ところ目 … 好 交 倶 楽 部 (大阪 ・栴悶)

出席者( メンバ発言! 願 ・敬称略 ・ロ印司会者)

ロ 徳 永 正 三 (三座建築事務所)

足 立 孝 ( 大阪大学助教侵)

小 川 正 ( K K竹中工必賂)

佐 野 正 一 (安井建築設計事l6所)

入 江 雄 太 郎 (人n麹築設計'!l f6所)

浦 辺 錬 太 郎 ( 倉敷レ イヨン K K )

岡 橋 作 太 郎 ( 日強学3十山f 6K K )

浜 口 隆 一 ( 迎築評論家)

増 田 友 也 ( 京間i大学)

二 川 孝 夫 ( 写真家)

なおj J l i ，J i l 録が越大に むったのでメンパーの同窓 をmて発言を簡潔

化した。 ( 浦辺沼)
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庶民の町と建築家とのつながり，良

い点悪い点というような乙とは ?

小川一一大阪の新聞は政治と直結し

ないが， 市民とは直結してい る。会

館という言葉も 当初の朝日 会館から

生れた。それは市民のための教義の

センタ ーを作るとい う表向きな考え

方と， 市民がその会館を支持して来

たという乙とですね。 クライア ント

と建築家と市民が協力 して大阪を基

地lζ して発足した会館が全国の各マ

ス ・コミとのつながりで出来てし ま

った乙とは取り 上げるべきテーマだ

と思う。

口一一都市計画的な点で佐野さんに

掘り下げていただきたい。

佐野一一私，大阪と東京の良心点を比較してみたいのだ

が，その比較が最近ではだんだんはっきりしなくなっ

た。明治から新らしく作 った東京と古い時代から 一つの

地域社会の中で自然的に作られてきた大阪の成り 立ち方

とは違うのじゃないか，現在でも大阪では人と人とのつ

ながりが非常に多い。東京のよう に仕事そのものを表に

出じてそれなりの評価でいくというのとちがって，人と

人との閣で話会ってゆく，そのよう な考え方が大阪にあ

るのじゃないか，もっともそのようなやり方がすたれる

方向にあるのか発展する方向にあ るのか私にはよく分ら

ない。

口一一入江さんは岐阜からたびたび大阪にお山のよう に

伺っておりますが…・- 。

大阪のデラ ックス

入江一一ええ主と して紡績関係の方にお自にかかるだけ

ですが，大阪の建築κ 限らず他の文化も東京と巡った窓

味でのデラックス な感 じがあ りますね。あれを本当に育

てたのは紡績関係の人達ではないか，会っ て見て東京の

経済人と別な成長した人達ばか りですね。他人の力や政

府の力を当にし ない，そ乙らに大阪のデラックスの必然

性があるように恩し、ます。経済はきびしいも のかもしれ

ないが，きびしさを乗り越えるだけのカをもっている。

それが乙ういうカタチを取ってきたのじゃないか，大阪

は建築だけでな く，あらゆるものがイデー にとらわれな

い。東京では建てる前1(. イデーができているが，大阪で

はζ れは通用し ない，私だけの感じかもしれないが。

浦辺一一私も入江さんのその見方には賛成です。

口一一間柿さん，どうかそれぞれの御iLJi 易から。

岡橋一一点点 じゃ設計する人が，クライア ントより 「傑

ぃ」の じゃないかと思います。 クライア ントは 「権威」

におまかせ し過ぎているのではないでしょうか。大阪で



はそのようなことはなく，クライアントも設計者も同じ

立場で努力しています。そんな乙 とから建築の出来方が

違って くるといえるのではないでしょうか。

口一一抽象的な点で大阪が語られたわけですが，浜口さ

ん，昨日と今日大阪のーとと 空を見たその新鮮な目で一つ

お願いします。

大阪の空一一充実感と孤立感

浜口一一今日小型飛行機で入江さん，二川さんとー絡に

3 時間ほと‘ 飛んで大阪だけでな く彦根，京都，奈良大和

一' 併をみてきました。東京と大阪と もちろん巡った点も

あるけれど，それほど相巡は ない という ふうな感じを私

はもちました。 ビノレ特lζ 現代建築というものの場合には

共通した問題にぶつかっ てい る。そうい う窓味ではかな

り似ています。

浦辺一一東京と大阪と空中設計論では違いますか。

浜口一一ええ。だけどやっぱり共通の問題にぶつつかっ

ているなと感じました。私はむしろ共通の問題の方が・ ・

現代的なんじ ゃないでし ょうか。具体的にいえば大阪駅

を中心にいくつかのビ J レがありますね。一つ一つはなか

なかいいと思うけど，バラバ ラなのに驚き ました。 下に

降りてからは，そんなには感じないのですが，空からだ

と，バラバラさが， じつには っきりと見えます。あの辺

が東京では丸の内一帯に当ると乙ろとすれば，東京はそ

の点か っち りし ていますが。

浦辺一一大阪はその点商都の意識はもっ ているけれど，

体面という乙とはあんまり考えな くてもよい。そのもの

ズパリでよい，別』ζ 表玄関を飾る必要は感じなかった。

だからそれだけに市民の無計画の と乙ろもあるけれどエ

ネルギ ーは正直に出るでし ょうね。

浜口一一一つ一つの建物が非常に充実し た感 じを受けま

した。地上からでもそうだが空から 眺めてもみな充実し

た感じです。

浦辺ーーそんな感じを受けますか。

浜口一一受けました。将棋盤面でいったら ，飛車とか角

行とかそういう大物がドカンドカンと突立っ ている。た

だそれが全然パラパラで，それなりの迫力はあるけれど

統制的なものはない。大阪駅前の景観というのは一つ一

つ途方もなく大きく て全く孤立しているという感じです

ね。

浦辺一一 お互いにはたを檎わずにやるんでしょう。 社会

的な共通意識なしに自分で必要なものは自分の金でやる

んだと。

入江一一実際やる人は東京でもそんな顧慮しないんでし

ょうね。第三丸ビノレなんてあんなデカイものがあの狭い

街路のと 乙ろに ギッシリ建っちゃうんだか ら。

浜口一一ー私この頃思うのだが「都市計画」という言葉を

建築家はあまり使わない方がいい。というとおかしいよ

うだが一一都市計画がないから例えば大阪の建物はパラ

パラ なんだ と建築家がいう のは，建築家としては一つの

逃口上のよ うな気がします。もちろん，それも一つの原

因だが，都市計画の所為だけにしておられないとおもい

ます。

国鉄中心. 私鉄中心

4小、

の玄関みたいだけれど玄関は三つも四つもある。みんな

え芸大なヒ ンターラン ドを持った私鉄のターミナルです。

東京は必要以上に丸の内に集中してい る。最近ようやく

池袋とか新宿とか溢谷とかに改造されたターミナ ノレがあ

るが，みな国鉄のー駅1[. 依存したきたわけで，大阪とは

性格が違う。大阪だとそこにデパート など直結し，沿線

の購売力を吸収し人を集める憩いの切を作り ，屋上は必

ず子供遊園であり， ビアーホ ールで・ある。地下は単独に

高i墓地下鉄と連絡し ている。乙れらは国鉄包閤線より 中

へ炎込んで来ている。国鉄が強大な私鉄lζ くわれたので

大阪での玄関は大阪駅中心とはいえないわけです。

入江ーー もう一つね，商社は本町筋を中心』ζ 拡がった。

あそ 乙で経済力が発生する。東京では中心経済力だけで

事は決らない。大阪では経済力だりで決る。その一つの

現われでしょう。

浦辺ーーまあコ マーシャリズムだ けで決めますがね。 だ

から長所というか正直な姿も出る反面，その慈も出 て来

る。

入江ーーただ大阪の方が街を愛するという力が強い。 中

之島，御堂筋もそうだが，ああいう呆観というのは大阪

の人だけが理屈なく作って来たといえる。

都市・都市計画・建築家

岡橋一一 都市計画と建築家の仕事の関係ですが，乙れは

私の経験ですが中之島のある部分の道路が狭いのです。

大きい建物を計画しましたが，前で車が回らない，それ

で建物を後退して作ったわけです。隣lζ 佐野さんの方で

設計せられた建物がありますが，乙れも同じ総まで後退

しています。ああいうところには都市計画として当然そ

れ位の道路は作っ ておくべきでしょう。建築家と都市計

画家の責任分界はあるように思う 。と乙ろが，雑誌の建

築批評などでは 「乙 れは当然乙れ乙れの空地をあけるべ

きではなかったかJ などといっ ている。商業建築では自

分が困れば， I i 術的[ こ予段を講ずるが，それ以上に都市

計画の ζ とまでやる乙とは 出来ない，そう思う のですが

ね。

浜口一一都市計画があってその後に建築が建って行くと

いうのが理想ですが，しかし. それでなければ建築家は

都市の乙とをどうしようもないという考え方に私は反対

なんです。端的にいうと都市計画家と建築家は横に並ん
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左: 徳永氏 布 . 足立氏

で，ともに都市を

よりよくしてゆく

のに進んでゆくと

いうふうに与えて

おります。

岡橋一一建築家が

社会的環境を作る

上で一役買うとい

う意味では救行だ

と思いますが，具

体的 l乙市井の建築

家が設計をやる場

合にはどうにもな

らない場合もある

でしょう。

浜口一ーですけどそ乙の所どうにも仕様がない と恩っ て

やる建築家の作品と，その条件の中でがんばっ てやった

作品とは確に違うという気がする。建築家の仕事は都市

に対し てちかに責任がある。

場回一一 あのね，浜口さん，例えば丸の内側と八重洲口

mll の建築は迷いますね。八重洲口の方は名古屋だって大

阪だっ て大して迷いはない，という乙とは八重洲口，大

阪駅，名古屋駅前辺りの景観を作ったのは資本家と結び

っくコン トラクターだと思う。どちらかといえば町人的

な相貌をも っている。乙 れK 対して，丸の内辺は一応役

人とか官員的アーキテクトがやっている。

浜口一一丸の内の建築の方が良いとは必ずしも思いませ

んが。

増田一ーただ都市計画のような官庁的な仕事は官員的な

アーキテク トの方がつながりをもちやすい。発想、の上か

らも ・・・・。

浜口一一建築家の仕事はいつもそれぞれの条件として与

えられているわけで，私は東京と大阪の建築が大して迷

わないというのはその辺なんでー建築家としては自分の

設計するものが，都市のなかでどのように機能を発揮し

てゆくかという ζ とが大切なんだとおもう 。

小川一一一建築の設計が都市計画へのつながりの前( e，人

間の流れとのつながりを解決して行か なければならな

し、。

浜口一一そ うだったら私は乙うし、う乙とをいいたい。都

市計画は都市を作る乙と の巾のある一部分にすぎないん

で，建築家が じかに都市を作る部分が相当ある。いま の

夜、の都市計画というのは何かの註釈がいるとは思うが。

入江一一そうでしょうね。その窓味の内容が迷うから。

口一一浜口さんの郷市計画は細郎の乙とを指すのでしょ

う。いまでは建築家の仕事lζ 都市計画的感覚を要するの

でコマーシャノレな商だけで突ばねないでやってほしいと

いう怠味合でしょう。
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浜口一一そうですね。むしろ建築法規κ 近いのかもしれ

ませんね。要するに建築家は都市計画という言葉 lこ，責

任を負わせすぎない方がよいと思う。たとえば村野 さん

のf下品ですが，村野さんの作品には，たしか』己都市に対

する働らきかけのよう なものがあると思う。 村野 さん自

身「知市計画」という言葉では考えてをられないでしょ

う。だけど， 村野さんの作品の中には建築家がおf¥市を じ

かに作るという 意欲があったのではないか，建築家が主

体的 lこ責任を負わなければならないのは，都市に対して

であって，都市計画 lこ対してではない。大阪の場合それ

がかなり行われていると思います。大阪の建築家は大阪

の市民生活を乙しらえる乙とへの努力をしている。 100

pg結構だとはし、えないが，可成り素晴らしいと恩うので

す。

浦辺一一本当に本心そう思うのですか ?

浜口一一一ええ( 笑)

浦辺一一一今日の浜口さんの話よく分った。乙乙まで噛み

くだいて仰言ればよ く分るのだけれど，いままでは都市

計画の上κ 建築があるのだという説だと思ってた。

浜口一 一転向したんです。転向した直接の動機は飛行機

に乗った所為かもしれません。と K. かく大阪の建築家が

これだけ内容の充実した大きな建築をボカンボカンと建

てているのをみて感心させられましたね。

むしろ 「都市改造」か

小川一 一私共は乙の都市を 白紙から街づくり しているわ

けでは な く，もう 何百年前から出来ている街に建築を建

ててし かも都市の機能を阻害せず能率を上げて行きたい

というわけですね。だから都市計画というよりも「都市

改造J なんですね。

浜口一一賛成ですね。

ロ一一ロー 7 やノマリの街は整然として美しいが，すでに

19世紀的な悲劇lを含んでいる c 大阪は今は見すぼらしい

だけに，都市を改造しつつ発展させることが出来るとい

う点に大いなる希望が持てるわけですよ。

足立一一昨今の大阪だと西から風が吹かぬ限り活気は取

り戻せない。

浜口一一酉の風とは。

足立一一中共なり東南アジアなりの貿易風です。

浜口一ーな るほど。とにかく都市改造の仕事は続けるべ

きですね。現在の建築家の仕事は都市改造の仕事を主体

的にしなければいけないとおもいます。

新朝日ピルを中心に

ロ一一ー乙の辺で話題を変えて新朝日 ヒソレですが，あれだ

け複雑な要求を一つのマンモスビルに納めるというのは

小川さんも大変な苦労だ ったと思うのですが・ … 0

4リ11- 朝日新聞が乙の商業ヒソレを計画したその前のビ



J レlζ ふれる必要

があります。昭

和 8 年 lζ 10階36

m の旧朝日ヒソレ

を完成した。今

度その前例をさ

らに破って 4 5 m

iζ なっ Tこo ｾ、ま

さら 36m 以下

のものは出来な

いと考えておっ

左 : 佐 野 氏 右 阿僑氏

たときに，大阪市の 「中之島高層ブロッ ク社函」が始っ

て，それとタイミングが丁度合ったわけです。大阪市は

建築審議会でスマートに ζ れを処理したが，今度はどの

ような代償を取るかということになった。

今度のものは都市計画的 lζ 見て不十・分だといえるかも

しれないが，者f I 市改造の見方からはコ 7 アーシヤルビノレ

としてよく協力されたものと思う。実にソ円パンの立た

ない公共空間が多 くある。また人聞のろ4Jf らからは泣

かな感をもたせる空間的バランスもあるが，それが代償

条件でもあり，設計窓図でもあったわけです。

浜口一一あの新朝日ピ J レは都市改造というか，そういう

意識がはっきりあったように感じますね。そうした都市

景観， とくに商業地区の建築表現としてアノレミの外装は

なかなか面白いアイデアだし迫力があると思いました。

口一一大阪駅から眺めた方の景観を古い朝日ピルと揃え

るよう lζ 要求されたそうだ し， また現実にそうなってい

る。乙れは都市改造というより 25年前に出来た朝日ヒソレ

と調和を保とうとしたような，むしろ一歩後退したよう

な感覚じゃないかという気がするんです。浜口さんは上

品な言葉で覚めたが，その辺は甚だ臆病であって 「レパ

ニ 川 氏 入 江 氏
浜 口 氏

ーハウ ス」のよう な一歩前進したやり方も，あるいは出

来たのではあるまいかという意見があるのですが。

浜口一一いやそれはいいたかったのだが一一私，半分ff

成で半分反対なんだ。と のビ J レの場合，者ilS市改造という

意識がはっきりと 認めら れる 。中途半舗に終ったと乙ろ

もあるが，積極的部分があった。その点で小)11 さん達の

努力を認めなければな らなし、と思います。

小川一一要するにあの獲物にはピーク時に 1 ) j 人入る と

いう仮定で空間規定をや ったと いえる。そうすると既成

観念である土 lζ 面したレベルが入口というのでは将来ど

うなるか，今度の場合，道路が{ 反 {ζ 高架になっても地下

にな っても解決出来る用意があるわけです。

浜口 一一一それはその部分についてそうだと思いますけれ

ども … 。

小)1トーだ から半分反対の分をお聞きしたいのです。

浜口一一徳永さんの仰言ったことと同じことになるので

すけど. あの建物は者f I 市;it 観としてはJ I: II i I と州山lの一つ

があって南|而と* 両では. それが脱旅している。

浦辺一一私も惜しいと思うのは南側が北 と異質な! ぷじが

する乙とだ。矛盾をはらんでいるように感じる。ただ北

や附を古い朝 IJ ピルと調子を合せたのは一歩後巡ではな

し、かとのな見があったが，一つの新聞社として見ても全

然調子の巡ったものをやられては因 ると思う。あれは前

進した形での調和だ。古いビルは小川さんの前任者ゐi)11

純一郎さんの代友作だし . いまでも裂えをみせておらな

い，それに対して考応、をはりったことはなかなかよい。

浜口一一私も北側 と西側は後退では ない と思うけど ，南

と東で都市的配慮が欠けている。乙こで設計者が主体的

lζ 処理されなかったのが，後退では ないかという気がす

る。

小I1トー東は隣地に接し た壁で大ステージとホテノレの壁

面です。そして隣地は 4 5 mのものが建つ可能性がある。

南の壁はど指摘のとおり私共は手を挙け' てしまった。

実は乙乙は大い lζ 張切って構成をやったが，残念ながら

通ら なかった。

浜口一一ー どうして通らなかったんです。

小川ー一一それはあのレリーフね，それを生かすために調

子を落す乙ともあり得ると思います。行動美術と 7 ス ・

コミとのつながりがあったのです。

浜口ー一一しか し，あのレリー フlζ 建築の責任を負わすわ

けには，いかないと思い ますが・・。

口一一新朝日ピノレの北面 ・西面はいいが，南 ・東函が惑

いということは同感です。但し都市像をいだいた建築家

として，全体を 「レバー ・ハウ スJ のよう な精神で北面

・図面風に取扱えばと一寸ー残念です。しかし，いま新朝

日ビ) レが出来て大阪あるし、は日本全体といってよいくら

い，一寸圧倒された形なんですね。本当の批判はこれか

ら出るでしょう。そ乙で締めくくりの意味で， 空中設計

論をお伺いしてこの会を終りたい。

浜口一一空からといって，いまいったことと別に変った

乙とは ない のですが，新 朝 ｌｉ ピ ノレのあの ｩ 有ｾ｜ｉＩｉ乙は ，向 ｬ 市

IC対する意識が欠け ているように! 惑じました。あれは建

物の表面だけの乙とじゃな く，中 lζ 入り込んだ問題だと

いうふうに見えました。

小川田一一主として劇場のありかたですね。

入江一一劇場の平面でしょう。
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浜口一一ーそうです，劇場の空間構成。

小川一一li! lJ場が計画されて必然的に出てくるいろいろな

フアクターでしょう。

浜口一一いろいろと 問題があって小川 さん迷が，そのた

めに押しつぶされた所為だとすれば全体の注文の来方，

胞主の考え方と建築家の主体性とがぶつかり合って，建

築家側がまけたのかもしれませんね。

岡橋一一時間的制約という乙とも考えなければなら ない

と思います。

浜口一最後のじるよせですかね。だけどしわがなぜ出

るかというと，建築家 ・資本家 ・施工業者全部のぶつか

り合いの中で何か変な乙とがあそ乙に出たのじゃないか

な。

浜口一ーまた空中設計論をもち 出すんだけど，大阪の都

市全体を考えるとき，あの建物の南側K エレベーシ ョン

がないなんて嘘だと思う， 川の向うには何百万という 市

民が住んでいるのだから。

小川トーだから南側でいうと事務所の 4 スパンがずっと

続いている。そ ζ から劇場の南側でそ ζ に要求されてい

る条件というのはーー まあ乙れ，いいわけみたいK なっ

たかな( 笑) やめよう。

浦辺一一私はその論は ζ の辺でやめた方がよいと思う。

浜口さんも一寸長追いしすぎたようだ し，小川さんも逃

げそ乙 なっているし。

ローーではとの辺で打切って最後に浜口さんに空中設計

論をちょっと。

空 中 設 計 論

浜口一一要するに建物が都市の中で実在しているという

乙とが，空中からだとよく 見えます。都市の比較的中心

正倉院に聖武帝御使用といわれる「御床J がある。 当

時のベッドで長さ 237cm 巾 118cm 高 38cmで桧材長方形

四脚の台で，上面は縁よりやや低自の八本の材を縦に貨

の子打ちに渡し，鉄鋲で止めてある。全体に胡粉が塗ら

れていたのであるが，今は剥落してただ脚な どにそのあ

とが残っ ている。 献物帳に二帳をかぞえ， ならびに胡粉

を塗ると記されている。さらに，同帳K.!i'i と16とが各一

枚，活経ゐ1敏弘一枚添えられてその巾と広さがニ帳に

わたるとあるから，複は一枚で両床にわたっ てかけられ

*" 
たと恩われる。今畳と樗とは伝わらないが，桜はの乙 っ

ている。

昭和二十八年の秋，奈良国立博物館に出陳されたのを

拝観したが，ま乙とに簡素なもので少しの無駄もないも
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にある建物の四面はそのどの側Iζ 住んでいる市民にも全

部窓味がある。だから，単なる一つの正面なんていうも

のはあり得ないといったよう な乙とは空中ではすぐわか

る。

空からみると市民の気持というか， 市民の生き ている

人がみな感じている乙とを比較的短時間にパツと把える

乙とができるんじ ゃないかとおもいます。効能警のよう

ですが，建築のもっとも正篠な把握法，都市の中で建築

そ考えてゆく素直な方法論になると，私はまあそう感じ

ております。

ロー一一それは確にそうだと思います。まず鋒を下す前iζ

建築家は空中を飛ぶよう K 心掛けるとよろしいと思いま

す。では乙の辺で。みなさま有難うどざいました。

ので，今の言葉でいうシングルベッ ドである。しかも二

台あ って並べてかけたと思われるベッドカバーが残 って

いるとい う乙とは，一寸恩いもよらない乙とであった。

千二百年もの昔. 日本の天皇がベッドでお休みにな って

いたというととの驚きより ，今日そのまま持って来ても

良いよう な簡素な感覚K ，永い遠い時代を飛び越えて現

代につながるものを感じた。われわれは家具の機能を云

す々るが，完全に外国のものと恩われるものが，当時す

でに使われていたという ζ とι しかもその感覚が今後

採り 上げられるだろう日本調に通じるという ζ とK 何を

かいわんやである。

( 1<1<三越製作所常務取締役 上岡幹一)



新 刊 透 視 図 の テ ク ニ ッ ク ifij 問秀三 . j1g川競 ・<ii:泰悶雄 編 持 本 音 は

主II築i丞規! 安|の歴史的発反過程より解きおこし

内外 流のｾ 存 Ｔ 円建築 家のパースなどを取入れ

ながら，あ らゆる種類の透視|叉lのテクニック

を実例K よって視覚的に解説した好著です。

A 4 変形 110頁( 原色B頁) 定価￥1250〒130

竹 の 造 形
北j毛春道事 ζ の本は竹についてあら ゆる角

度から 350 余葉の美しい写真を添えて解説し

た逸本であ ります。材質 ・色調 ・形態美を，

建築 ・工芸 ・造闘などの実用面から捉えた本

容は，デザイン関係者にと って も貴重です。

A 4変形 142頁 特 製 定 価 ￥1，300 〒130

2級建築士試験問題全集

一一一 建 築 施 工

殴修 : 建設省住宅局建築指導課 編集 : 日本

建築士会連合会 乙の全集は 2 級建築士試験

問題のすべてを収めたもので，本築は，建築

施工の科目を分類整理し解答を添えた もので

受験用 ・参考書とし て得難い書であります。

V 5 判 216頁 上製 定 価 ￥ 300 〒 30

雪

洋 風

、

ユノョ

と

喫

建 築

建 築 文 庫 ・ 第45巻

渡辺婆 ・斎 藤 竹 生 共 著 本 書 はM寒地建築が

関係、の文献を蒐集整理したもので， 1 雪と建

築， II 構造計画， ][ 設計計画，l V 都市計画の

4 i;'i:!C分類して，雪国における建築計画構造

の特性を詳述した得難い資料集であります。

B 6 変形 168頁 上製 定 価 ￥200 干 20

茶 庖 4 聞 社 編 酬 の 洋 服 組 問l ' r l C平面図

をそえて数多く紹介した本警は ，喫茶庖の新

建築写真文庫・第72巻 築 ・改装に一 目みて判 るよう fC，外観 ・内装

はいうまでも な く各部の詳細にし ・たるまでを

収録しである好写真集としてお薦めできます

B 6 判 80頁 総 ア ー ト 上 製 定 価￥3叩 〒30

ウ イ ン ド

建築写真文庫・第78巻

彰国社編 この本は，ショ ーウイ ン ドの新し

い意匠による各種のスタイ J レのも のを選んで

紹介したすぐに役立つ好写真集として商庖関

係者の手放せぬも のであります。既刊の49巻

ショ ーウインド とシ ョーケー スの姉妹篤です

B 6 判 80頁 総 ア ート上製 定 価￥300 〒30
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大 阪 ・高 麗 橋

fll 大 阪 ⑮ 1 5 5  1  

住宅建築都民よる住宅 六甲野間級邸 一昭和5年一

総山市伊予銀行グランドフロ 7
一昭和27年一

同 よ

大 阪 製織株式 会 社 会 鴎ｾ 一昭和31年一

「三 越 家 具」 の 歩 み

大 阪 三 越 家 具 部

現代建築が第一次大戦以後の実験時代より，啓袋の時

代を経て，第二次大戦後の今 日の定新をみせてきたのと

同様に，室内および家具のデザインも建築のデザインと

切っ ても切れぬ関係にあり ，幾多の消長を経て居る。

0  

大阪三越の家具部も古く大正式年一月に港区八幡町 IC

家具製作専属工場をもち，独自の製品を販売，続いて家

具装飾部の伸展に伴いー賞作業工場として，大正十年十

二月都島区友出|町に現在の三越家具株式会社が建設さ

れ，益々三越家具部の個性を発揮したのである。

爾来，家具設計専属のデザイナーにより新作の展観発

表はデパートの大きな役割l となったが，目先の変った コ

マーシャルデザ‘ インの製品が好評を得ていたのである。

O  

昭和四 ・五年頃より船内装備の受註K より，日本郵船

浅間丸， II世田丸，アルゼンチ ナ丸等々，多くの外国航路

の客船餓装に好評を得ている。

O  

なお ｉ 昭和 ｬｬｾ 年九月には従来の家具装飾部の室内装飾 ，

家具調度類の製造販売より，さ らに各方面の要望に応

え，業務を拡張一住宅怨築部を新設，当時建築界の権威

武田博士の折得のもとに専任技師により ，住宅の設計，

監督，施工の御用を永るととも κ ‘ 応内では無料住宅建

築相談所を設け，新しい材料を駆使， IJi1ti酒な翌皇想的な住

宅を京阪神各所にｾ設した。

この間，外註関係は官庁会社は勿論，遠く満州は国務

院，満鉄答率の内部，大連駅貴賓室，朝鮮李王公邸にま

でおよび雌んなものがあ った。



大阪製糖株式会社社長室 一昭和31年一

戦時中は陸軍の関係工場とはなっ たが，終戦と同時K

逸早く復興の線に沿い，従来より伝永の技術と施設をい

かし本来の盗K 復帰，進駐軍関係の家具，什器の生産が

開始され，遂次施設の充実をはかり，関西随一の木材乾

燥室を設け，生産能力の増強 lζ 努め，特質 ・責任ある家

具の販売はもとより，特註としては宮崎県延岡 ・日南各

市役所，香川県坂出，島恨県出雲，福ナ| ニ県勝山の各市役

所等々，特に岐阜川崎航空の外人技師住宅の家具類など

広く好評を得ている次第である。

。

当地大阪ではグランドホ子 J レ，新大阪ホテル，住友金

属，高鹿橋住友銀行，三和銀行本庖，大阪味の索，大阪

製粉i ビJ レなど，数多く納入しており，その間第一回 J 1  

S 許可工場K 認可，また建築業者として大阪府知事の登

録許可も得ており ，益々斯界のため微力を ji 告げている

が，特 lζ 東京本応 lζ は六郷』ζ 専属家具工場一三位製作所

があり，デザイン，技術の交流改善，資材，機能の東西

直結K より- 1 Mの期待が得られるわけである。

。

三越の家具 lζ 対する定評は売場における和 ・洋家具製

品の単なる販売でなく. 内容の販売を買・任をもっ て重ね

てきた歴史的信用 ι 広く各地にわたり納入された製品

の優秀，確実な点にあるものと恩われる。

現代の怒築がE 感の時代は去って，空間の時代ースペ

ーシイな表現にかわってきている時，知性的で明快な製

品が，集団住宅{ 乙も，台所を含めた家具にも要求さ れて

おり，建築と同心円的関係にある家具を創作すべく熱ぷ

と努力を雲ね，業界の一端を担うものである。

容 の 三 越 創 作 家 具 良 一昭和32年一

大 阪 三 越 家 具 部 モ デ ル 室

同 上

己 結 家 具 株 式 会 社 一大阪市初島区友淵町一

耳
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掴 描毛

画 官 耳

目咋ゐ

管

株 式 会 社 大 丸 大 阪 高 大 阪 市 南 区 心斎 橋 筋 1 丁 目 電 話

家 具 装 飾 部 工 場 大 阪 市 大 正 区 小 林 町 1 1  Z  電 話

( 27)  1  2  3  1  

( 55 )  2  5 3 6  

百



室 内 装 飾 一 般

設 計施 工

家 具 ・ 窓 掛 ・ 敷 物 ・ 造 作 工 事 ・ 照 明 器 具 ・ 鍛 帳

船舶・車輔・航空機内部装備一切・べ、ネッシャンブラインド

装 飾 部

名古屋出張所

中 国 出 張 所

福 岡 出 張 所

熊 本 出 張 所

長 崎 駐 在 員

事 務 所

大 阪 市 南 区 難 波 新 地

百 @1251 _  5  

名 古 屋 市 中 区 宝 IUJ 1  /  1  

屯 名 古 屋 ① 19 15 ・32 15

広 品 市 中 町 3

屯 広 島 ① 24 17 - 8  

福 岡 市 上 東 町 16

屯 福 岡 ① 5662 - 4  

熊 本 市 練 兵 11可 95

包 熊 本 ① 3854

長 崎 市 愛 宕 町 384

EG 長 崎 ① 2875

Y  



F K  N O.  5 1 0 号

当社は大J f . l L 年創立以来40余什ーにわたり一般西洋家

具の製造販売並に室内装飾業を営み，関東大震災後乙ろ

より講堂ー公会堂，劇場用として最適の特許%' 式述結椅

子 I持A二学生机向子，また事務用として特許FK式単脚単

球出' ! ! 転椅子、狭腕H凡などの特許品を製作 し，日本全国は

勿論，中国，主主州方面‘へも輸出して参りました。終戦後

は各官公署，学校ー団体司銀行. 会社な と. の新閣改築工

事の激増にwうー大五tの受註に忙殺された状態でありま

す。また，強化フ@ラスチックスの進歩発達につれて，逸

早くポリエステ J レ材料を家具並! と造作lζ 取入れるなど，

常Iζ 時代の尖端を行きつつありましたが，この度ポリエ

ステルチ ェアーの大自; 生産化の成功を見ることができま

した。斯くの如く当社は，家具の近代的合理ー化 lζ 力をつ

くし，必要最小限の資材で、場所を要すること，最も少く

して， しかも堅牢で執務にあたって !i . 能率上，保似上

申分なく ，使い心地の良いd!ll 特の前記FK式回転附子その

他の製品を案出し，なお且つ数多くの特許権を保持し，

その優秀性は広く利用者のすべてから御好評を頂いてお

ります。

このように当社の主製品は，スチー J レ製τ'p : 務用椅子と

劇場用述結惰子に大別されるのですが司事務用向子につ

いていえば，現在のそp : 務的子は金属性 lこ移りつつありま

すが， FK式廻転精子は鋼鉄製' f ( 務精子の中で歴史が最も

古く，遠く関東大辰災当時に遡り 司その形態，構造は当

社独 r. l の考案に依るものです。乙の金属製尚子製作のillh

機は，大衆性と堅牢さと快適な掛け心地なと・の点を，全

部満足させる上から，木と金との併用が理想的だという

お恕からきています。当社では戦前から. これらの点lζ

Vl  

a 企邑

ーーーー・・

==・E ・
竜宮F

株式会社 寿 商 庖

着目して生産，研究を続けていましたが，一般の木製起!

転椅子が粗悪で，不評を受けていた際，新しい事務崎子

として発売して一躍好評を得るようになりました。

現在，当社にはこのような事務精子に FK No.  5 10 号

を主体としたー述の スチー J レ製廻転精子が有ります。こ

の廻転椅子は，際姿勢の適正な位置を定めるため， r座

姿勢測定器J 1(. 依って多くの人に実験した結果，作 られ

たものですが， 乙の他に生理学上， i第五腰椎を常K 支

持しながらE差掛ければ疲れないJ という原理により背究

の下総iは執務中といえ，また休息中と，いずれの場合で

あっても常に第五腰椎を軽く支持するよう設計されてい

ます。 上記のよう な優秀性が有るため，その利用面は広

く，諸官庁， 銀行，会社などの大部分は本品を規格品と

して採用せられ，事務能率増進に役立. っております。

劇場周述結尚子については，特許セルフライジング装

置，スライドパック装置などの新機軌を案出し，通商産

業大臣賞，発明日受賞の栄誉を担い，昭和24年以来，内

地余域を始め， 沖約，朝鮮及び フィリッピン などの駐留

軍専用劇場の. i 1 ! 結椅子設備を一下に封負い，さらにタ

イ，グュ トナムなどへも輸出して， 外貨狼得の一認を担

っております。この述結椅子についても，前日己の事務精

子と同じことがいわれ，乙の場合，長時間の使用 lこ対す

る掛心地，勾配， ク ッ シ ョンなどが問題になるのです

が，当社の. i 1 ! 結椅子は，永年の経験を法[ こして，これら

の点を充分考慮 して設計，製作 されていま す。そのた

め，わが国の有名劇場，映函館，ホールなどに納入され

てー交華な外側の建物とともに内部の答: 牌; の豪華さを造

り出し，近代位築前進のための一助となるととも lζ ，わ



神 戸 国 際 会 館 大 ホ ー ル

が悶文化生活向上に貢献する ところ大なるものが有る か

と向負しております。披近，納め られた戚11湯では東京に

おいては. 新装なった明治s 1 I ，松竹ピカデリー劇場な

ど，大阪では朝日フェスティパ J レホー J レ，毎日会館ホー

ルなど，枚挙』ζi 皐がない程であります。また，過去二度

にわたる南極観測隊にも，基地設備の各種家具類がお供

をし，隊員の生活，健康を保証いたしまして，御好評を

頂きました。また本年三度目の観測隊lζ も新製品がお供

する 乙とにな っております。その他，応援問. 家庭のベ

ランダな どで使用でき る新製品のポリエステルチェアー

など最近の文化住宅に 7 ッチした精子類を製造して. 文

化生活向上l乙貢献している次第です。

なお，乙のような多くの優秀製品を作り出す当社工場

は，東京都武蔵野市墳の 6.000 坪の敷地の中に，金属工

場，木工工場，組立工場，椅子張工場，最新の設備を誇

る静電塗装工場，並に検査工場，欄包工場が在り，一貫

された製造・ンステムをもって優秀な製品を作り出してい

ます。そして各種の製品の各々を，東京銀座のスキヤ橋

ショッピングセンター内のシ ョウ ルーム lζ 飾り，多くの

人々 に御覧頂いております。

以上の知 く当社は，各製品について本社研究部にては

主としてデザインを研究し，これまで製作した椅子の欠

点の有無 i .欠にはどのような新しい時代感覚を取り入れ

るべきかを目的として研鍛を重ね，工場研究却にては材

料試験は問より，品質の改善と能不化などを捺まず研究

して皆綴lζ 御家仕しております。

朝 日 フ ェ ス テ イ パ ル ホ ー ル

毎 日 会 舘 ホ ー ル

ショールーム 〈東京銀座スキヤ橋セ ンタ ー内)

寿

株 式 会 社

商 庖

本 社 : 東京郁千代田区有楽町 1ー 14 TEL@ 1311- 1315 

ニ三二 : 数奇尾橋シ ョy ピングセン世 - 2階 TEL( @0306 

t lL:東京郎武!波野市境 1400 T吋 附交官 ω

代理応 ・大阪 ・名古尾 ・広島 ・福岡 ・熊本 ・新肉 ・仙台

- 札幌

刊



商 号

営 業 種 目

金

格

地

本

在

資

資

所

i合

主な納入先

φ  

株 式 会 社 誠
盆と

巨ヨ工

② 室内装飾並びに造作の設計及び施工

④ ホモゲン ホJ レツの販売及び加工

①和洋家具の設計 ，製造及び販売

① 合板の製造及び販売

@ 前項』ζ 附帯する事業

金 50，000 ，000 円( 払込金 30 ，000 ，000 円)

同本工業規格 ( J I  S)  • ｾ設業登録工場

本 社 名 古 屋 市 中 区 東 川 端 町 8 丁目 13 番 地 電 話 @8318 

電 話 @ 1222- 3 ・1112

電 話 ⑧ 5266- 9

電 話 @2612 ・8820

名古屋工湯

東 京 工 場

大 阪 工 場

名 古 屋 市 中 区 東 川 端 町 8 丁 目 13 番 地

東 京 都 荒 川 区 日 暮 里 町 2 丁目 12 番 地

大阪市阿倍野区天王寺町北 1 丁 目 37 番 地

革

合 板 工 場 名 古 屋 市 中 区 東 川 端 町 8 丁目 20 番 地 電 話 @3955- 6 

大正 14 年 1 月名古屋に松坂屋の専属工場として“ 誠工舎" を起し，松坂屋の販売並びに請負に係

る家具の製作，室内装飾，造作の設計及び施工を開始した。昭和 3 年 5 月組織を改め“ 株式会社誠

工舎" とし，東京及び大阪に (3 年 5 月 ・9 年 8 月) 支J;5並びに工場を設置した。次いで昭和 10 年

10 月大速に支庖を 14 年 10 月天津に 15 年 5 ) 1 北京にそれぞれ支庖及び工場を開設したが，昭和

18 年 11 月大東亜戦争の進展に伴い“ 常盤航空機株式会社" と改め航空機の木製部品， 主として木

製プロペラなどの製造に従事した。

昭和 20 年 8 月終戦後直 lζ ，商号並びに事業内容を上記の如く戦前に戻 し，幸い各工場とも戦火を

免れたので各本支庖の陣容を整備拡充，施設を増強する一方技術及び品質の 向上に種々 研究努力の

結果， 各界の復興建設の活発化に伴い当社の真価が漸く認められ内外の高評を博し今日に到っ てお

ります。猶昭和 23 年 2 月名古屋に合板工場を新設し， 自家用を始め各種合板の製造販売を関始し

ました。

衆議院，参議院，宮内庁，外務省，アメリカ大使館， C .  P.  0 ，オランダ大使館，印度大使館，

U  .N .K.  R. A，最高裁判所，東京都庁，愛知県庁，大阪府庁，名古屋商工会議所，豊橋公会堂，J . P  .A， 

紛岡県民会館，杉並区民館，徳川美術館，国立科学博物館，京都帝大図書館，浪速大学図書館，早稲田大学，東京帝国

大学，学習院大学，日本赤十字病院，三菱病院，東海病院，永楽クラブ，東京都銀行協会， 日本銀行本支庖，第一銀行

チャ ーター ド銀行支庖，松坂屋，伊勢丹，丸物，野沢庵，服部時計庖，

帝国ホテ Jv，赤坂中川，甲子園ホ

テJレ，名古屋観光ホテ Jv，川奈ホ

テ J レ， 日本船主協会， アルセ・ン チ

ナ丸，宗谷，茨木カン トリー クラ

ブ，程ケ谷カントリークラブ，国

際奈良ゴルフ場，後楽園スタジア

ム，文楽座，明治座，明治生命本

社，丸紅飯田本支庖，伊藤忠衛事

本支底，日本陶器本社，森下仁丹

本 社 早 川 電 機 工 業 本 支 凪 三 菱

原子力工業( 株) ，竹中工務庖本

支庖，清水建設本支庖，大町建設

本支庖. 佐々部lぬ穂氏去11，芹沢光

治郎氏邸，武藤糸治氏邸. 古M誕良

平氏邸. 竹中藤右エ門氏邸，伊藤

品朔氏邸 ( 以上敬称略)

市
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、- むをｾ制租 の ス ア イ ル製品 /  

官事 Ａ ｾ＠
・外形寸法及び仕様は J IS規格通りです

ステ ィール

使用材料の特徴を十二分に活力、した ー時 i宮 古 "... c"， I  
・測は角パイプと円錐ノ f イプとの2種あります

. 袖は左右どちらにも取付けられます

総組 立 式 の 国 国

従来から図書館を初め各会社におきまして，

図書の整理K. ど採用いただいていますが，

永久保存書類の整理 ・保存K お使い下されば

いかがでしょう。乙の書架は，総組立式でか

んたんに捌板聞の調節ができ ますから，m: 類

の大きさに従って自由 にかけ換えられます。

またi昆度，湿度 l乙対して狂いがなく， 不燃性

で永久的にど使問いただけます。

事 務 所 開 口 吻 拘 一

保 管 庫

セ- ' . ' ; - . . of .l

銃計拘ード ＮＧｔＭｾ

・合計30種類の変化ある机ができ上ります

・構造を5つのパーツに分け品産化される ため

従来から 比べて安価となりました

昆逼逼孟孟盈 ｾＱ 宮市』直Ａｾ司

営 業 所

本 社 ・工 幼 大 阪 市北 区 浜 崎 町 18( 37) 5251- : ;

緯式会祉会ｾ制ね
大 阪 市 東 区 辺 自主町 2

電 z;r; ( 23)  5  4  0  .  9  7  4  9  1  4  9  

関 東 地 区 三 衛 産 箪 縁 式 会 祉

東 京 都 中 央 区 日 本 総 本 側r 2 ー ら

電 Z孟 ( 24 ) 9  3  9  .  4  5  8  9  .  4  0  I  I  

中部地区ｾ弓偏担縁式会経
名 古屋市中 ｉ ｾ 岩井 通 Ｔ - 8  ( マλ z ビル 〉

ＮＮ，ＮＮｾＮ，［ＮＮ吋 ・ 骨骨寸弓ｾＷＮＮ 叉司- 噌- t - = : .，.. イ比
1ll: ｾ孟 ＨＳＲＩ 2  5  9 6 - 8  

目



↑  

一〉

創 業 百 年 の 歴 史 を 有 す る “ タシスの宮崎" が，洋家具部を設けて 二三十年 ，

そ の 後 各 建 築 の 造 作 工 事 は 勿 論，船 舶 の 内 部綴装 に ， ま た 各 放 送 局 の ス タ ジ

オの防音工事などにその業務内容を拡げて参りました。 そしてその高度なる

技 術 と と も に 洗 練 さ れ た デ グ イ シ に よ り ， 各 方 面 の 御 要 望 に 応 じ て お り ま す。

最近納入先一例

坂出市庁舎，

帯国ホテル第二新館 特別室

住友生命本社 社長応接室

電通，

東亜紡ヒ、 J レ， 新朝日ビ Jレ， 三重会館，

神戸新聞会館， 名鉄ビノレ， 山形市庁舎

三菱長崎造船所. 三井玉野造船所， 名古屋造船所

名古屋中日放送， ラヂオ九州東京支社

住友生命， 住友商事， 住友機械， 松下電子，

北国銀行， 読売会館， 帝国ホテ J レ

建築内部造作

船舶内部銭 装

スタヂオ工事

家 具 装 飾

社
ゐ.

2 冥宮 崎 木 材 工 業 株 式

ＱＵＸＵｾＷ＠

0993 

6130 

5853 

9653 

⑧

①

@

⑬

@

①

 

TEL 
京都市右京区太秦下角田町 5

京都市中京区夷川堺町

大阪市北区北浜 4 丁目 14

東京都淡谷区代々 木富ケ谷町

名古屋市中区宮生IIIJ 18 

広島市峨町 105

本 社

販 売 部

大 阪 出 張 所

東 京 出 張 所

名古屋連絡所

広 島 述 絡 所
24 

I  



@  
① 

@ 内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

LJ 主 主 大 阪 市 大 正 区 千 島 町 6 凄 泡

電話I @ 2434  _  8  

N

A

1

6

A

l

 

u

m

O

K

U

Z

A

l

 

K

0

6

y

O

 

② 

@  

東京出ｾ所 ， 

及東京工場 東京郁江東区南砂町6丁 目330番泡

電 話 @9594 

内 東京者f ，千代田区丸の内 1 の 2

所 三菱仲 28 号

電 話 ⑧ 6404_ 5 ・8219

毎日新聞社・社長室

造作 ・家具 ・当 社 施 工

設 計 ・日建設計工務 K . K .

建 築 ・大 林 組

大阪グランドホテル・一階メーンロビー

造作 ・家具 ・当 社 施 工

設計及建築 ・竹 中 工 務 ，官

化粧1 j 1 板の矧ぎ合せをする

ベニヤスライザー

羽目板の合板を高能率lこ仕上げる

オートサン ダー

去る 9)4新笑話成した東京工場

① 

の

務

丸

事

① 

① 

③ 

② 

① 



ｾＱＱ＠
営 業 品 目

特 色

弊社は糸から製品に至る，撚糸染色製織及仕上の一貫

作業を行っています。

織物の製造販売及室内装飾工事の設計施行
弊社は 図案の作成と地風の考案 l乙独 f1 の特色をもっ て

おります。
。 美zpi 工芸織物 壁掛綴帳 Ｎ 香 ｾ￭ Ｎ その他裂地

。 ，Jll. 飾 用 織 物 帯地. 紳オ腕人) ] f I 地

弊社は広 rt 織機200台手織機 150 台をli して総ゆる織

。J 袋自信用紙物 カ ー テン地，家具用裂地，車禰 ｂｾ

席張地. 天J I " - : &l 1主張地. 卓被. ク

物を生産しております。

弊社は製品を使用して室内装飾工事の設計約:e. l . 及ひ' 施

ッション

工を致しております。!

株 式 会 社 JII 島 織 物 創 業 天 保 十 四 年

本 ネ土 京都市上京区東堀川辺元哲ー願寺下る
電 @ＲＱＴＱｾＵ＠

東 京 事 務 所 東京都港区西久保桜川町一
屯 @5336- 8 

サービス・ルーム 東京都中央区銀座東六のー木挽館別館
電ｾ 1971 - 2  

大 阪 事 務 所 大阪市東区道修町ーの二一
定 ③ 3022- 4

キL 幌 出 張 所 札幌市北一条西四の二札商ビ ル四陥 請
EE ① 6161 

XII 
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品 質 ・ 歴 史 ・ 意 匠

，ロ 革

当社: 主明治 23 年温法発ギ11式! 14儀場用の紙宜E及

び同 27 年鉄道ジ ート 地用 モケッ トを製織納入し

て以来，皇主 ・諸官庁 ・会 社 ・ホテノレ ・劇場 ・船

舶 ・. ! . j ( 柄の諸問より近年に到ってパス ・航空機な

どに 併し てきました。

大正 2 年わが閏で始めてパイノレ用力織機を il輸入

してカーぺッ 1- ・モケッ トなどを製造し潮来愉入

品の防正に努力い たしました。只今では国内唯一

の紡私 ・染色 ・製織 . 1L上の - 1' 1作業に て対米 il 論

出も近々増大しつつあります。

高級 下工芸織物を製造しております京都の都工

ＣｾＢ￬＠ ，特に宮中御用織物を製織納入しており ，伝

統 ;' j 技術l土問〈評価されておりますが，一般ド レ

ープ ・自動可i 用ジ ート 地など活況を呈しておりま

，ムー

ヲ。

営 業
Eコ

ロロ 目

/. ーベット ・椴通 ・ブックドラッ グ ・タフト y ・テレンプ ・モケット ・ジーノレ ・カー

テ L ・尚子奴地 ・鍛帳 ・高級千工芸織物 ・別珍 ・コーノレ天 ・綿化繊織物 ・紡℃糸など

住 j工 織 物 株 式
.o‘ 

ネ土ｾ＠

株 式 コ.6.エ 社 住 興

本 社 営 業 所
大 阪 市 南 区 雫 ? 立 寺 橋 阿 電 話 @81 - 88番

東 尽 支 庖 東 京 都 港 区 芝 久 保 桜 川 町 二 五 電 話 ⑧ 7441_ 5番

工 場 所 在 地 {主 吉 ・ 河 内 ・ 都 - 網 野

出 張 所
札 幌 ・ 名古! 五 ・ 広 仏 ・ 福 間

XIII 
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オ リ エ ン タ ル ク ロ ー ス ・ ニ ッ ポ ン ク ロ ー ス ・ カ ラ ー ド ク ロ ー ス と は

オリエン ＤＧｊｾ ｾ ロース

F  A  

砂オりエン夕ルクロ 一ス ( 伝統を t持?符ぎる E壁笠日

Ｕ平 ｦｩ 和 文化国家として 今後Ｚ芙定附 Ｑ術平符 Ｚｩｾ 姶 ｩ主 ｬｾ 築誕は益々 ｬ地包大の傾 ｉￎ向 ｦ川リ にある。五 ｾ 材も総ゆるものが新しい センス を 持ち而も特徴 を

有するものが要求せられ、又それが実現されるに至りつつある。 Mn占材としてオリエ ンタルクロ ースは故武田苔

一博士の命名に掛る画期的な壁日占材としてｊＱｩＧｊ和ｼ年製造 ｉｊｾ 始以来如 上 の要求を充するものとし て 業界各位の多数

御探用を頂きつつある優秀品である 。

・特 徴 優秀クラフト紙を撚糸製織せるものにして品質均等制i縮弛みの変な し防火加工可能、乾燥に よる変質の

隠れな く耐久1m比織柄色彩ともに優雅高尚貼付加工簡易にして価絡至成。

・用 途 天井 、 ｾ貼 、 腰貼 、 繭布キャンパス代用 、 ［ｬ ｴ 他室内装飾一 切 。
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隠. 雑誌協I

輔韓腰

砂ニッポンクロース ( 新製品)

オリエンタルクロ ー スはクラフト紙を原料として製織したるものに対し新製品ニッポ ンク ロースはお色せる強力

な る口本紙を一分~四分に裁断し 、撚糸の上 ピニ - J レコロジオン加工を施し製織したるものでオリエンタルクロ

ース lζ 比して感覚も兵なる新製品で外国品をも凌刻す る新感立溢 るる最高級位貼材料 といい得る。

・特 徴 塗装不用 、吸T3二位大 、名! ! 色せずデザイン色彩 I' l m、7l<. 1!t 可能

・ 用 途 オ リエ ンタルクロースに准ず。

砂カラードクロース ( 新製品〉

- 特 徴 原料はオリエンタルクロース同機なるも製紙の段附! こ於てお 色抄逃せるJ j ; t 紙を使用し撚糸製織せるも の

にして六色l乙及ぶ色彩は応JTJ の変化に宮み槌色の廃れな く塗波不用にして唱え苛tl =. 、 クラック防止 、色彩優雅、防

火加工可 能近代主ｾ築に政適のｬＡＮＡｩ 貼材 料である。

・用 途 オリエンタルクロース IC準ず。
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日本レイヨン株式会社
製造元



創 業 大 正 八 年

フロアーヒンチ.

(民間キ)

フロアーヒンヂ，( 両閉キ )

語、L

長三己

ラIX' トリーヒンチ"

ミミゴ渇

輸 出 本 邦 唯 一

ニ ュ ー ヨ ー ク ・ロ ス ア ン 七'ノレス ・カ ラ カ ス ・ノずンクーノぐー ・ロ y テ

ノレダム ・マ ニ ラ ・シン ガ ポ ー ル ・香 港 符 へ 毎 月 輸出 致 し て 釘 りますコ。

日本ドPーチエ・3 ク製詣株式会社

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

ホ ネt T  J抽 哨i ｨ 桓， Ｑ Ｑ 怖 沼 町 Ｓ 丁目 ＱＱＱ吊 ｊ 也ｾ お大阪 ＰＲ Ｉ 代表 ＶＶＶＶ Ｍ 9  

3花 束 支 1' ; 東京 市干 代日IIR神 EI l 錦町 l 丁 目23 ｾｲｲＺｾ 東 京 ω Ｑ Ｉ 1920 ・ 4920

制問t L ¥;. 民I ' rr ｾ，［＠ 1M) ili  荷 tl! 町 l 需 地 電話 術 開 14) 2372 ・ 33 12

名 古 応m協 所 名 古 庄 市 中 区 F I岡町 l 丁目 5 ￰Ｇｩｊ也 ｡ ｲｭｾ 名古屋 倒， Ｉ 7  3  6  J  

OR I E NT A L  

用途… 橋梁周・プラ γ トフオーム用及耐厳床周

厚サ20-25-38-50 粍 巾 120 粍 × 長サ 240 粍

ヌド11ン'1JILI 'I/f製造抗式会副

本 ./1: ) ) _ 工ぬ尼崎市長州字稲川前川 44 T E L 大阪 ( 48) 4947- 9 ・5920

東京支Ｉ， ｉ ［ＩＩＮｊ 地崎ｊｩｾ，｜北ＩｴＡ｟ Ｑ 出版 ＢＧＱ 尿越 T E L (厳 )252 ・υ11 rl )2736 ・5978

九州支Ｉ，Ｑ［ＩＩＮ工場福間以八附 ｮ ｪＢ ｴｕｩｪ￭ｾ 町 ＱＶ の Ｒ T E L  ( 八幡) 723 ・2512

東北支ｾＡｩ及工場福品ｾ， ｜ｉ 出山￯Ｑ￯外信久山町久保 ＱＱＱ ＱＴＲ T E L  (1郁， 1，) 267 

名 古 凶 ? 可 決 所 名 古F;¥iI!熱 111区で: 本松町2の35 T E L 名古 Li!. ( 8 )  7674 
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建 材 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 l ノ 5 ( 中 火 ピ ノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 番 地 ( 大同ビ ノレ内〕

電 話 土 佐 堀 @ 1  6  2  3  
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ライトブルーの爽やかさ/

ン

その他

型板 ガ ラス ・磨板 ガラス・ワ イヤー

クェーブ ライト・サーモ ペー ン複層

硝子など各種

ピ ル の 美 し さ を 引 立 て

エ ヤ ー コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ

の 効 率 を よ げ る の が 、 日 本

甑 硝 子 の 熱 線 吸 収 ガ ラ ス 、

ブ ル ー ペ ー ン で す。ア パ ー

ト ・ 一 般 住 宅 に も 好 適 で す

日本板硝子
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7日 411寺- 611!j 半 於会合 ｛Ｑ 会 ｾｴ ｾ 室

11¥席 者 塚 本 委 員 長 外4委員

関西建材協会2氏

11 月 r9 l 材特集」号の企画特談

委 員 会

9日 Ｒ Ｑ 時ＭＴ ＱＱｾｦ ｾ ｪＡｯ 於会館会議室

; J ¥席者塚木委員長外6委員

事 (1) 9 月「城特集」号経過報告

12) 10月「室内デザイン特集」号経過報告

13) 11 月「建材特集」号企図

14) その他

事 会

29日 41時- 81時

出席者塚木委員長外3氏

正月「竹服従造記念」号の企図審議

(  8 月 〉

幹

議

. 6.  

口

4

2

 

事 会

13日 411寺- 5時半

出席者尾崎会長外 10理事

川 坂教授鱗泌' 会開催の件

12)  r建物及設備の保全」巾一郎転，1まに関する

件

日本規格協会主催「正ｾ＿ＴＩＡ用ボード議門会」

後援の件

14) 現場管理実務諮習会に関する件

出館借地料値上げ11: 関する件

「カラーベス トス」建材お査に関する件

171 入退会者承認の件

18) 報告事項

於会館会議室

山邑監事

13) 

15) 

16) 

ー理

事議

於会館会議室

ー建材審査委員会

分 科 会

6日 51時半ー7時半

出席者奥ｽＮｾｾ委員外 Ｕ 委員

司王 川 ネオベック防ＷＮｫ ｾｊ 審査の件

12) カラ ーベストス務査の件

アサ ヒラス審査の件

ポロン務査報告

委 員 会

15日 5時- 8時 於会館会議室

出席者 置:l.1u1，竹内正副委員長外4委員

事 川 アロンフロアリング審査の件( 新規)

12) 務査報告 (3件)

13) 優良証明特徴文決定の件 (2件)

於会館会議室

13) 

14) 

議

炉災害委員会

2日 41時- 51時 於奥摩耶山花

11¥席 者 馬 場 委 貝 長 外 10委員

事 11) 土質試験のtF; 準仕機おおよび簡易地耐力試

験方法について

12) 実際K 役立つ鉄骨の計算便覧の編集につい

て

13) その他

小委員会 (鉄骨計算便覧)

19日 31侍- 4時半

出席者石附主査外4委員

実例 ｾ ｬ ｴ［ｲの種類，資料提供者などを協議決定し，原稿

の脱稿日，整理完了の目標! 期切などを決定

於会館集会室

1進

議

P編集委員会

幹 事 会

， 

，理下広

忠 之 総

事事れで

祖Ｑｉｉ Ｑｾ 更

迭美貴三

リ 片 と

獄討但

し タ 守

手口そっ

暗匁t : l :
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京社京阪市東淀川区三田町ー一一宮業所 ・衆宗

コンクリート建築物. 内タト襲用



ー教育委員会

小委員会 ( 現場管理実務講習会)

7日 121時一 1時半 於会館会議虫

/1¥1市百 円下主五外2)d1

木作の詩想会実Jj在l乙ついてその大綱などを務議

小委員会 (建築設備編集幹事会)

14日 51時半ー711寺 於会航会議室

出席者 前 団幹事外61持司王

テキス ト刊行の今後の工程や取認め方などにつき審議

打 合 会 (現場管理実務講習会)

20日 511与、ドー7時 於会館集会室

11' ，席者奥山委員長， *L1' 下_t究外2委只

講師 12氏

講習会実施の口I ! 寺などを具体的に協議決定

惨事業委員会

9日 511tj - 61時 於淡路侃良

1 J ¥町名粁附，J 0fむ正直IJ 委旦長外5委口

9 ， 10月の事業企画につ き務議し，翌 日淡陶のタイル

工場を見学

小委員会 ( 若い会員の集い)

18日 511年半- 6時、ド

出席才; 三品主ヨ' E外2委日

於会合1'.; 会議室

木ｦｆＮ伎の ｉｊ 日 ｦ ｴｴ｜方針ｪＩ ｦ､ ζ 次回集 会のｾ 聞を得議

静見 学 会

アサヒビー ル吹田工場見学会

23日 11時半- -4時 参加者40名

' 後援 した会

1. 名称、 新 しい建築材料 とその使い方の展示発表会

74 

主 催 社 団 法 人 口木建設材料協会

会期1 8月5 日 日月10 日

会 場 大 阪 南 海 高 島 屋

名称 建築用ボード講習会

主 催 財 団 法 人 口木規絡協会

会Jm 8月26 日

会 場 大 阪 商 工 会 議 所

×  ×  ×  

〉く ×  ×  

×  ×  X  

×  ×  ×  

×  

×  

×  

×  

特許 防火シャッター全般

⑬ 制品; ・ 21手品
、 - . / オー トマ チ ック

12雲 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

( 旧田中ν ヤ ッター〉

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L @ 9 0 1 6  

本 社 及 工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所及工場 ・ 東 京 都 北 区 田 端 町

大 会事事 ぷ口与

防 耐 採

阪 社式
理

童青
震 一一

市

電 北 奥
的

:7三c - 用

話北 一l込 キサ
工

耐 一一

法
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@ 木 重

四 隅

中

. さ
一 町 兵 資

軽 一一

三 五 衛
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空

牢堅牢 lト |Lー、ー ハ 商

施
防

t 番 底

四 地 工 音

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (井池筋) 旭洋ビル 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・40&9

各 種 陶 管 ・ 大 正 便 所 ・ S. P. 石 綿 パ イ プ ・ モ ル

タル製 敷ブロック・腰掛ブロック ・ス ペンサー

セメン ト煉瓦・流司洗濯槽 ・塵芥箱 ・空気抜 ・ヒューム管

各種 セメント 製品・コン クリ ー卜製品製造・販売

⑨ 三 舟 建 株 宿 舎

大 阪 市 住 音・区 上 住 吉 町 三 d ー 悉 地

電 話・(67) 2  1¥ 2  0 若手.

= 鳴 許 =

気光式遁風器 室

ｅ 面ｉｴｾｩＨｾｾ蝿ｾ . . .  

販

売

4  1S 

大阪市西区江戸堀上iill l の5

田辺工業株式会社

電話土佐掘@74il7- 9



社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 八 月 分 会 報

高野山金剛撮寺

高 野 山持 明 院

岡谷正男氏御逝去 ( 会員岡谷鋼機 K K社長〉

8 月12 日夜羽田から名古屋IC向われる途中相模湾海

上で飛行機故障のため辿測 された。誠ICI市恨の極み

である 。追而葬儀は 9 月 2 口名古屋本社lζ てネ1: 若干が

営れた。以上諜告 総 務 郎 長

" 建築と社会“ 建材特集号編集打合会 7日 3- 711守

塚本編集長外建築協会委員と本会井場事業部長，大和

常務理ヰ ｾｌ ｌ｜ｽＮ 却［ 。 来る ＱＱ 月号ｾ材特集発行 ｉ ｃ っき詳細協

議。

高野山見学納涼会 9日- 10日

和歌山建築士会並に口 ;本建築協会和歌山支部主催K 本

会合流し約30名参加した。大和常務理事， 問中原出張

和歌山方と協力9 日5J 1 寺持明院集合約50余名，院主の談

話後双方懇談晩餐会。 10 日奥の院，金剛峯奇，大塔蜘

金堂等特別見学。中食後解散した。

展示場委員会 12日 3- 5時

委員長関西タイル外9委員出席。 10月出品者交代の件，

表入口並IC掲示の再協議，特別展の件協議

理 事 会 14日 4- 511ヰ30分

室谷理事長外 7 理事1. 1' ，席，委任状 8 : i i l l . 諸報告後，中

国，九州( 福岡) IC常設建材展示場開設の件，顧問弁

談士委l艇の件 9 月以降の4: JJ 業企画の件等協議。

新 入 会 員 紹 介 ( 8. 1- 31 )

社 名 代 表 者 取 扱 uロn  

日 鹿 合 板 商 会 飯 室 鹿 蔵 一般ベ ニヤ，天井板

K K小林武雄商庖 小 林 広 仲 ナ シナ J レノマネライ ト

東亜樹脂大工業事 K K  

阪 務 所

山 本 昇 樹 1旨 建 材

大阪合成樹脂 K K 上 野 吉 夫 ポ リ エ ス テ ル

0 住所・ 電話異動 波警ラス工業 K K ' i t ! : 話機設@ 2253

{主 所 'J己q  

話 紹 介 者

東 区 横 堀 6 - 3 7  @ 3733- 4 .5744 
浪) Mj 合板

天王寺区南河堀町 1 15 @ 247 1 - 4  
大和栄衛

東 ( 区朝日今生命橋 1  - 9  

ヒ.'，レ〕

@ 4642 1 /  

生野区鶴橋南之町 1ー

⑬0335 - 9  大 l;b応、用
5774 

能率風呂販売 K K 西区本田2ー 74 @  0494 

栄 進 鋼 業 K K 北区 型 首141 @::;;

信用と誠実をモ γ トーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑮ 

事

」四一…

止』

75 
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泉石綿工業kk ・・H ・H ・-… .. ..・ H ・. 6
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kk荏原製作所 … ....… . . 表紙4

オ リエ ンタ J レメタル製造kk … 中挟
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サ 斎久工業kk . … ・・・・… υ 3  
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東邦商会 ・ ・・……. . .. ... 7  

東京鋼板工業kk … … ・… … ・・ 11

東京製備工業kk .. .. .... .. ... .. .. .10 

東洋キャリア工業kk .. .. ・・・・・ ・4
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山宗化学kk … ・・・ .. .... .. .. .. .. ...10

kkヤマト電気商会 田・・ ・・・・・…・・・・2
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kk吉田芳雄商j苫 … … ・・・・・ 5

吉野石羽;kk .... … ・・・ ・・・・・… 7

ラ kk ライト製作所 … … ・・・・ .... . 1  

内外木材工業kk .... ..・ 1'11扶色瓦 氾

kk)l ll孟織物 ・・ ・・・… ・・・ H  組

住江織物kk ・・ H ・H ・... … fI xlll 

日米ブラインド工業kk fI X1V  



ライト " L K" は他のブラインド iζ 比してどとが

優れているか ?

11) 従来の設計常識を覆えし，どんな場所にも附

単 lζ 美 しく取付がで きます。

(2) しかも他のプライ Y ドのようにボ ックス内部

lζ ホコリ が入らない完全防塵です。

(3) 塗装はオートメ- 1 / ヲシ赤外線焼付ですから，

サピやはがれる心配はありません。

(4) その他各部には段高級品を使用してあります。

プライゾ ドは値段の次い点にばかり惚れ込んでnえ11必ず後悔 しま 1

すＮ 内 問 Ｑ 迄良心的にｾるライ ト のベネッ ν ャンプライ ｙ ドは 他 の［ｑ
従を許さなし、1 ' 1動の軽快さと耐久性とを持った肢も信頼て・ きるプラ

イY ドです。 e ライト L K NI 140年のfl l Xな経験と近代的工ω施設

によって作られ，世界各地に段も大量に鎗 幽されてい主す。

世 界 的 に 認 め ら れ た

ライトヲ Z Z Z Z L K型 l

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

本 社 工 場 大 阪rli城東区野江東 3 ー7 8 T E L @ 代1751- 4

東 京 ・広 島 ・和 歌 山

ヌチーJ レシャν ター

h

n

 

イ
一
ヲ
二ィー

均
一
十
円

ス

弘

ペンチレーター 田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ 0 5 4 5  

本 社 東京都墨田区吾矯町東4ノ122 篭話城東⑧0870 ・ω7 0

錦 糸 工 場 東 京 都 盛 岡 区 鋲1，串町1 / 25 氾 括 本 所 ⑥0790 ・5133

小 企 工 地 小 倉 市 赤 飯 上 の 宿 3 7 電 話 小 倉 0653 ・2833

川 崎/ 111&所 神 第 川 県 川 崎 市 東 淀 0 1 3 / 4 3 包括 川崎②4540

札 幌 w強 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 束 7 ノ 4 lua苦札幌③0515

盛 岡 山 鋭 所 岩 手 県 盛 l崎 市 木 伏 179 電 話 盛 岡2554

名古屋代理山 名古屋市西区西宮両井町2 / 12岡悶建材庖 電 話 西@ 0121

設 計 施 工

続 式

会 i l

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 Ｈ ＳＴ Ｉ ＲＰＷｾＸ ・ ＴＸＳＶｾＷ
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電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵車・電気洗漕機

修 理 販 売

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑨ 2 8 9 1 - 5 審

工 場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東ー丁目 二O

包 括 淀 川 @' 3 4 7 7 . 3 4 7 8  

営業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島

電 気 段 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島三丁目 三 朝日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 鍋 通 リ 四 丁 目 十一番地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1番( 代表 ) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁 目 四 七 電 話北供@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支 庖 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・回1l I . 大分・四日 市

電 気 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 得 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話@5148 ・64印 ・ 侃46

分 室 大 阪 市北区 絹 宝 町 5 0 ( 堂ピル 8 階)

電 話 ⑧ 3 8 6.2 ・1 1 4 1

支 庖 東 京 都 千代白区飯田町 2 ー15 ( 飯田橋

ピノレ 4 階) 電話@8520 ・8527- 9

出 張 所 名 古 屋 ・ 光

電 気 工 事 各 種 般 計 施 工

〈争 株式

会社 松 室 電 機 笥 庖

取締役社長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代表) - 3@8121

2  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 ヱ

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

需 話 北 浜 @5273- 5 ・5451- 2

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 震 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本社大阪市北区曾d i I 崎上一丁目四一

電 話 大 阪 ⑧ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 態 計 施 工

株式会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 脇 川 町 1 5 接 地

電 話 大 阪 @代 3 0 5 6

東京常業所 東 京 都 中 央 区 銀 路 東 8 丁目4 若手地

全国燃料会館607号室電話東京⑧7必 4

出 張 所 名 古 屋 ・ 防 府 ・ 福 岡

電 気 工 事 全 般 般 針 施 工

株式会社 三 興 社

本 社

支 庖

取締役社 長 坪 井 大

タケ ν

大 阪 市 北 区 絹 笠町50務地( 堂ピル703号室〕

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・日18

東京都中央区日本嬬箱崎町三丁目 二審地

電 話 兜 町 @ J 1478 ・1479 ・1470落

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関出張所

社会

事

工

式

工

揺

株

備段

.

智

内

計

気電

設

電

本中

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 扱 東 区 野江東之町三丁目 一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3 ・5 3  7  3  

織鰻工場 大阪市城東区野江西之町三丁目 一一三

資材倉庫 電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一四 @ 代表7031

東京都港医芝琴平町四o @9278 

名古屋市中区新栄町二丁 目 ー ③1820

福井市宝永上町一O 五 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④1158 

株式会社

本 社

出張所

社

大阪市西区京町編上過一丁目七 ⑪代2613・2061

神戸市生回区北長狭通七丁目 ーのー o 1778・4386

名古屋市中区下電出町四七 @  5721 

東京都北区上十条一丁目 - 0 の 2346 

岡山市桜町主六 ② 295 

. d.  

コヨE

次

式

文回

株

山

業

取締役社長

エ回山

本 社

営業所

出張所

電 気 ・ 曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 陸 備

設 計 施 工

捗EF 大 阪 電 気 商

宏位 大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸期南通一丁目三七蒋地

電 話 大 阪 @ 代 表 {;23i 喜

東 京 ・ 名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

ム

手

会

設 計 施 工

語 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

換

給 排 水

媛 冷 房

本代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包括豊崎⑨7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話語圏⑥4945.....J5

神戸市生田区下山手通六 ノー ・包括元町a- 0 5892

庖

所強

支

出

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大正二年 病 院 踏 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

器 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大同 ヒソレ714号

電話土佐婦@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北四・ 西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電話 札幌 ② ∞10・0956 ③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田ビル 522 号 電 話 中 局 @1766 

庖

后

阪

幌

大
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活

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

一

品

本

名 古 屋 庖

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・ 衛 生 工 業 設 備

般 針 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

電 話 @f 花雲 i;;i 喜

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田 村 町 6 丁目 電話⑬代表 7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話③代表 7856

京 都 支 庖 京 都 市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤1989・2255

神 戸 支 庖 神 戸 市 生 田 区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表 4735

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・ 製 造 販 売
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社 φ

須

機 工 業 大 阪 支 庖

2951 
大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 3076

本社東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・ 六 郷

一
一
一

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 支 庖

大阪市北区 中 ノ 烏 三 丁 目 ( 朝 日 ピ ル 九 階 )

電話北浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重測Z 丁目七

名古屋市中区西万町二丁目 ー

社材建

線 式

会 社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

ム
-

A

式株

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 番

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 田 @9 3 7  1 番

本社及東京支庖

官官 *  所

3  



一 一 特 命 叉 は 抱 命 の 場 合 は 本 側 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す ー一一

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三器地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四務地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 360 番 地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

社

庖

場

本

支

工
本

暖 ・ 冷房 Ｎ ｾ気温湿度調整装置設計施工
各種送緋風機・エロヒンヒーター ・キ ャビネ ットヒーター

冷 却 塔 ・各 種 レ デ ス タ ー ・ア ネ モ ス タ ッ ト類 製 作

必』

ｾ＠

社

沼郡@ 1264 - 6

包 括 @1l 44 - 5

111話①4594 ・5118

m‘ 結( 袋極111) 0404

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市街ぬ区上福島北二丁目一番地

沼 話 福 島 ⑬ 3 3  9  1  - 唱 審 。

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地 v

包 括 四 谷 1 3 2 4 :A:

神戸市生田区下山手通八 丁 目 三 三

m 話 元 flfj ④ 5 3  7 務

株式会社

. 6.  

ｾ＠式

本 社 並 工 場 大阪市畑区赤川町三丁 目二八

梅 図 営 黛 所 大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O

名古屋出頭所 名古庖市東区駿河町一丁目三

寝 屋 川 工 場 寝 屋 川 市 大 字 太 間 一九五

株エ鉄本藤

庖

本

支

出強所

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 凶 セ メ ン 卜 特 約 販 売 l苫

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曽綬崎新地三丁目五十三ノー

(J!i屯4長崎停留所前) 電話大阪@1274- 6

支 l苫1 ・徳 島 ・事11 戸 ・姫 路 ・東 京

温 湿 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市北区富田町
30 電話大阪@{ j S Er z 7 0

本 社東京都千代田区丸 ノ内ｾ Ｍ Ｑｏ
話 ⑧ 2 6 3 1ー5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東門前町3- 6

電 話 ⑨ 2 8 9 3  

ilil 台 支 底

名古屋出張所

温湿度調査を・媛冷房・換気給排水・衛生段備

設 計 並 施 工

社

. 6.  

ｾ＠⑨ 日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 進 男

CONT RACT OR 

負i青事工

PAI NTI NG 

装塗

京 都 市 中 京 区 両 替 町通日姉小路上ノレ

電話②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8829

四日市市浜田商末広町電話7503 ・お65

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0  

社

大 阪 営 難 所

四日市営難所

湾 営 業 所

本

庖装塗林

株式

会社

TEL. 大 阪 @1756- 7・東京@ ) 1335 

λ  リグノイド床・床材料 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ュ ー ズ 分 屯 盤 N F ノ ー ヒ ュ ー ズ 配 屯 強

鐙 光灯 ・モ ー タ ー ・変 兇 器 ・冷 暖 房 ・エ レ ベ ー タ ー

三菱電機妹式会社J 己1JJd山

株 式 会 祉 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁 長IIlli 三番地

1石，抗本 IIIJ ⑧ 0323 ・1575 - 9

製造・販売・ ‘施工

福屋工業株式会社

大阪市西区南絹江上通←丁目 三一

電 話 新 町 @ 3 4 2 6 - 7

4  

后本
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会 社 大 阪 出 張 所
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株 式 会 社
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電 話 @∞98 ・認37 ・8729
大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33
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超軽量荷量( 坪当37貧) 和型より安い
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大 仏 組 E T話室竺雲
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品々" i G 暗月' 健掃海得道畢

。 井 田 商 事 株 式 、 会 社

太阪市浪速区歯阿手町ー 0 - 七.t 也 j事町駅貨物八号門前

唱を絡 ( 5ヨ) 4 8 9 0 ・ (!54)  0 8 0 8- 9  

型中長艶護IJ 塗料

金 剛 商
株式会社

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車 里子里電停前

製 造 元 策 京 坂 巻 サ ンヒット 商 会 電 淀 川@1l 0417・4091
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《名依木杭:: ;まんの僅かな工的

が樹むだけです

地 建 工 難 株 式 会 社

大阪市北区絹笠町50堂 ピル内電@2701

低 水 仰 の 地 幣 』 乙
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建禁抑思待孟手首邑3錠定一一一一-一一J -一-

2剖詰勾a晶1. . ; 1- 目. ，矧ヲ

民 主 益 山 製 作 所

シリン'1ーレバーハン ドル錠

押ポヲ ン式シリン ダー錠

ア ンチ式 シリン ター桓

シリンダーナイトラ ッチ

シリン ター抽 斗 錠

吾 種 高 級 彫 込 錠

国 申 風 呂 脇 信 尿

大阪市浪速区元町1丁目742 但 V 阪 橋 電 停 前 電話@5313 ・8128

!寿7為 ゑl坂 本 式

坂 本 式

嘗 集 種 目

スカイライト 坂 本 式 ベ Y チ ν ータ一

連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鯵 工 場
時苦手)

石 綿

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1- 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 東京都中央区日本編江戸崎町 1- 11( 明治ピル)

電話千代田@7266・鈎69・9918

エ 場 東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 滅 東 8 3  9  1  8  

Z ンドレヌ( 長れの) に認陶磁蹴毎J

ヌ，シヂドメＢｾ ｾι 三五 ｩｩｩ
谷樋. 彦根It 是非どうぞ五三三.JJJ }

大 島 応 用 化 学 工 機 3隠

セ メ ン 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く
11 

アスベストパリヤ

鰐3提弾、遺i hbest O BaE 

( 硬質石綿板う

石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 1 1  
呈 カタ U グ

電 諾 掘 川 ③ 3 4 4 2 ・4 0 7 8

6  

‘ 官
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昨裂亀

今でも時代感動ζ 綬 Lょうど努力旬、ます

認1Z函 姐?誌な

工場 .太阪市住舌区西加賀屋町4丁目81 ・電話住吉 ( 67) 5109

脳出理事E 民 温

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 的

電 話 天 王 寺 ⑫ 1 2 9  6  

和 歌 山 市 新 婦 6丁 目 1 3  

電 話 ー和 歌 山 2 9 8 務

本 社

出強所
東邦商会

〈事

特 長

・1 回塗りで肉厚仕上げが出来る。

・刷子. ローラー，" ポンヂでも塗援が容易

で. 垂れたり流れたりしないので衣服を汚

すことは殆どない。

・乾燥が遭い【指触30分) ので作業が容易で

ある。

・ゼ 9 ー状のため使用前甥梓の必要がない.

ゼリー棋盤塗柄
可・h

ペイソト

圃圃固

マヂック

阪〈険ペイジD 東

l  ¥_¥Jt--l 
J E.¥-¥-

京

7  

大
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夜遅亙菱重ト

製造元大日本硝子工業蓄量

ポリエステノレ繍脂

硝 子 繊 維 強 化 板

6尺 X 2尺4寸( 波型)

大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫 ピノレ) 電話土佐掘@3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事
アスファノレ ト防 水 工 事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事警

察耐酸モノレタノレ工事
各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 3草 原

大阪市北区浮田町82番地 電話豊崎@1333番

ｉｉＮｇ ｾ ｃ 試

園田憲イ王万E工・・・・
7 スフアルト防刀〈工事.

セ メ ン ト 防 水 工 事.

アス. ルトモルヲル床舗装工事

耐酸? ヌOi I J I 卜

・・ ・ 日夕 ｪ し ｉ 事 ｾ

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外玄業株式会お

IDT占司



ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は |  

‘ 製 造 業 社

協 和 w

k. k. 工

k. k. 工

大 恵

図 島 応 用

東 亜

材 工 業 k. k.

英 社

盛 社

工 業 k. k.

化 工 k. k. 大阪出強所

工 業 k. k.

業 k .k .  大阪営業所日 遷 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k .k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k. k.

内 因 商 会

梅 本 石 油 k .k .

筏 松 商 会

大 阪 朝 日 渥 膏 k .k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k .k. 大 阪 支 広

中 西 涯 膏 産 業 k .k . 大阪営業所

k. k. 長 野 商 庖

日 本 建 霞 興 業 k .k .

前 回 商 鹿

山 女 商 事 k. k.

4 工 事 業 社

泊 化 建 工 業 k. k.

k. k . 井 上 浄 夫 商 庖

k .k . 石 田 建 材 庖

オ リヱ ン タ ル ア ス フ アル ト 工 業 k .k .

大 阪 耐 11 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 広

共 栄 渥 膏 工 業 k .k.

k .k . 木 下 値 三 商 底

k. k. 久 保 商 庖

清 水 興 業 k . k.

k .k. 新 光 商 庖

高 野 ア ス フ ア ル ト k .k.  

k .k . 大 和 商 会

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 . k .k .  

日 新 工 業 k. k.  大 阪 支 庖

日 本 理E 膏 工 禦 k. k. 大阪営業所

k .k . 双 葉 商 会

松 本 : . I ! 膏 工 繁 k. k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 灘 k. k.

k .k. 明 正 社

米 自 工 機 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k .k. 中 出 荷 会

三 信 工 業 所

中 村 運 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 筒 庖

k. k. 浜 原 盤 商 庖

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k . k .

k .k . 山 本 商 会

惨 貸 助 会 員

丸 普 石 油 k .k.  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 - r日 91

大 阪 市 西 成 区 備 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 明 野 6 了 目 4 3

大 阪 市 西 淀 川 区M 2 島田J l 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 IIIJ 郷 上 通 1 丁目 14

大 阪 市 天 王 寺 区 掘 越 町 2 丁 目 1

大 阪 市 東 淀 川 区 婦 上 通 3 丁日 3 9

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 (三 和 ピ ル )

大阪市東区道修田IJ l 丁目 11(加頗ピノレ)

大 阪 市 北 区 万 才 UIJ 4  7  

大 阪 市 西 区 新 町 北 辺 1 丁 EI 5  2  

大 阪 市 北 区 巡 本 IIIJ 4  1  

大 阪 市 西 区 雨 期 江 - i l HIJ 1 4  

大 阪 市 天 王 寺 区 痢 越 11日 2

大 阪 市 北 区 約 笠 町50 (鐙ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 IIIJ 2 丁 目 7

大 阪 i li 北 区 中 之 ぬ 6 T  11 8  

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 銅 北 通 5 1 日 3 5

大 阪 市 西 区 土 佐 姻 l T 同 1 3  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 痢 ア 通 1 丁目 7

大阪市東淀川区元今I D. 北 通 1丁目 3 1

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 1

大 阪 市 北 区 浮 間 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 4 丁 目104

大 阪 市 北 区 笠 心 町 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 田IJ 2丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 南 通 5 丁目 3 5

大 阪 市 北 区 其 砂 町 5

大 阪 市 北 区 在 高 野 町 3 4  

大阪市南区i j ，[ 町通 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 西 区 江 戸 婦 上 通 2 丁目 4 2

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 IIIJ 北 辺 1 丁 目 4 0

大 阪 市 北 区 宮 図 町 4 0  

大阪市東淀川区木 川 西 ノ 町 2丁目 6

大 阪 市 都 鳥 区 都 島 本 通 7 丁目 4 5

大 阪 市 福 ぬ 区 上 福 島 南 通 1丁目152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 回IJ 4  5  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 1115 4 3

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 l 丁 問

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 事l'繊穴ー栄ビノレ

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 .0

尾 道 市 若 宮 IIIJ

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 審 IIIJ

松 山 i !i 茅 町 2 了 間 9 5  

大 阪 市 南 . 依長 士属 機 筋 3 丁 目

( アイクエオl ! 1l ' i )

(37) 仮泊2 ・857

( 66)  8861- 2 

(97)  44ω ・8288

( 47)  3131- 2  

(44)  809- 10・1773 - 5  

(77)  915  

(39)  924- 5 ・2045

( 23)  173111:: ・293111::

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36) ω 0 ・2841 ・2966

(54)  3785- 7  

(34)  8643  

(53)  4520 ・8401

( 77)  915 

(36)  774  

(34)  4305  

(44)  853 ・5196

( 23)  2771-: -2 

(44)  5223- 4  

(44)  0255代 ・5392代

(37)  6555- 7 

(44) お31代

(37)  3340 ・3505

( 53)  4050 ・4190

(37)  1333  

(33)  3679・“81 ・8471

( 35)  2922  

(94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  207- 8 ・必36 - 7

( 37)  1383 ・2933 ・9377

( 26)  7195- 7 ・4464

(44)  2148 ・4164

(64)  1関8 ・1905

(35)  4779 ・ω 97

( 64)  3434- 6 

( 53)  5281- 3  

(34)  1804 

(37)  3375 

( 35)  9231  

(45)  2360 ・2030

( 34)  8157- 9  

( 75)  7271 

漢川 ( 5 ) 2697 

漢川 ( 5 ) 4630

元町 ( 4 ) 6930 

元町 ( 4) 5884 

( 2 )  4272 

尾道2760

中 ( 2 ) 2881- 2 

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

総 山 2717

( 27)  1251(代)

|百 戸示 7 7  )(.， 1'- l t i J 業会関西支部 }  ゴ1 ｩｉｾ州 ｬ 川 ｉ

19  



昭 和 到 し 三 @

出 量 Ｊｾ＠
アルミニウムの押出型材は復維な型状のもの

が容易に作れ製品コストを下げ、軽〈 、 美じ

く、錆びず、合金によ って鉄鋼に匹敵する強

度を持ちます 。最近 は 建築、 船舶、航空機、

その他軽工業や家・庭 器 具等極めて広範囲に使

用されています 。

アルミニウム工業に於て伝統を誇る当社は、

最新式押出機により管、様、線、その他各種

の型材を 生 産しています 。

本 社

東 京 営 業所

時 平 市 海 山 町 6 の 2 . 2  4  

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 姻 留 町 l の 1 2

i包ヲ品ー事

石 膏 ボ ド iま 進

火
とに 遭 え ば 間 器

水 に 遭 え ば

な

ス

関 西 地 区 販 売 広

化

り

V  

背 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

中 央 建 材 株 式 会 社 大阪市南区難波新地1- 36

株式会社 室 谷 商 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50

し ?こ
ノ

l仁 な る

T E L 中② 2 2 8 1 - 3

T E L ⑬ 6531 ・2431

T E L ⑧ 2021 ・3必6

• 1) ー フレットの用意があります ご請求下 さい - 鍛造品が一部市場に出て いますか らご注意下さい

A - I O 

10 

署幸吉 ｾｃ 型ｦｉＭ干［， ｾＭｾι

東 京 裳 備 工 業 株 式 会 社 東 京 都 中 央 区 新 川 1- 6 TEL 5510771 - 5  

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、その上 「アリノン 」は

協議

くされ・かびにも特効があります。

回

ｾ＠

O I  

山宗化学株式会社 恕品主主晶玉 安 品AFP，Z EE詰22・総: 総

， I J  
ヲ'

白アリに



園

東京鋼板工業株式会社
ア

u

p

 

ユ

‘ン
ツ

サ

ム

ス

ウ

レ

ト

一

ン

ル

テ

ア

ス

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 割 笠 町 18 番 地 ( 衆向車ヒソレ 3 階〉

電 話 @ 0  6  2  1・o 6 2 8  

名古屋市中区大池町24 (丸菱ピ J レ) @ 3048・4593

広 島 ・ 福 岡 ・ 富 山 ・札 幌

本社及工場

大 阪 支 底

タツ
ス チ ー ル シ ヤ

名古屋支庖

代 理 庖

@  

社会式株ト，;  メセ国豊

町

京

t . i 田

阪・ 東

岡 県

倉 ・犬

福本 社

司1. 所

D O O R  S T E E L  @  S A S H  

鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用銅製建具扉の製造

営業品目

近 畿 寧 輔 株 式 曾 縫

岩 元 式

[ スカイライト並開ベンチレ十 l

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮扉、オペレーター、門廓鉄棚

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

11 

社

会

仰

引

式

問

株

限

引

業

献

⑧

•. 

日

話

「

-

六

電

一

冗

紺

岩



ー-1

耐火断熱保j E1果; 令防音

吸音結露 F方 止 仁

③白書蛭眉株式会第土

大阪市i J B O稽3 - マT EL ( ZJ ) ＱＶＰ ＱＮ ＱＷＰＴＮＵＶＲ 干 Ｎ ＵＶＲＦＮ 淀 Ｎｩｬｬ 工場・大阪 ｬｍｾ 荒川区宣皇官ＮｉＡ ｉｉｊｉｉｓ T E L  ( 38BI  01 

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各種)

パーチカルベンヲとレーター ( 電動式)

波 型 硝 子 屋 担 完 全 蔓

2量 針 施 工

40年の伝統と経厳を続る

体 育館ア ー ケードに最道

株 式 会 社 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピ ノレ) .  T E L  (44) 3鎗 3 ・4396

最新 J 機械設備

最高/ 設計ト技術

不規 J 研究ト政良

優 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

R E司E ヨE

ド- p- 。サッシェ。メタルラス

椋式会誌岩佐鍛工聞

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 乗 二 丁 目 三 一 番 地

T E L淀 川 ( 4ワ) 代表4351・4352・4355.' 0903・0904

| ヘ脅タイトト
J I S 日本工業規格oNo.A  日 04

12 

晴氏、協弘、冷え棋院、鈴Z b 恥令

( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板)

S  1  Z E  

中細木毛 3' X 6' lOm m  12mm 15mm 

18mm 25m m  50m m  

極細木毛 3' X 6' l Omm 12m m  15mm 

18mm 2 5 mm 

製 造 元

日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

大 阪 出 張 所

大 阪 市 北 区 高 垣田J 8  0  ( やよひピル)

街 活 大 阪 ( 代 ) ⑧ 1 7 8 ・4 1  6  1 蓄



高 式 ドアーハンガ一

三 高 式 オ ペ レ ー タ 一

三 高 式 重 量 戸 車

ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

所作製株式会社 三 高

刊 同 岡 崎

医ｾ 本社工場 大阪市東淀川区西中島町 7- 69 電話大阪 ⑪ 1754( 代表 )

伝 統 に

輝 く

ス

ス

ス

チ

チ

チ

新 規 製 品

J レ

ル

J レ

サ

シャ

ド

ツ

ツ

ン

タ

ユ

ア

優 秀 な

製 品
完 全 密 閉 片 引 き 窓

株 式 会 社

汎 建

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

鉄材/ J ・少〈てすみ施工簡易先格納庫 ・ユょ-'Il ・体育館の建築には

“ ORI MOT O"  DI A MOND T RUS S  

電話

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

製 作 所

此 花 ⑮ 2  9  0  3 ・4 4  6  1  

ｐａｔｏ 武ヂベ ｊｾ

oJ:t: 70型ヂべlレ

: j /イ

ムシウ

設 J Iの御依願に応じます ( 凱u : は御 IJ 由です〉

一 一 考 餅 R l i i .........均丸

考 察 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東 . 京 都 中 央 区 日 本 橋i . 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) T P L  ( ol ) 倒43 ・7∞7 ・7062

13 



，園田園田園園園田園園田園・・・圃園田園・ーーー，

， 

| 特殊壁材製造と左官材料専門卸I:  

-E  

E  

-
-E  

• 
E  

E  

E  

-E  

E  

-• 
-E  

E  

E  

-• 
:  

-E  

E  

E  

E  

-
-E  • 
E  

E  

E  

-E  • 
E  • 
E  • • 
晶園田・・・・・・園田園・・・・ーー・・・・・・・・園田園圃・ー. . . 1

一E
d
捌

…

庁

制

…
E
-
d

湘

…E
U
船

必ず(ずが付I

社。iみが1m

舗 のれ良 L 悔い|

国

株式会融新興建枝工業所

本 社

チZ リー列Zヲー

* セメントの ( アク ) でお困りの場合に

.圃・ d・・ t ・圃園・・ d

竺竺..1 ____，I"- ___J  セメント( アタ) 止剤

水 溶 性 特 殊 接 着 剤 H シンケジ糊ノノ桜印酸化賞

ラスヒゲコ・末広布連其の他特殊材料製造発売

(  ; カタログお申込み次第お送りします)

大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 電 話 ( 53 ) 1 9 8 8 .・9 7 2 0 ( 54 ) 1 9 8 .8 ・1 3 5 6

14 



〔近 鎗〕

ー 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里UIJ 655

大阪セルロイド会館内

電話今里 ｀ ＸＰＳＱｾＴ

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長堀橋筋 2 ノ20

( 日本橋電停前)

電 話 南 @ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市中京区河原町夷川下ノレ

電 話 ③ 3 2  9  9  

株式会社

木 下 誼 三 商 庖

大阪市西区江戸期南通 5 ノ35

電話土佐繍@5408 ・5486

練式会社

久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電話 北 ｀ ロ ＰＷｾＸ ・ Ｔ ＸＳＶｾ 7  

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通四条下) 1 /

電 話 壬 生 ⑧ 4 4  .6  8  

石 井 . 建 材‘ 有 隈 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電話淡川⑤2697 ・2140

関

膏 盛 建 材 株 式 会 社

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

電話中② ＲＲＸＱｾ Ｔ

膏 盛 建 材 岡 山 営 業 所

岡 山 市 東 田 町 3

電 話 ③ 7 9 1 1 ・8 1 6 9

膏 盛 建 材 福 岡 営 業 所

福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4

電話東③ Ｑ ＲＲ ＵｾＶ

〔東 海〕

稼式会社

名 建 商

名古屋市中区宮出町41ノ 2

電話 rt '@ 1329 ・2106 ・2817

合資会社

-z  

岡 回 建 材 庖

名古屋市西区西菊井町 2 ノ12

電話西 @ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

和 泉 産 業 株 式 会 社

大阪市南区日本橋筋 2 ノ36'

市 街 戎 ⑧ 3 2  8  6  

15 
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

22 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

底



3自らω建築ω.. 策定多仰い餅

触文信明ント献金祉

ＨｾＩ浪建式酬刷 ｉｕｉｉｉ 酬

ス チ ー ル サ ッ シ ュ ・ ド ア ー

シッャ タ ー ・ オ ペ レ ー タ ー

一 製 造 販 売 一

日

満

全 ゴ

国ム

害 総 タ

属 代 イ

工理 ル

;f 十四2浪速建枚工業様式曾批応

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東<@1171- - -3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽鋭・ヒソレ六号館ω 7号室電話東京@4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サン ビル 内) 電話 福岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

17 
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大 阪 達 材 エ 業 株 式 舎 社

営 業 所 大阪市南区九郎右衛門町21番 地 電 話 ⑮ 代 836- 839 ・830

本社工場 堺 市 松 屋 一 丁 目 6 番 地 電 話 堺1586・3323・4800-- 1

工 事 部 大 阪 市 南 区 久 左 衛 門町 7 番 地 電 話 ⑮ 7 0 4 7 ・7 1 2 7

出 張 所 名 古 屋 金 沢



Ｍｆ で Ｇｊ ＮＮＭＹｾ 阻害
ｾ 稼式会最土日本セメント防水剤製謹所

本 社兵庫県宝塚市高台上の池北28 1  ' ，[ i 話' ' ] ; : 塚 2 1 5 3

工 場 尼 崎 市 雄 波 本 町 1 3  4 電話大阪⑬ 8544( 代表)

出 張 所 電 話 東 京 (43) 0  8  7  4  111J-h( 3) 0721 ・ 名古屋 (32) 1  

高山工業東京 ( 25) 0161- 3 ・安雄工 'F 福岡 ( 3) 5.765・大二二 工 業 高 位6710

セ メ ン ト 増 強 防 水 部j
日本建築協会優良詰明

レ

ム

鴨

不

快

7

・，

m

E

 

型

録

あ5ゆる3Pヤッターの零門メ一刀一

ワォ ータイト式防水工事

代 行 底 包 話

株式会社

日本シャッター

製作所

大阪市東淀川区間川通 6 丁目 38 ( 電) 代37- 8515

名 古 屋 市 中 医 宵 出 町 2 3  ＨｾＩ＠ 24- 4811 

全 国 主 要 郡 市 ニ ア リ

川崎市新丸子東 3 丁目 1159 ( 包) 047- 5350 . 大 阪 工 場

福 岡 市 綾 田 町 1 2 6 8  ( 包) 2 - &708 ・名古屋支庖

高 知 ・ 岡 山 ・ 高 必 ・ 姫 路 代 行 庖

東京工場

九州工場

営 業 所

生lt:tオ足場痢鍋答

.?、J 一一一一

住 友 金 属 工 業 株 式 会 福 士
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八幡メタルホーム区K 推 奨 品

東京都品川区二業町 1 - 441 電話荏原⑧1 7  1  5三

大阪市東成区西今別Ir 2  - 48 電話⑧4765 ・0侃 3 :

. .  圃・圃・・・圃園田園田ーーー一一一一 :  

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

日 湖 周 旨 化 工 社本社

矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 鎌 所

.....• 1" .1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 . .  

恥締役社長
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配勾

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 の 53

大阪市西区京町堀上通 1 の14

事 務 所

分 室 T E L@ 1  773 - 5  

御 入 会 の 御 申 込 は・

「 建 築 ピ ヰ 士 会 」 発 行 所

工ハラ・勿ーボ冷凍梢

ｾ＠ • t!!!L.. ｾ＠ ｾｾポ、

星

電 E舌 北 浜 ⑮ 9 6 48 ・ 9 6 49 ・ 96 40

大 阪市 東 区 北 浜 3 - 37 
社 団 法 人 日 本 建 築 協 会


